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序 

文

近
年
に
お
け
る
急
激
な
生
活
様
式•

慣
習
の
変
化
は
、
わ
が
国
伝
統
の
生
活
構
造
や
民
俗
行
事
な
ど
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
、
特
に
、
比
較
的
古
く
か
ら
の
生 

活
の
な
ご
り
が
残
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
農
山
村
部
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
県
は
山
地
の
多
い
内
陸
的
な
風
土
で
、
養
蚕
を
中
心
と
し
た
農
業
を
主
た
る
生
業
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
は
、
そ
う
し
た 

本
県
の
特
色
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
て
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

新
暦
の
大
正
月
に
対
し
て
小
正
月
に
は
、

一
年
の
農
耕
始
め
と
し
て
、
古
く
か
ら
豊
作
祈
願
の
た
め
の
数
多
く
の
予
祝
行
事
が
集
中
し
て
お
り
ま
す
。

「
小 

正
月
の 

つ
く
り
も
の
」
も
そ
の
一
つ
で
、

「
つ
く
り
も
の
」
を
模
擬
的
に
作
っ
て
神
々
に
供
え
、
豊
作
を
祈
願
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

本
県
で
は
、
主
に
農
山
村
部
一
帯
で
広
範
囲
に
行
わ
れ
て
い
る
習
俗
で
、

「
つ
く
り
も
の
」
の
数
や
種
類
も
豊
富
で
あ
り
、

マ
ユ
ダ
マ•

ヶ
ズ
リ
バ
ナ
を
は 

じ
め
、
そ
の
他
、
ヵ
ユ
ヵ
キ
棒•

ハ
ラ
ミ
バ
シ•

粟
穂
稗
穂•

各
種
木
像
類
な
ど
、
誠
に
バ
ラH

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
こ
う
し
た
製
作
に
携
わ
る
人
々
も
高
齢
化
し
、
ま
た
、
年
々
製
作
技
術
者
の
減
少
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
教
育
委
員
会
で
は
、
無
形
文
化
財
の
緊
急
調
査
を
昭
和
六
十
年
度
よ
り
従
来
の
調
査
方
法
を
多
少
変
更
し
、
四
年
計
画
と
い
う
長
期
的
見
通
し 

の
も
と
で
、
県
内
の
「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
度
は
吾
妻
地
方
、
六
十
一
年
度
は
西
毛
地
方
、
六
十 

二
年
度
は
利
根
地
方
、
そ
し
て
最
終
年
度
の
六
十
三
年
度
は
中.

東
毛
地
方
、
と
い
う
年
次
計
画
で
あ
り
ま
す
。

今
回
、
本
報
告
書
に
収
録
し
ま
し
た
吾
妻
地
方
の
「
つ
く
り
も
の
」
は
、
県
内
で
は
数•

種
類
と
も
に
最
も
豊
富
な
地
域
で
あ
り
、
製
作
技
術
は
も
と
よ
り
、
 

そ
の
作
品
は
造
型
的
に
も
優
れ
て
お
り
ま
す
。
本
報
告
書
が
、
民
俗
研
究
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
、
無
形
文
化
財
の
保
護
と
継
承
の
御
理
解 

に
少
し
で
も
役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
関
係
町
村
教
育
委
員
会.

調
査
員
の
方
々
な
ど
、
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
年
末.

年
始 

と
い
う
多
忙
な
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
調
査
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
対
象
者
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
深
い
敬
意
と
謝
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ 

り
ま
す
〇

昭
和
六
十
二
年
三
月

群
馬
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

千
吉
良 

覚
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無
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文

化

財

緊

急

調

査

実

施

要

綱

1
 

趣 

旨

本
県
に
は
多
種
多
様
の
無
形
文
化
財
が
存
在
し
て
い
る
が
、
社
会
生 

活
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
特
に
重
要
な
も
の
で
、
緊
急
に
保
存
対
策
を
講
じ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
無
形
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
調
査
の
う
え
記
録
を
作
成
し
、
 

保
存
対
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
。

2

調
査
対
象

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」

元
旦
を
中
心
と
し
た
大
正
月
に
対
し
て
、
正
月
十
五
日
前
後
の
小
正 

月
に
は
古
く
か
ら
豊
作
祈
願
の
一
方
法
と
し
て
の
豊
作
予
祝
行
事
が
集 

中
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
小
正
月
の
も
の
つ
く
り
の
行
事
が
あ 

る
。
小
正
月
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
も
の
つ
く
り
を
し
て
飾
り
か
え
を 

行
う
こ
の
行
事
は
、
地
域
に
よ
っ
て
「
も
の
つ
く
り
」•

「
飾
り
か
え
」 

な
ど
様
々
な
呼
称
で
呼
ば
れ
、
実
際
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
の
種
類
も
豊 

富
で
あ
る
。

マ
ユ
ダ
マ
・
ヶ
ズ
リ
バ
ナ
は
「
つ
く
り
も
の
」
の
代
表
的
事
例
で
あ 

る
が
、
そ
の
他
県
内
で
は
粟
穂
稗
穂
、
俵
、
農
道
具
一
式
、
木
刀
類
、
 

ド
ゥ
！！
ク
ジ
ン(

道
陸
神)

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
木
像
類
、
ヵ
ユ
ヵ 

キ
棒
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
な
ど
の
製
作
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
地
域
的
特
色 

も
著
し
い
。

こ
れ
ら
の
製
品
は
庶
民
の
生
活
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
ち
な
が
ら 

今
日
ま
で
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
そ
れ
ら
の
製
作
に 

携
わ
る
人
々
も
減
少
し
、
作
品
の
種
類
も
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
在
残
存
し
て
い
る
製
作
技
術
を
中
心
に
、
事
例
ご
と
に 

(

特
定
の
個
人
の
家
ご
と
に)

、

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
全
て
に 

わ
た
っ
て
調
査
す
る
。

3. 

調
査
主
体
者 

群
馬
県
教
育
委
員
会

4. 

調
査
計
画

⑴

調
査
期
間

昭
和
六
十
年
度
ょ
り
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
四
年
計
画
。

⑵

調
査
地
域

県
下
全
域
で
あ
る
が
、
各
年
次
ご
と
の
調
査
地
域
は
以
下
の
と
お 

り
で
あ
る
。

〇

昭
和
六
十
年
度(

第
一
年
次)

吾
妻
地
方

〇
昭
和
六
十
一
年
度(

第
二
年
次)

西
毛
地
方

〇
昭
和
六
十
二
年
度(

第
三
年
次)

利
根
地
方

〇

昭
和
六
十
三
年
度(

第
四
年
次)

中
•

東
毛
地
方

※
 

な
お
、
詳
細
は
別
掲
地
図
を
参
照
。

⑶

調

査
員(

昭
和
六
十
年
度)

阪
本
英
一
県
立
図
書
館
専
門
員



阿
部 

孝 

前
新
治
村
立
入
須
川
小
学
校
長

奈
良
秀
重
中
之
条
町
文
化
財
調
査
専
門
委
員
長 

神
宮
善
彦
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員

井
野
修
ー
ー
前
橋
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
任 

⑷

調
査
対
象
者(

昭
和
六
十
年
度)

〇
六
合
村

山

本

直

義
(

吾
妻
郡
六
合
村
入
山
世
立
ー 

ー
七
六
七) 

中

沢

一

孝
(

吾
妻
郡
六
合
村
入
山
荷
付
場
三
九
八
六) 

〇

濡
恋
村

滝

沢

正

男
(

吾
妻
郡
濡
恋
村
門
貝
ー
ー
ー 

ーーー)

〇
長
野
原
町

星
河
義
一 

(

吾
妻
郡
長
野
原
町
林
三
六
九)

〇
吾
妻
町

野□

保

雄
(

吾
妻
郡
吾
妻
町
松
谷
三
七
三
〇)

小
池
喜
次
郎(

吾
妻
郡
吾
妻
町
松
谷
五
八
ー 

ー
)

〇
中
之
条
町

唐

沢

姫

雄
(

吾
妻
郡
中
之
条
町
五
反
田
一
六
七
三) 

松

井

次

郎
(

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
塚
八
四
五)

〇

小
野
上
村

石

川

広

吉
(

北
群
馬
郡
小
野
上
村
村
上
ー 

ー
ー
ー
四
ー
ー) 

〇
子
持
村

後

藤

省

三
(

北
群
馬
郡
子
持
村
上
白
井
三
六
九
四)

5. 

調
査
内
容

⑴
 

特
定
個
人
の
家
ご
と
に
「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
全
て
に
わ
た 

っ
て
、
そ
の
種
類
。
技

術•

特
色
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

⑵
 

伝
統
と
製
作
技
術
の
継
承

6. 

ま
と
め

⑴
 

調
査
資
料•

図
面•

写
真
な
ど
の
作
成•

保
存
。

⑵
 

各
年
次
ご
と
に
調
査
報
告
書
『
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
』
を
発
行 

す
る
。



無形文化財緊急調査(小正月のつくりもの)年度別調査地域図

<凡例> 

昭和60年度(第1年次)調査地域 

昭和61年度(第2年次)調査地域 

昭和62年度(第3年次)調査地域 

昭和63年度(第4年次)調査地域



<
総 

論

>

吾

妻

地

方

の

「
小

正

月

の

つ

く

り

も

の

」

"

は

じ

め

に

一
般
的
に
は
ヶ
ズ
リ
カ
ヶ(

削
り
掛
け)

と
呼
ば
れ
る
木
幣
は
、
本
県
で
は
ハ
ナ•

ホ
ダ
レ
と
呼
ば
れ
、

一
段•

二
段•

三
段•

八
段•

十
二
段•

十
六
段 

と
多
様
な
も
の
が
あ
り
、
使
用
さ
れ
る
木
に
も
ニ
ワ
ト
コ•

コ
メ
ゴ
メ 
(

キ
ブ
シ
ま
た
は
ミ
ツ
バ
ア
オ
ィ)
•

ヌ
ル
デ•

ク
ル
ミ.

ミ
ズ
ブ
サ(

ミ
ズ
キ)

な 

ど
多
様
な
も
の
が
あ
っ
て
、
県
内
を
あ
る
程
度
区
分
け
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
ぅ
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ナ
を
中
心
と
し
て
、
カ
ユ
カ
キ
棒
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
、
ア
ワ 

ボ•

ヒ
ヱ
ボ
、
ア
ワ
俵•

ヒ
エ
俵(

ま
た
は
福
俵)

、
道
祖
神
、
作
男•

作
女
、
案
山
子
神
な
ど
の
木
像
、
農
具
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
さ
ら
に
は
カ
タ
ナ
と
呼
ば 

れ
る
木
刀
な
ど
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
小
正
月
の
つ
く
り
も
のJ

と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
ら
は
正
月
初
め
の
「
山
入
り
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
で
初
山
入
り
し
、
山
か 

ら

「
つ
く
り
も
の
」
に
使
用
す
る
木
を
切
っ
て
来
て
、
十
一
日
ま
た
は
十
二
日
、
十
三
日
に
細
工
を
し
、

「
農
の
正
月
」
と
呼
ば
れ
る
小
正
月
に
供
え
ら
れ
た 

り
、
飾
ら
れ
た
り
す
る
。

本
県
の
「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
は
、
そ
の
種
類
の
豊
富
さ
と
地
域
的
広
が
り
な
ど
の
特
色
に
お
い
て
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で 

に
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
に
収
集
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
二
十
二
日
付
け
で
群
馬
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 

今
回
の
調
査
は
、
県
下
を
「
つ
く
り
も
の
」
の
特
色
な
ど
を
考
慮
し
て
四
地
区
に
分
け
、
そ
の
第
一
回
目
と
し
て
吾
妻
川
流
域
に
焦
点
を
あ
て
、
十
戸
の
事 

例
を
調
査
し
て
報
告
す
る
も
の
で
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

二
、
吾
妻
川
流
域
の
特
色

(-)
地 

域

吾
妻
川
流
域
と
し
て
は
、
吾
妻
郡
八
か
町
村
と
北
群
馬
郡
小
野
上
村•

子
持
村
の
二
か
村
を
加
え
た
が
、
そ
れ
は
地
勢
的
な
面
と
「
つ
く
り
も
のJ

の
つ
な 

が
り
を
加
味
し
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
群
馬
県
北
西
部
に
あ
た
り
、
ほ
ぼ
中
央
を
吾
妻
川
が
貫
流
し
、
吾
妻
渓
谷
で
西
吾
妻
と
東
吾
妻
が
分
け
ら
れ
、
岩
井 

洞
あ
た
り
で
吾
妻
川
下
流
の
地
域
と
が
分
け
ら
れ
、
小
野
上
村•

子
持
村
は
谷
口
と
し
て
関
東
平
野
の
西
端
に
連
な
っ
て
い
る
。



こ
の
地
域
は
西
に
長
野
県
と
接
し
、
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も
信
州
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
い
ろ
い
ろ
な
面
に
そ
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え 

ば
諏
訪
信
仰•

道
祖
神
信
仰
な
ど
が
そ
れ
で
、

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
の
中
で
も
、
道
祖
神
の
木
像
な
ど
長
野
県
と
の
つ
な
が
り
で
み
る
必
要
が
あ
る
。

二 

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
の
特
色

① 

ハ
ナ(

ホ
ダ
レ
と
も
い
う)

の
材
料

吾
妻
川
流
域
で
は
、
孀
恋
村•

六
合
村
の
例
を
除
い
て
、

ハ
ナ
の
材
料
と
し
て
、

コ
メ
ゴ
メ 
(

キ
ブ
シ)
•

ミ
ズ
ブ
サ
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

コ
メ
ゴ
メ 

は
、

一
段(

ナ
ゲ
バ
ナ)
•

二
段•

三
段
の
ハ
ナ
や
八
段
の
も
の
二
本
合
わ
せ
て
の
十
六
バ
ナ
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ミ
ズ
ブ
サ(

ミ
ズ
キ)

は
、
ホ
ダ
レ
と
か 

ク
ル
マ
バ
ナ.

ノ
シ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
ニ
ワ
ト
コ
も
子
持
村
や
中
之
条
町
で
使
わ
れ
て
お
り
、
六
合
村
で
は
ヌ
ル
デ
を
使
用
し
て
い
る
が
、
全
体 

と
し
て
は
コ
メ
ゴ
メ 
•

ミ
ズ
ブ
サ
圏
で
あ
る
。

② 

ア
ワ
ボ•

ヒ
エ
ボ

ヌ
ル
デ
の
木
を
切
っ
て
笹
竹
に
七
夕
飾
り
の
よ
う
に
飾
っ
た
り
、
竹
を
割
っ
て
折
り
曲
げ
た
も
の
に
さ
し
て
万
灯
の
よ
う
に
飾
る
。
ア
ワ
ボ•

ヒ
ヱ
ボ
は
ほ 

ぼ
全
域
に
見
ら
れ
、
そ
の
名
の
通
り
粟•

稗
の
豊
か
な
実
り
を
願
う
「
つ
く
り
も
の
」
で
あ
る
が
、
コ
メ
穂
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
畑
作
の
呪 

物
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
調
査
で
は
記
録
し
得
な
か
っ
た
が
、
正
月
十
四
日
の
深
夜
、
主
人
夫
婦
が
裸
に
な
っ
て
ィ
ロ
リ
の
ま
わ
り
を
ま
わ
っ
て
豊
作
を
祈
る
行 

事
が
別
の
調
査
で
六
合
村•

子
持
村
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
吾
妻
町
で
は
、
ア
ワ
ボ•

ヒH

ボ
の
中
央
に
ハ
ナ
を
二
本
さ
し
、
こ
れ
と
長
野
原
町
の
例
で
は
、
 

竹
に
さ
す
穂
に
ハ
ナ(

ヶ
ズ
リ)

を
つ
け
て
い
る
。

®
 

タ
ワ
ラ
‘

ア
ワ
ボ.

ヒH

ボ
で
作
物
の
実
り
を
表
わ
す
だ
け
で
な
く
、
収
穫
し
た
作
物
の
俵
作
り
を
し
た
も
の
を
作
っ
て
供
え
、
神
様
に
念
を
押
す
も
の
と
し
て
ア
ワ 

俵
•

ヒH

俵
を
作
る
こ
と
が
多
い
。
小
野
上
村
で
は
、
土
間
に
俵
作
り
し
た
マ
キ
を
二
俵
積
み
上
げ
た
上
に
地
神
様
を
祀
り
、
他
の
例
で
は
釜
神
様
に
農
具
を 

そ
え
て
供
え
ら
れ
る
。

④ 

作
男•

作
女

吾
妻
町
の
野
口
家
で
作
ら
れ
る
作
男•

作
女
は
、
小
さ
な
も
の
で
あ
る
が
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ど
の
家
で
も
作
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
が
、
作
大 

将
だ
と
い
う
家
も
あ
っ
て
、
正
月
様
に
上
げ
る
例
も
あ
る
が
釜
神
様
に
上
げ
る
こ
と
も
あ
る
。
作
神
と
し
て
の
釜
神
様
に
上
げ
る
と
言
わ
れ
る
。

⑤ 

案

山

子(

ヵ
ヵ
シ)

神



六
合
村
の
山
本
家
で
作
ら
れ
る
案
山
子
神
は
、
他
に
例
を
み
な
い
も
の
で
、
近
年
ま
で
田
の
な
か
っ
た
山
村
の
作
神
信
仰
を
示
し
て
い
る
。

一
般
に
ヵ
ヵ
シ 

は
田
の
神
を
表
わ
す
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
案
山
子
神
は
、
十
四
日
に
作
っ
て
神
棚
に
上
げ
、
年
と
り
に
飯
を
供
え
て
、
翌
十
五
日
の
朝
、
畑
へ
持 

っ
て
行
く
が
こ
れ
を
一
年
中
神
棚
に
上
げ
て
お
き
、
翌
年
の
正
月
に
新
し
い
も
の
と
取
り
か
え
、
そ
の
後
に
畑
へ
持
参
す
る
家
、
畑
へ
持
っ
て
行
か
ず
に
オ
ン 

ベ
ヤ
ア(

ド
ン
ド
ン
焼
き)

に
持
参
す
る
例
な
ど
が
あ
る
。
畑
へ
出
す
場
合
は
畑
の
中
の
石
の
上
に
乗
せ
、

ハ
ナ
ー
本
を
そ
え
て
拝
ん
で
来
る
。
そ
の
ま
ま
に 

し
て
自
然
に
な
く
な
る
の
を
待
つ
が
、
こ
こ
に
は
畑
作
農
民
の
地
神
信
仰
が
み
ら
れ
る
。

⑥ 

道
祖
神
の
木
像

こ
れ
こ
そ
吾
妻
ら
し
い
「
つ
く
り
も
の
」
で
、
こ
れ
ま
で
東
村
を
除
く
七
か
町
村
で
そ
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ヌ
ル
デ
を
輪
切
り
に
し
て
皮
を
む
き
、
 

道
祖
神
と
書
い
た
だ
け
の
も
の
か
ら
、
切
り
込
み
を
入
れ
て
胸
を
え
ぐ
り
、
顔
を
描
い
て
仕
上
げ
る
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
双
体
道
祖
神
像
と
共
通
す 

る
よ
う
に
男
女
二
体
で
一
組
と
し
、

一
夜
客
と
し
て
十
四
日
の
夜
に
供
え
も
の(

孀
恋
村
で
は
膳
立
て
を
す
る)

を
し
て
か
ら
ド
ン
ド
ン
焼
き
に
持
参
し
焼
く 

が
、
中
之
条
町
唐
沢
家
の
場
合
の
よ
う
に
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
火
で
ま
っ
く
ろ
に
焦
が
し
た
あ
と
か
き
出
し
て
、
道
祖
神
の
石
像
に
供
え
る
例
も
あ
る
。
六
合 

村
の
中
沢
家
や
山
本
家
で
は
そ
の
ま
ま
道
祖
神
像
に
供
え
る
。

⑦ 

農 

具

ヌ
ル
デ
を
割
っ
て
細
工
し
て
、
農
具
の
ミ
—
チ
ュ
ア
を
作
っ
て
釜
神
に
供
え
る
こ
と
は
、
濡
恋
村•

長
野
原
町•

吾
妻
町
に
み
ら
れ
る
。
特
に
吾
妻
町
の
野 

ロ •

小
池
両
家
の
例
が
注
目
さ
れ
る
。
野
口
家
の
場
合
、H
ン
ガ•

テ
ン
ガ•

ノ
コ
ギ
リ
な
ど
の
他
に
肥
桶•

肥
柄
杓
な
ど
を
作
り
、
ヮ
ラ
を
束
に
し
た
も
の 

に
さ
し
て
仕
上
げ
る
。
小
池
家
で
は
、

ヱ
ン
ガ•

テ
ン
ガ
の
他
に
マ
ン
ガ(

馬
鍬)

や
臼.

杵
を
作
り
、
麻
紐
で
ひ
と
つ
な
が
り
に
結
び
合
わ
せ
て
釜
神
様
に 

供
え
る
。
臼
に
は
「
釜
神
大
明
神
」
と
書
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
野
口
家
で
は
、
作
男.

作
女
を
作
る
が
、
小
池
家
で
は
作
ら
な
い
。
し
か
し
、
ア
ヮ
俵•

ヒ 

エ
俵
と
言
い
、
農
具
、
作
男.

作
女
と
も
に
釜
神
様
に
供
え
て
い
る
こ
と
は
作
神
と
し
て
の
釜
神
信
仰
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

⑧ 

キ
ジ
グ
ル
マ(

雉
子
車)

道
祖
神
の
木
像
よ
り
も
狭
い
地
域
で
分
布
が
知
ら
れ
た
も
の
が
キ
ジ
グ
ル
マ
で
、
六
合
村•

長
野
原
町•

吾

妻

町(

岩
島
地
区)

に
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
 

調
査
で
は
星
河
家
の
事
例
し
か
み
ら
れ
な
い
が
、
小
正
月
に
他
の
「
つ
く
り
も
のJ

と
一
緒
に
作
ら
れ
、
他
の
時
期
に
は
作
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る 

こ
と
、
他
の
「
つ
く
り
も
の
」
が
豊
作
の
予
祝
の
呪
物
と
し
て
作
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
キ
ジ
グ
ル
マ
も
ま
た
か
つ
て
は
豊
作
の
呪
物
と
し
て
作
ら
れ
た 

も
の
と
考
え
ら
れ
、
信
仰
民
具
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
も
な
ぜ
キ
ジ
な
の
か
、
な
ぜ
こ
こ
だ
け
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
も
課
題
に
な
る
。



三
調
査
家
庭
の
特
色

①
 

六
合
村 

山
本
直
義
家

木
鉢
作
り
、

メ
ン
パ
作
り
を
す
る
家
。
木
の
性
質
を
知
り
尽
し
た
人
の
作
る
ハ
ナ
は
独
特
で
完
成
さ
れ
、
案
山
子
神
は
畑
作
農
民
の
信
仰
を
示
す
。

② 

六
合
村
中
沢
一
孝
家

堆
肥
場
に
立
て
た
大
き
な
ハ
ナ
は
ア
ワ
ボ•

ヒ
エ
ボ
と
は
違
い
、
道
祖
神
の
木
像
は
六
合
村
ら
し
い
も
の
で
、
双
体
道
祖
神
の
信
仰
と
つ
な
が
る
。

③ 

濡
恋
村
滝
沢
正
男
家

胸
元
を
え
ぐ
り
込
ん
で
作
る
道
祖
神
木
像
は
、
小
正
月
に
訪
う
神
の
姿
を
考
え
さ
せ
、
ア
ワ
俵•

ヒH

俵
に
山
村
農
業
の
厳
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

④ 

長
野
原
町
星
河
義
一
家

ア
ワ
ボ•

ヒ
ヱ
ボ
を
作
り
、
ア
ワ
俵•

ヒ
エ
俵
に
農
具
を
そ
え
て
釜
神
に
供
え
る
。
キ
ジ
グ
ル 

マ
は
単
な
る
子
供
の
玩
具
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑤ 

吾
妻
町
野
口
保
雄
家

麻
作
り
の
心
が
こ
め
ら
れ
た
よ
う
な
細
い
削
り
の
ハ
ナ
を
作
り
、
農
具
を
ワ
ラ
束
に
ま
と
め
、
作
男•

作
女
の
木
像
に
豊
作
の
祈
り
を
こ
め
て
い
る
。

⑥ 

吾
妻
町
小
池
喜
次
郎
家

釜
神
様
に
上
げ
る
農
具
の
ミ-

I

チ
ュ
ア
に
全
て
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
新
年
の
豊
作
を
祈
る
農
民
の
心
情
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

⑦ 

中
之
条
町
唐
沢
姫
雄
家

旧
家
の
伝
承
を
守
っ
て
い
る
も
の
で
、

マ
ユ
ダ
マ
飾
り
に
秤
と
ハ
カ
リ
ダ
マ
の
モ
チ
を
下
げ
た
り
、
十
六
マ
ィ
ダ
マ
に
ク
ワ
株
を
使
っ
て
い
る
。

⑧ 

中
之
条
町
松
井
次
郎
家

素
朴
な
ハ
ナ
や
「
つ
く
り
も
の
」
を
作
り
続
け
て
来
た
家
で
、
カ
ユ
カ
キ
棒
や
ハ
ラ
ミ
バ
シ
な
ど
の
作
り
方
の
中
に
農
民
の
心
が
あ
る
。

⑨ 

小
野
上
村
石
川
広
吉
家

県
内
で
も
珍
し
い
ハ
ナ
を
作
っ
て
売
る
家
で
、
現
在
で
も
中
之
条
町
の
ボ
ク
市•

渋
川
市
の
初
市
に
店
を
出
し
、
子
持
村
あ
た
り
に
も
行
商
す
る
。

⑩ 

子
持
村
後
藤
省
三
家

モ
チ
な
し
正
月
の
家
例
を
持
つ
家
で
、

ニ
ワ
ト
コ
で
長
い
十
六
バ
ナ
を
作
り
、
カ
ユ
カ
キ
棒
は
太
い
も
の
、
ア
ワ
ボ.

ヒH

ボ
も
大
き
な
も
の
を
作
る
。



三
、
お

わ

り

に

本
書
は
、
は
じ
め
に
も
記
し
た
と
お
り
、
吾
妻
川
流
域
の
十
地
区
の
十
戸
の
事
例
を
調
査
し
、
そ
の
ま
ま
報
告
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で
報
告
し
た
「
つ
く
り 

も
の
」
は
、
原
則
と
し
て
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
博
物
館
資
料
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
四
年
間
の
調
査
が
、
現
物
資
料
の
収
集
を 

も
か
ね
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
総
括
は
そ
の
後
の
こ
と
に
な
る
。

(

阪

本

英

一
)



<

各 

論

>

山

本

直

義

家

の

つ

く

り

も

の

I
、

概 

観

吾
妻
郡
六
合
村
入
山
で
は
、
人
々
は
古
く
か
ら
メ
ン
パ•

杓
子•

木
鉢
な
ど
の
木
工
細
工
を
生
業
と
し 

て
生
計
を
た
て
て
来
た
。
(

写
真1
)

そ
の
木
工
に
使
用
し
て
き
た
用
具
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
小
正
月
の 

ハ
ナ
作
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
道
具
は
主
に
セ
ン
と
ナ
タ
で
あ
る
が
、
メ
ン
パ
の
板
作
り
や
杓
子
作
り
に 

お
い
て
、
木
の
特
性
を
熟
知
し
た
人
々
で
な
け
れ
ば
製
作
で
き
な
い
独
特
の
ハ
ナ
と
な
っ
て
い
る
。

山
本
直
義
氏
は
、
明
治
四
十
四
年
、
六
合
村
入
山
の
世
立
に
生
れ
、
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
父
親(

山 

本
角
太
郎
氏)

の
メ
ン
パ
作
り
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
た
。
昭
和
八
年
に
養
子
に
入
っ
た
が
、
そ
の
頃
ハ 

チ
ヤ(

鉢
屋)

に
弟
子
入
り
し
て
、
木
鉢
作
り
を
修
得
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
、
六
合
村
の
メ 

ン
パ
と
ハ 

チ
作
り
を
伝
え
る
唯
一
の
伝
承
者
で
あ
る
。

山
本
氏
は
ハ
ナ
作
り
の
他
、
道
祖
神
や
案
山
子
神
の
木
像
を
同
様
に
し
て
削
り
、
顔
や
文
字
な
ど
を
書
い
て
仕
上
げ
て
い
る
。
「農
業
道
具
一
式•

職
工
道
具 

一
式•

其
他
諸
道
具
一
式
」
と
目
録
を
半
紙
に
書
き
、
釜
神
様
に
飾
る
が
、
農
具
な
ど
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
製
作
し
て
供
え
る
よ
ぅ
な
こ
と
は
み
ら
れ
な
い
。
ま 

た
、
マ
ユ
ダ
マ
の
材
料
と
し
て
は
、
コ
メ
と
ソ
バ
粉
と
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

マ
ユ
ミ
の
枝
に
二
種
類
の
マ
ユ
ダ
マ
が
さ
さ
れ
、
そ
こ
に
ハ
ナ
の
削
り
の
部
分 

を
掛
け
る
と
い
ぅ
独
特
な
美
し
さ
を
示
し
て
い
る
。

二
、
山

入

り

一
月
六
日
を
「
ム
イ
カ
ヤ
マ
」
と
い
い
、

「
ヤ
マ 

ハ
ジ
メ
」
を
意
味
す
る
。

「
山
入
り
」
は
、
正
月
の
二
つ
重
ね
の
御
供
え
モ
チ
を
焼
い
て
食
べ
て
か
ら
出
か
け
る
。
十
年
前
ま
で
、

ー
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
の
村
持
ち
の
山(

諏
訪 

の
下)

へ
行
っ
た
が
、
今
は
道
祖
神(

世
立
西
道
祖
神
、
天
保
三
年 <

 

一
八
三
二 >

)

の
近
く
の
木
を
用
い
て
い
る
。

写真1入山世立地区近景



木
を
切
る
時
は
、
オ
サ
ゴ
を
持
っ
て
行
き
、
カ
ツ
ボ
ク
の
回
り
に
ま
い
て
、
太
陽
に
向
か
っ
て(

東
の
朝
日
に
向
か
っ
て)

木
を
切
っ
た
。
ノ
コ
ギ
リ
を
使 

用
す
る
が
、
カ
ツ
ボ
ク
は
、
フ
シ
の
間
が
長
い
も
の
を
一
本
切
っ
て
来
る
。
十
二
日
、
十
七
日
は
「
木
が
は
ら
む
日
」
な
の
で
木
を
切
ら
な
い
。
(

昔
は
、
冬 

ご
も
り
の
時
な
ど
、
山
小
屋
で
十
二
山
神
の
木
片
を
作
り
、
ナ
ベ
の
フ
タ
の
上
に
御
飯
を
上
げ
た
。
最
後
に
は
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
。)

運
び
方
は
、
カ
ツ
ボ
ク
を
三
尺
位
の
長
さ
に
切
っ
て
、
シ
。
ィ

コ(

全
長
七
十
四.

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
上
幅
二
十
四•

ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
下
幅
三 

十•

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)
(

写
真2
)

な
ど
に
結
わ
ぇ
つ
け
て
背
負
っ
て
来
る
。
ダ
ン
ゴ
を
さ
す
ボ
ヤ(

マ
ィ
ダ
マ
木)

も
切
っ
て
運
ん
で
来
る
。
ヤ
マ
ッ

ク
ヮ
が
良
い
が
、
今
は
マ
ユ
ミ
の
木
が
多
い
。
し.
な
の
あ
る
木
が
選
ば
れ
る
。

切
っ
て
来
た
木
は
特
に
祀
っ
た
り
は
せ
ず
、
軒
下
へ
立
て
掛
け
て
お
い
た
り
し
た
。

三
、
木

の

種

類

ハ
ナ
や
木
像
を
作
る
木
に
は
、
ヌ
ル
デ(

カ
ッ
ボ
ク)

を
使
ぅ
。

マ
ユ
ダ
マ
を
さ
す
木
と
し
て
は
、
年
神
様•

仏
壇•

仕
事
場•

組
の
オ
ィ
ナ
リ
サ
ン
な
ど 

へ
、
マ
ユ
ミ
の
木
を
用
い
て
供
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
木
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
、
カ
ッ
ボ
ク
を
用
い
て
ハ
ィ
カ
キ
棒
や
フ 

ク
棒
な
ど
も
十
三
日
の
夜
に
作
っ
て
い
た
。

一
年
間
神
棚
に
一
緒
に
納
め
て
お
い
た
。

四
、
作
る
日•

場

所•

道
具

も
の 

つ
く
り
の
日
に
対
す
る
特
別
な
言
い
方
は
な
い
。
も
の 

つ
く
り
の
日
は
必
ず
十
三
日
に
行
っ
て
い
る
。

作
る
場
所
は
、
家
の
作
業
場
で
作
る
。
(

メ
ン
。ハ
作
り
の
作
業
場
が
あ
る)

道
具
に
は
、
ス
グ
セ
ン(

全
長
五
十
一 
•

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)
•

マ
ガ
リ
セ
ン(

全
長
四
十
四•

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)
(

写
真3
) 
•

ノ n  
(

切
る
、
 

全
長
六
十
七.

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
柄
三
十
五.

四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
幅
十
一.

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)
.

ナ
タ(

割
る
、
全
長
三
十
四•

ニ
セ
ン
チ 

メ
ー
ト
ル
、
柄
十
一.

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
幅
九•

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

を
用
い
る
。
セ
ン
は
新
潟
三
条
よ
り
と
り
よ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

台
に
は
ト
チ
の
木
の
ヶ
ズ
リ
ダ
ィ
を
用
い
る
。
(

径
三
十
六•

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
七•

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

写
真2
 

シ
ョ
イ
コ



道
祖
神(

ド
ゥ
ソ
ジ
ン)

は
、
顔
の
書
か
れ
た
男
女
二
体
を
一
組
と
し
て
作
ら
れ
る
が
、
道
祖
神
の
文
字 

を
縦
に
二
つ
並
べ
て
書
い
た
も
の
も
あ
る
。
案
々
子
神(

カ
カ
シ
ジ
ン)

は
、
文
字
の
書
か
れ
た
単
体
の
も 

の
の
み
で
あ
る
。

「
つ
く
り
も
の
」
を
置
い
て
お
く
所
は
、
そ
の
ま
ま
作
業
場
に
置
い
て
お
く
。

五
、
も
の
つ
く
り

ー
 

ハ
ナ
の
作
り
方

カ
ツ
ボ
ク
を
四
ツ
割
り
に
し
、
胸
当
て(

二
十
九•

八X

十
二.
o
x

十
七•

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

を 

し
て
台
と
の
間
で
お
さ
え
、
セ
ン
で
手
前
へ
引
く
よ
ぅ
に
上
に
向
け
て
削
っ
て
ハ
ナ
を
作
る
。
(

写
真4
)
 

削
っ
た
先
が
丸
く
な
る
よ
ぅ
に
仕
上
げ
る
が
、
左
右
に
削
ら
れ
た
ハ
ナ
は
、
十
〜
十
五
段
ほ
ど
に
な
っ
て 

い
る
。
下
部
は
内
側
か
ら
斜
め
に
底
部
に
向
か
っ
て
切
り
込
む
。
表
皮
は
全
体
に
取
り
去
ら
れ
て
い
る
。

(

写
真5
)

ニ
カ
ユ
カ
キ
棒
の
作
り
方

四
つ
割
り
に
し
た
先
端
に
薄
い
カ
ッ
ボ
ク
を
は
さ
む
。
 

四
力
所
に
セ
ン
を
用
い
て
削
り
を
入
れ
る
。
二
本
の
カ
ユ 

カ
キ
棒
は
ワ
ラ
縄
で
縛
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
作 

ら
れ
て
い
た
。
な
お
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
作
ら
な
い
。

三

ア

ワ

俵.

ヒH

俵
の
作
り
方

セ
ン
で
カ
ッ
ボ
ク
の
皮
を
む
い
た
も
の
を
ヒH

俵
、
皮 

を
む
か
な
い
も
の
を
フ
ク
俵
と
い
い
、
ア
ワ
俵
の
呼
称
は 

な
い
。
各
々
十
本
位
を
ワ
ラ
縄
で
二
か
所
結
わ
え
る
。
二 

束
作
る
が
、
文
字
は
書
か
な
い
。
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
作

写真3 スグセン.マガリセン

写真4 センでのハナ作り

写真5 削られたハナ



ら
れ
て
い
た
。

四
農
具
の
作
り
方

「
農
業
道
具
一
式
、
職
工
道
具
一
式
、
其
他
諸
道
具
一
式
」
と
目
録
を
半
紙
に
書
き
、
昭
和
二
十
年
頃 

ま
で
は
十
四
日
の
晩
に
カ
マ
ド
の
上(

カ
マ
ガ
ミ
サ
マ)

に
貼
つ
て
い
た
が
、
今
は
ダ
ィ
ド
コ
ロ
に
し
て 

い
る
。
農
具
の
ミ
ニ
チ
ユ
ア
は
作
ら
な
い
。
(

写
真6
)

五
道
祖
神
の
作
り
方

道
祖
神
は
、①

木
を
切
る
、②

切
れ
目
を
入
れ
る
、③

H

グ
リ
セ
ン
で
え
ぐ
る
、④

側
面
を
ス
グ
セ
ン 

で
こ
く
、⑤

二
体
を
接
合
さ
せ
る
部
分
を
こ
く
、
の
順
で
製
作
さ
れ
、
顔
と
文
字
と
が
入
れ
ら
れ
る
。
必 

ず
左
が
女
、
右
を
男
と
す
る
。
(

写
真7
)

六
案
山
子
神
の
作
り
方 

•  

セ
ン
で
丸
木
の
皮
を
む
い
て
、
筆
で
正
面
に
「
案
々
子
神
」
と
書
く
。
左
右
の
側
面
も
表
皮
を
と
り
、

平
ら
に
削
っ
て
い
る
。
道
祖
神
の
作
り
方
と
共
通
し
て
い
る
。

七
マ
ユ
ダ
マ
の
作
り
方

材
料
の
粉
に
は
、
以
前
は
自
家
製
の
ヒH  
•

ト
ゥ
モ
ロ 

コ
シ
、
今
は
コ
メ 
•

ソ
バ
の
粉
を
買
っ
て
き
て
用
い
て
い 

る
。
七
草
過
ぎ
に
石
臼
で
ダ
ン
ゴ
ビ
キ
を
し
、
十
三
日
の 

前
に
は
仕
上
げ
て
お
い
た
。
(

写
真8
)

マ
ユ
ミ.

ヤ
マ
ッ
ク
ワ
の
木
に
シ
ョ
ゥ
ギ
や
木
鉢
に
入 

れ
た
マ
ユ
ダ
マ
を
三
個
か
五
個
さ
す
。
蚕
が
当
た
る
よ
ぅ 

に
、
十
六
ダ
ン
ゴ
や
マ
ユ
の
形
の
も
の
を
作
っ
た
こ
と
も 

あ
っ
た
。
長
さ
ー 

メ
ー
ト
ル
位
の
木
に
二
十
〜
三
十
個
の

マ
ユ
ダ
マ
を
つ
け
て
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
以
前
は
ニ
メ

写真6 「奉納釜神様」と目録を半紙に書く 
道祖神•案々子神の木像もみえる

写真7 道祖神の顔の部分を墨で書く

写真8 コメ•ソバの粉のマユダマ飾りを作る



丨
ト
ル
ほ
ど
の
木
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヵ
マ
ド
で 

マ
ユ
ダ
マ
を
ぅ
で
る
の
に
、
前
の
年
の
フ
ク
俵
や 
ハ
ィ
ヵ 

キ
棒
を
燃
や
し
た
。

六
、
お
飾
り
か
え

飾
り
か
え
は
、

マ
ユ
ダ
マ
は
十
三
日
に
、

ハ
ナ•

道
祖
神.

案
々
子
神
は
、
十
四
日
の
朝
に
飾
り
つ
け
る
。
 

ー
 

ハ
ナ
の
供
え
方

神
棚•

年
神
棚•

仏
壇.

H

ビ
ス
様.

釜
神
様•

作
業
場
な
ど
の
家
の
中
を
は
じ
め
、
大
神
宮
ハ
大
天
狗)

・
 

諏
訪
神
社(

小
天
狗)
•

道
祖
神
な
ど
へ
は
立
て
掛
け
て
供
え
た
。
(

写
真9
)

家
の
中
で
は
、

マ
ユ
ダ
マ
飾
り
の
木
の
枝
に
ハ
ナ
の
削
り
の
部
分
を
掛
け
た
か
た
ち
で
供
え
て
い
る
。
 

(

写
真
10)

昭
和
二
十
年
頃
ま
で
あ
っ
た
柄
杓
の
置
か
れ
た
井
戸
や
堆
肥
舎
に
も
ハ
ナ
や
マ
ユ
ダ
マ
を
供
え 

て
い
た
。

二
道
祖
神
の
祀
り
方

道
祖
神
は
、
神
棚
に
祀
ら
れ
る
が
、
十
四
日
年
に
お
供
え
と
し
て
、
朝
、
白
紙
の
上
に
御
飯

を
上
げ
る
。

一
月
十
五
日
の
夜
七
時
頃
、
東
の
「
切
り
通
し
」
の
道
祖
神
の
そ
ば
で
ド
ン
ド
ン
焼
き
が
行 

わ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
道
祖
神
は
焼
か
れ
て
し
ま
ぅ
。

三
案
山
子
神
の
祀
り
方 

/(\ 案
々
子
神
は
、
道
祖
神
と
同
様
に
神
棚
に
祀
っ
た
あ
と
、
春
に
雪
が
と
け
て
か
ら
最
初
に
行 

っ
た
畑
の
隅
に
置
い
て
お
く
。

四

フ

ク

俵.

ヒ
エ
俵

フ
ク
俵•

ヒ
エ
俵
は
、

一
年
間
神
棚
に
納
め
て
お
き
、
翌
年
マ
ユ
ダ
マ
を
ぅ
で
る
の
に
、
こ 

の
フ
ク
俵
や
ハ
ィ
ヵ
キ
棒
な
ど
を
燃
や
し
た
。
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。

一
緒
に

写真9 道祖神へハナを供える

写
真
10
マ
ユ
ダ
マ
飾
り
に
掛
け
ら
れ
た
ハ
ナ



農
具
を
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

五
農
具
の
供
え
方

十
四
日
の
晩
ま
で
に
、
釜
神
様
へ
半
紙
に
書
い
た
目
録
を
供
え
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
年
頃
ま
で
カ
マ
ド
の
上
に
貼
っ
て
い
た
が
、
今
は
ダ
ィ
ド
コ
ロ
に
貼 

っ
て
い
る
。
農
具
の
「
つ
く
り
も
のJ

を
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

六
マ
ユ
ダ
マ
の
飾
り
方•

供
え
方

年
神
様
や
神
棚
へ
は
、

コ
メ.

ソ
バ
の
粉
で
作
っ
た
二
種
類
の
マ
ユ
ダ
マ
を
三
個
か
五
個
木
に
さ
し
た
も
の
を
一
本
供
え
る
。

し
な
が
あ
る
ヤ
マ
ッ
ク
ヮ
の
木
が
よ
い
が
、
ミ
ズ
ブ
サ
も
用
い
ら
れ
る〇

七
、
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

十
四
日
年
は
、
百
姓
の
年
と
り
と
も
言
わ
れ
、
こ
の
日
に
飾
り
つ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ー
 

ド
ン
ド
ン
焼
き
と
「
つ
く
り
も
のJ

十
五
日
の
夜
行
わ
れ
る
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
際
、
道
祖
神
は
焼
か
れ
て
し
ま
う
が
、
案
々
子
神
の
方
は
そ
の
ま
ま
神
棚
に
祀
ら
れ
る
。

n

そ

の

他

蛇.

ム
カ
デ
除
け
に
は
、
ウ
デ
ミ
ズ
を
蛇
が
来
な
い
よ
う
に
と
、

マ
ユ
ダ
マ
を
う
で
た
汁
を
庭
先
へ
ま
い
た
こ
と
が
あ
る
。
二
十
年
位
前
ま
で
の
こ
と
で
あ 

る
〇

マ
ユ
カ
キ(

マ
ユ
ダ
マ
を
取
る)

は
、
二
十
日
正
月
に
マ
ユ
ダ
マ
を
ザ
ル
に
抜
き
取
り
ふ
か
し
て
食
べ
る
が
、
ボ
ヤ
は
必
ず
燃
や
す
。
焦
が
し
て
、
サ
ト
ウ 

ジ
ョ
ウ
ユ
で
食
べ
た
り
も
す
る
。

小
正
月
の
飾
り
も
の•

供
え
も
の
の
片
づ
け
は
、
二
十
日
に
下
げ
る
が
、

ハ
ナ
は
一
年
後
、
マ
ユ
ダ
マ
を
う
で
る
時
な
ど
に
く
べ
る
。

(

神

宮

善

彦
)



中

沢

一

孝

家

の

つ

く

り

も

の

I
、

概 

観

荷
付
場
地
区
に
お
い
て
も
木
工
細
工
に
用
い
て
い
た
セ
ン
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
、

ハ
ナ
作
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
各
家
に
は
各
々
木
工
の
用
具
が
残
さ
れ 

て
い
る
。
荷
付
場
の
七
軒
は
協
同
で
山
に
入
り
、

「
つ
く
り
も
の
」
を
製
作
す
る
た
め
の
木
を
切
り
、
そ
れ
を
作
る
家
に
置
い
て
お
い
た
。
カ
ド
マ
ツ(

カ
ド 

マ
ツ
は
、
十
五
日
の
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
日
の
朝
は
ず
す)

に
マ
ユ
ダ
マ
飾
り
と
ハ
ナ
と
が
つ
け
ら
れ
、
は
な
や
か
さ
を
み
せ
て
い
る
。
堆
肥
場
に
飾
る
タ
イ
ヒ 

ノ
ハ
ナ
は
、
三
方
か
ら
セ
ン
に
よ
っ
て
ハ
ナ
が
削
ら
れ
て
い
る
独
特
な
も
の
で
あ
る
。

コ
メ
俵•

ヒ
エ
俵
に
は
、

「
奉

納

一

、
五

穀

豊

穣,
一
、
農
機
具
一
式
」
と
書
か
れ
た
半
紙
が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

マ
ユ
ダ
マ
で
は
、
ク
ヮ
の 

木
を
大
黒
柱(

オ
カ
イ
コ
ガ
ミ
サ
マ)

に
縛
り
つ
け
、
宝
珠
の
玉
を
形
ど
っ
た
も
の
に
特
色
が
出
さ
れ
て
い
る
。

二
、
山

入

り

大
正
月
が
明
け
て
大
安
の
良
い
日
に
木
を
切
る
。
八
日
や
十
二
日(

十
ニ
サ
ン)

は
、
人
に
よ
っ
て
は
木
が
子
を
産
む
と
い
っ
て
木
を
切
ら
な
い
。
た
だ
、
 

十
一
日
に
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
十
二
日
で
も
大
丈
夫
と
い
う
。

荷
付
場
の
七
軒
が
協
同
で
山
に
入
る
。

朝
八
時
頃
か
ら
出
掛
け
る
が
、
そ
の
時
に
お
供
え
の
モ
チ
を
一
、
二
個
食
べ
る
。

コ
メ
を
半
紙
に
包
ん
だ
も
の(

オ
サ
ゴ)

を
木
に
紐
で
結
わ
え
、
安
全 

を
祈
る
。
特
に
決
め
ら
れ
た
山
は
な
い
が
、
今
年
は
湯
の
平
の
前
の
足
倉
山
方
面
へ
ト
ラ
ッ
ク
で
出
掛
け
て
い
る
。

木
を
切
る
時
は
、
ア
キ
の
方(

恵
方)

を
ふ
さ
い
で
は
い
け
な
い
と
さ
れ
、
そ
の
方
向
に
は
木
を
倒
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ノ
コ
ギ
リ•

ナ
タ
を
用
い
て
、
 

十
〜
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
太
さ
の
カ
ツ
ボ
ク(

ヌ
ル
デ)

を
荷
付
場
の
七
軒
分
切
っ
て
来
る
。

運
び
方
は
、
以
前
は
ロ
ー
プ
で
木
の
元
と
先
と
を
束
ね
て
近
く
か
ら
担
い
で
き
た
。
昭
和
四
十
二
、
三
年
頃
ま
で
は
耕
運
機
な
ど
で
乗
せ
て
来
た
。
 

運
ん
で
来
た
木
は
、
特
に
家
で
祀
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
が
、
荷
付
場
七
軒
の
う
ち
の
「
つ
く
り
も
の
」
を
作
る
家
に
置
か
れ
た
。
六
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
 

木
を
切
っ
て
来
た
場
所
に
よ
っ
て
、
上
の
山
合
い
の
木
を
用
い
た
場
合
は
中
沢
一
孝
氏
宅
、
下
の
川
に
近
い
と
っ
つ
き
の
う
ち
の
方
の
木
を
用
い
た
場
合
は
中 

沢
武
雄
氏
宅
と
な
っ
て
い
た
。
今
は
回
り
番
で
サ
イ
ク
バ
シ
ョ
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
庭
へ
持
っ
て
行
き
、
そ
の
日
の
う
ち
に
作
っ
て
い
る
。
(

写
真
11)



三
、 
木

の

種

類

ハ
ナ
や
木
像
、

「
つ
く
り
も
の
」
に
使
う
木
と
し
て
、
ヵ
ツ
ボ
ク(

ヌ
ル
デ)

が
用
い
ら
れ
る
。

一
方
、
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
す
木
と
し
て
は
、
年
神
様•

ザ
シ
キ.

ヵ
マ
ガ
ミ
サ
マ•

便
所

•  

土
蔵•

村
の
鎮 

守

様(

子
安
大
明
神)

な
ど
に
は
、
ヤ
マ
ッ
ク
ヮ
の
木
が
用
い
ら
れ
る
。
ミ
ズ
ブ
サ(

ミ
ズ
キ)

を
使
う
人 

も
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
木
は
な
い
。

四
、 
作
る
日•

場

所•

道
具

も
の 

つ
く
り
の
日
は
「
農
の
日
」
と
呼
ん
で
い
る
。

「
ノ
オ
ス
ベ 

エ
」
な
ど
と
言
っ
て
も
の 

つ
く
り
を
す 

る
と
い
う
。

十
二
日
で
仕
事
始
め
に
す
る
人
も
い
る
。
(

梨
木)

作
る
場
所
は
、
各
家
で
木
を
分
け
て
持
っ
て
行
き
、
庭
で
作
る
。

道
具
に
は
、
セ
ン(

全
長
四
十
七•

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
二
十
三•

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)
•

ナ
タ

(

全
長
三
十
三•

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
十
六•

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)
•

ノ
コ(

全
長
四
十
八•

六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃
三
十
八•

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト 

ル)
•

ム
ネ
ア
テ(

二
十
九•

六X

九•

六X

七•

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

な
ど
を
使
用
す
る
。

台
に
使
う
も
の
は
、
セ
ン
の
支
え
と
し
て
、
木
の
台
を
用
い
た
。

作
っ
た
も
の
は
特
に
何
か
に
入
れ
る
と
い
う
の
で
も
な
く
、H
ン
ガ
ヮ
や
家
の
中
に
置
い
て
お
く
く
ら
い
で
あ
る
。

五
、
も
の
つ
く
り

ー
 

ハ
ナ
の
作
り
方

カ
ツ
ボ
ク
の
表
皮
は
、

ハ
ナ
の
下
部
の
み
残
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
取
り
去
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ナ
は
世
立
の
山
本
直
義
氏
製
作
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
が
、
比
較
的
大
き
い
。
割
っ
た
カ
ツ
ボ
ク
を
胸
当
て
を
し
て
台
と
の
間
で
お
さ
え
、
セ
ン
で
手
前 

へ
引
く
よ
う
に
上
に
向
け
て
削
っ
て
ハ
ナ
を
作
る
。

写真11小正月の準備



ニ
カ
ユ
カ
キ
棒
の
作
り
方

ナ
タ
を
用
い
、
先
端
は
十
文
字
の
四
つ
割
り
、
頭
部
は
四
角
に
切
り
込
ん
で
い
る
。
二
本
を
ワ
ラ
縄
で
縛 

る
。
削
り
は
つ
け
な
い
。
全
長
三
十
六•

ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
径
三•

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
な
お
、

ハ
 

ラ
ミ
バ
シ
は
作
ら
な
い
。

三

ア

ワ

俵•

ヒH

俵
の
作
り
方

カ
ツ
ボ
ク
の
皮
を
む
い
た
も
の
を
コ
メ
俵•

皮
を
む
か
な
い
ま
ま
の
も
の
を
ヒ
エ
俵
と
呼
ん
で
お
り
、
ア 

ワ
俵
は
み
ら
れ
な
い
。
十
二
本
ず
つ
を
各
々
ワ
ラ
縄
で
三
か
所
縛
り
、
そ
の
二
つ
を
つ
な
げ
る
。(

写
真
12) 

中
に
「
五
穀
豊
穣 

農
機
具
一
式
」
と
書
か
れ
た
半
紙(

写
真
13)

を
折
っ
て
は
さ
み
込
む
。
十
四
日
午
前 

中
に
飾
り
つ
け
る
。
長
さ
三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
、
直
径
三/

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
な
ど
木
の
大
き 

さ
は
特
に
揃
ぇ
ら
れ
て
は
い
な
い
。

四

ァ

ー

ボ.

ヒ
ー
ボ
の
作
り
方

こ
こ
で
は
、
ァ
ー
ボ•

ヒ
ー
ボ
と
同
様
の
用
い
ら
れ
方
を

す
る
「
堆
肥
の
ハ
ナ
」
は
、
庭
先
で
作
ら
れ
る 

が
、
胸
当
て
を
し
、
地
面
と
の
間
で
ー 

メ
ー
ト 

ル
ほ
ど
に
切
っ
た
カ
ツ
ボ
ク(

直
径
二•

五
セ 

ン
チ
メ
ー
ト
ル)

を
お
さ
え
る
。
立
っ
た
ま
ま
、
 

や
や
前
屈
み
の
姿
勢
で
セ
ン
を
用
い
て
手
前
の 

方
へ
削
っ
て
先
端
部
に
ハ
ナ
を
作
る
。
三
方
か 

ら
の
削
り
を
つ
け
る
の
が
特
色
と
い
え
る
。
元 

の
部
分
は
切
り
込
ん
で
い
る
。
(

写
真
14)

五
カ
タ
ナ
の
作
り
方

カ
タ
ナ
は
持
つ
所
を
除
い
て
、
ナ
タ
で
カ
ツ

写真12コメ俵•ヒヱ俵

写真13半紙に書かれた目録

写
真
14
堆
肥
の
ハ
ナ
を
セ
ン
で
削
る



ボ
ク
の
皮
を
む
く
。
木
の
芯
が
や
わ
ら
か
い
の
で
、
輪
切
り
の
様
に
し
て
小
刀
で
穴
を
あ
け
、
ツ
バ
の
部
分
を
作
る
。
全
長
六
十
五•

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
 

径
二•

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
ツ
バ
径
七•

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
一.

五
〜
二•

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〇

ま
た
、
ツ
バ
の
な
い
カ
ツ
ボ
ク
の
皮
を
全
部
む
い
た
も
の
は
、
オ
ニ
ウ
チ
ボ
ウ
と
呼
ば
れ
、
オ
ク
ノ
ザ
シ
キ.

床
の
間
に
一
年
間
供
え
ら
れ
る
。

六
農
具
の
内
容
と
作
り
方

「
奉

納

一

、
五

穀

豊

穰

一

、
農
機
具
一
式
」
と
書
か
れ
た
半
紙
を
前
述
の
コ
メ
俵.

ヒH

俵
に
は
さ
み
込
む
。
具
体
的
な
農
具
の
ミ
ニ
チ
ユ
ア
の
製
作 

は
み
ら
れ
な
い
。
縦
二
十
四•

ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト.
ル
、
横
三
十
三•

ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

七
道
祖
神
の
作
り
方

ド
ウP

ク
ジ
ン
と
呼
ば
れ
る
男
女
二
体
を
一
組
と
し
て
作
ら
れ
る
。
小
刀
で
顔
の
部
分
の
み
カ
ツ
ボ
ク
の
皮
を
取
り
去
る
。
十
五
日
の
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
夜 

ま
で
に
顔
を
入
れ
る
が
、
組
の
分
ま
で
作
る
。
高
さ
十
七.

ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
六•

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

な
お
、
案
山
子
神
は
作
ら
な
い
が
、
同
じ
入
山
地
区
世
立
で
作
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

八
マ
ユ
ダ
マ
の
作
り
方

材
料
の
粉
に
は
コ
メ
の
粉
を
六
、
七
キP

グ
ラ
ム
買
っ
て
来
て
使
っ
て
い
る
が
、
昭
和
四
十
四
年
頃
ま
で
は
、

ヒ
ヱ.

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ.

ソ
バ
な
ど
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。

十
三
日
の
午
後
作
り
、
十
四
日
の
朝
早
く
ゆ
で
る
が
、
ヵ
マ
ド
で
ゆ
で
る
と
マ
ユ
ダ
マ
が 

う
き
上
が
っ
て
来
る
と
い
う
。
十
六
ダ
ン
ゴ
を
先
に
す
る
が
、
ク
ヮ
の
木
を
大
黒
柱(

オ
ヵ 

ィn

ガ
ミ
サ
マ)

に
縛
り
つ
け
、
宝
珠
の
玉
に
十
六
個
作
っ
て
飾
っ
た
り
も
す
る
。(

写
真
15) 

コ
ネ
バ
チ
に
あ
げ
て
、
粉
を
ふ
っ
て
う
つ
す
。

六
、
お
飾
り
か
え

飾
り
か
え
は
、

マ
ユ
ダ
マ
も
含
め
十
四
日
に
あ
わ
せ
て
飾
り
か
え
を
行
う
。

ー
 

ハ
ナ
の
供
え
方

神
棚•

年
神
棚•

ヤ
シ
キ
ィ
ナ
リ
な
ど
へ
二
つ
供
え
る
ほ
か
、
仏
壇• H

ビ
ス
様•

釜
神

写
真
15
大
黒
柱
に
付
け
ら
れ
た
宝
珠
の

玉
の
マ
ユ
ダ
マ
飾
り
と
ハ
ナ



様
•

便
所
神•

土
蔵•

井
戸
神(

昭
和
四
十
年
頃
ま
で
シ
キ
ミ
ズ
を
し
た
ハ
コ
ィ
ド
が
あ
っ
た)
•

道
祖
神 

オ
シ
ラ
様•

観
音
堂
な
ど
へ
、

マ
ユ
ダ
マ
飾
り
と
と
も
に
ハ
ナ
が
供
え
ら
れ
た
。
(

写
真
16)

ま
た
、
門
ロ 

に
は
ヮ
ラ
で
で
き
た
ヤ
セ
ッ
ボ
と
ハ
ナ(

写
真
17)

が
、
堆

肥

舎(

コ
エ
ヤ)

に
は
、
堆
肥
の
ハ
ナ
と
マ
ユ

ダ
マ
と
が
供
え
ら
れ
る
。
(

写
真
18)

二
道
祖
神
の
祀
り
方

荷
付
場
で
は
、
十
五
日
の
夜
の
ド
ン
ド
ン 

焼
き
の
時
、
燃
や
さ
な
い
でH

ビ
ス
様
の
夕 

ナ
に
置
い
て
祀
る
。
火
事
が
好
き
で
、
家
に 

何
晩
も
と
め
て
は
い
け
な
い
と
も
い
ぅ
。
十 

四
日
の
夜
、
顔
を
入
れ
、
十
五
日
の
朝
、
茶 

碗
に
御
飯
と
オ
ミ
キ
を
供
え
る
。

そ
の
後
、
夕
食
を
供
え
て
ド
ン
ド
ン
焼
き 

に
出
掛
け
る
時
に
、
道

祖

神(

荷
付
場
道
祖

神
、
天
保
十
四
年 <

 

一
九
八
四
年
建
立 >

)

の
所
へ
飾
っ
て
納
め
る
。

三

ア

ヮ

俵
•

ヒ
エ
俵

コ
メ
俵•

ヒ
エ
俵
は
、
神
棚
の
上
に
あ
た
る
二
階
の
一
段
高
く
な
っ
た
所
へ
供
え
た
。
そ
の
場
所
を
歩 

い
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
た
。

一
年
間
置
い
て
お
き
、
翌
年
の
マ
ユ
ダ
マ
を
W)
で
る
時
に
マ
キ
に
し
て
い 

る
〇四 

ア1

ボ•

ヒ
ー
ボ

牛
小
屋
の
前
の
堆
肥
場
に
堆
肥
の
ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
飾
り
と
を
立
て
る
。
そ
の
際
、
堆
肥
を
牛
小
屋
か 

ら
出
し
て
ツ
ミ
ゴ
ヱ
を
す
る
。

ア
ー
ボ•

ヒ
ー
ボ
の
行
事
の
話
は
特
に
な
い
。

写真16道祖神にハナとマユダマ飾りを供える
写真17カドマッに付けられた

ヤセツボ・ハナ・マユダマ飾り

写
真
18
堆
肥
の
ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
飾
り
を
立
て
る



五 

マ
ユ
ダ
マ
の
飾
り
方•

供
え
方

年
神
様
や
神
棚
へ
は
五
個
ほ
ど
供
え
る
が
、
お
勝
手•

座

敷
(

天
井
か
ら)
.

仏
壇
の
前

に
は
、
特
に
大
き
な
飾
り
が
供
え
ら
れ
る
。
(

写
真
19)

七
、
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

ー
 

ド
ン
ド
ン
焼
き
と
「
つ
く
り
も
の
」

十
五
日
の
晩
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
け
む
り
に
ま
か
れ
る
と
よ
く
な
い
と
も
言
わ
れ
、
村
は 

ず
れ
の
扇
平
で
ド
ン
ド
ン
焼
き
を
行
ぅ
。
カ
タ
ナ
を
作
り
、
子
供
た
ち
が
火
を
た
た
い
た
後 

は
、
焼
い
て
し
ま
っ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
と
し
て
い
た
。

マ
ユ
ダ
マ
を
持
っ
て
行
き
、
そ
れ
を 

焼
い
て
食
べ
る
と
カ
ゼ
を
ひ
か
な
い
と
言
わ
れ
た
。

二 

十
五
日
粥(

小
豆
粥)

と

「
つ
く
り
も
の
」

十
五
日
の
朝
、
オ
カ
ユ
を
炊
く
。
カ
ユ
カ
キ
棒
で
か
き
回
す
と
先
の
四
つ
割
り
の
所
に
御 

飯
が
つ
く
。
そ
れ
を
年
神
様
に
上
げ
て
お
く
。
(

写
真
20)

唱
え
こ
と
ば
は
特
に
な
い
。

オ
カ
ユ
を
供
え
る
時
は
、
座
敷
で
清
め
る
が
、
後
に
は
脇
に
よ
せ
て
お
き
、
翌
年
マ
ユ
ダ 

マ
を
ゆ
で
る
時
に
使
ぅ
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
な
い
。

(H)
そ

の

他

成
り
木
責
め
は
、
柿
の
木
の
所
に
、

「
柿
が
な
れ
な
れ
」
と
言
い
な
が
ら
木
の
回
り
に
マ 

ユ
ダ
マ
の
ゥ
デ
ュ
を
ま
い
た
。

蛇
.

ム
ヵ
デ
除
け
に
は
、

マ
ユ
ダ
マ
の
ゥ
デ
ュ
を
手
や
杓
子
で
か
き
出
す
。
家
の
ひ
と
回
り
を
、

「
タ
ン
チ
、
タ
ン
チ
」
と
言
い
な
が
ら
ま
い
た
り
し
た
。
 

マ
ユ
ヵ
キ(

マ
ユ
ダ
マ
を
取
る)

は
、
二
十
日
正
月
の
朝
、

マ
ユ
ダ
マ
を
下
げ
て
来
る
。

小
正
月
の
供
ぇ
も
の
や
飾
り
も
の
の
片
づ
け
は
、
二
十
日
正
月
の
朝
片
づ
け
を
す
る
が
、
細
か
く
切
っ
て
ボ
ヤ
に
し
た
り
す
る
。
燃
料
の
一
部
と
し
て
処
分
さ
れ
る
。

(

神

宮

善

彦

)

写
真
19
仏
壇
前
の
ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
飾
り

写
真
20
ハ
ナ
と
カ
ユ
カ
キ
棒



滝

沢

正

男

家

の

つ

く

り

も

の

I
、
概 

観

滝
沢
家
は
、
吾
妻
郡
の
西
部
、
孀
恋
村
で
も
国
道
か
ら
万
座
川
に
沿
つ
て
北
へ
入
つ
た
山
間
に
位
置
し
、
 

山
村
と
畑
作
中
心
の
門
貝
入
口
に
位
置
す
る
。
滝
沢
正
男
氏
は
農
業
中
心
で
、
冬
季
炭
焼
き
も
し
て
い
た
が
、
 

二
十
年
ほ
ど
前
、
孀
恋
村
農
協
に
勤
務
し
て
か
ら
兼
業
農
家
と
な
り
、
そ
れ
以
来
「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」 

を
せ
ず
、
せ
い
ぜ
い
マ
ユ
ダ
マ
程
度
の
こ
と
で
済
ま
せ
て
い
た
が
、
今
回
の
調
査
に
か
つ
て
や
つ
て
い
た
も 

の
を
再
び
作
つ
て
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
こ
で
は
、

ハ
ナ
や
ホ
ダ
レ
は
な
く
、
道
祖
神
、
ア 

ヮ
俵•

ヒ
エ
俵
、
農
具
、
ヵ
ン
ジ
ン
棒
な
ど
の
「
つ
く
り
も
の
」
と
マ 

ユ
ダ
マ
で
な
り
、
材
料
の
木
も
ヌ
ル 

デ
ン
ボ
ゥ(

ヌ
ル
デ)

と
マ 

ユ
ダ
マ
木
の
ヤ
ナ
ギ(

ハ
 

ナ
木
と
呼
ぶ
ミ
ズ
キ
も
使
ぅ)

程
度
で
、
特
色
が
あ 

る
と
言
え
よ
ぅ
。

二
、 
山

入

り

昔
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ろ
う
が
、
特
別
の
こ
と
は
な
く
、
都
合
の
よ
い
日
に
何
も
持
た
ず
、
方
角
も
供
え
も
の
も
か
ま
わ
ず
に
入
っ
て
、
必
要
な
木
を
切
っ 

て
来
る
。
(

写
真
21) 

炭
焼
き
を
し
て
い
た
頃
は
、
炭
の
原
木
を
切
り
な
が
ら
良
い
木
を
見
つ
け
て
、
背
負
っ
て
来
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
元
日
に
十
二 

様
に
モ
チ
を
十
ニ
キ
レ
上
げ
て
一
年
の
無
事
を
拝
む
こ
と
は
し
て
い
る
。

切
る
木
は
ヌ
ル
デ(

ッ
ク
リ
モ
ノ
用)
.

ヤ
ナ
ギ(

マ
ユ
ダ
マ
木)

で
、

ヌ
ル
デ
は
切
り
倒
し
て
枝
を
落
と
し
、
長
い
ま
ま
で
担
い
で
帰
り
、
家
の
裏
に
立 

て
か
け
て
お
き
、
使
う
時
に
適
当
な
長
さ
に
切
っ
て
家
の
中
へ
入
れ
る
。
塩
と
か
供
え
も
の
は
し
な
い
。

ハ
ナ
は
作
ら
な
い
か
ら
ハ
ナ
木
と
い
う
の
は
切
っ
て 

来
な
い
。

マ
ユ
ダ
マ
木
も
近
所
の
家
で
は
ミ
ズ
ブ
サ(

ミ
ズ
キ)

を
使
う
が
、
滝
沢
家
で
は
ヤ
ナ
ギ(

ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
で
は
な
い)

を
使
う
。

三
、 
も
の
つ
く
り

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
は
、
十
三
日
の
晩
に
作
っ
て
十
四
日
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
特
に
呼
び
名
は
知
ら
な
い
。
普
通
、
ィ
ロ
リ

写真21



の
ま
わ
り
で
作
業
す
る
。
農
具
な
ど
を
作
る
時
、
焼
火
箸
を
使
う
都
合
も
あ
る
。
道
具
は
、
ノ n

ギ
リ
と
ナ
タ(

ホ
ィ
付
き
の
土
佐
ナ
タ)

で
、
太
い
株
の
方 

を
台
に
し
て
作
業
す
る
。
作
っ
た
も
の
は
箕
の
中
に
入
れ
て
お
き
、
作
り
上
が
る
と
各
々
の
場
に
上
げ
る
。
(

写
真
22)

ー
 

ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
の
作
り
方

一
組
二
本
作
る
。
皮
を
む
き
、
下
を
杭
状
に
削
り
、
上
部
は
四
ッ
割
り
に
す
る
。
(

写
真
23)

特
に
ヶ
ズ
リ
は
入
れ
な
い
。
神
棚
に
上
げ
て
お
く
。

ニ
ハ
ラ
ミ
バ
シ
の
作
り
方

二

膳(

四
本)

作
る
。
箸
八
寸
の
長
さ
に
な
る
よ
う
に(

少
し
長
め)

ヌ
ル
デ
を
切
り
、
そ
れ
を
二
つ
割
り
に
し
て
削
り
込
む
。
丸
く
て
太
い
も
の
で
、
神 

箸
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
荒
削
り
で
細
く
し
な
い
。
道
祖
神
の
お
膳
に
つ
け
る
分
だ
け
で
あ
る
。
(

写
真
24)

三

ア

ヮ

俵
•

ヒ
ヱ
俵
の
作
り
方

尺
二
寸(

三
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

ほ
ど
の
長
さ
に
ヌ
ル
デ
を
切
っ
た
も
の
十
二
本(

閏
年
は
十
三
本)

を
用
意
し
、
う
ち
六
本(

閏
年
は
七
本)

は
て
い 

ね
い
に
皮
を
む
い
て
コ
メ
俵
分
と
し
、
他
の
六
本
は
コ
メ
以
外
の
穀
物
と
い
う
こ
と
で
、
各
々
三
か
所
を
ヮ
ラ
縄
で
し
ば
り
、
縄
の
両
端
を
長
く
の
ば
し
て
な
い
合

写真22

写真23

写真24上はカユカキ棒下がハラミバシ



わ
せ
、
二
つ
の
俵
を
合
わ
せ
て
吊
る
せ
る
ょ
う
に
し
て
結
び
つ
け
る
。(

写
真
25) 

コ
メ 

以
外
の
雑
穀
の
方
は
ヒH

と
も
言
う
が
流
動
的
な
ょ
う
で
あ
る
。

四
農
具
の
作
り
方

エ
ン
ガ•

テ
ン
ガ
は
、

ヌ
ル
デ
を
半
分
に
割
り
、
さ
ら
に
各
々
の
長
さ
に
割
っ
て
皮 

を
と
っ
て
か
ら
、
長
い
ヌ
ル
デ
で
柄
の
太
い
も
の
を
作
り
、
焼
火
箸
で
穴
を
あ
け
た
と 

こ
ろ
へ
突
き
さ
し
て
仕
上
げ
る
が
、

エ
ン
ガ•

テ
ン
ガ
と
も
に
柄
の
つ
け
方
が
違
う
だ 

け
で
、
同
じ
大
き
さ
で
も
か
ま
わ
な
い
。
(

写
真
26)

五
杵
の
作
り
方

ヌ
ル
デ
を
適
当
な
長
さ
に
輪
切
り
に
し
、
皮
を
む
い
た
も
の
に
焼
火
箸
で
穴
を
あ
け
、
 

別
に
作
っ
た
柄
を
さ
し
て
作
る
。
四
本
がI

組
で
あ
る
。
し
か
し
、
臼
は
作
ら
な
い
。

写真25

写真26

写真27

写真28



六
道
祖
神
の
作
り
方

男
女
一
組
作
る
。
長
さ
を
決
め
て
輪
切
り
に
し
た
ヌ
ル
デ
に
、

ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
込
み
を〇

け
(

必
ず
根 

元
が
下
に
な
る
よ
ぅ
に
す
る)

、
ナ
タ
で
胸
の
部
分
を
削
り
込
み
、
そ
の
後
皮
を
む
く
。
(

写
真
27)

切
り 

込
み
は
、
他
地
域
の
も
の
が
直
角
に
な
る
の
と
違
っ
て
鋭
角
に
切
り
込
む
。
削
り
き
る
と
顔
を
描
く
が(

写 

真
28)

、
男
は
強
く
、
女
は
や
さ
し
く
描
き
、
裏
に
年
月
日•

氏
名
を
書
く
。
胸
に
は
男•

女
と
書
く
。(

写 

真
29)七

カ
ン
ジ
ン
棒
の
作
り
方

ヌ
ル
デ
の
長
い
も
の
二
尺
五
寸
か
ら
三
尺
程
度(

七
十
五
〜
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

の
も
の
を
皮
を
む 

き
、
元
の
方
に
ミ
ゾ
を
掘
り
、
む
い
た
皮
を
螺
線
状
に
卷
き
つ
け
、
松
の
ヒ
デ
に
火
を
つ
け
て
全
体
を
い
ぶ 

し
た
あ
と
皮
を
は
ぐ
と
ま
だ
ら
模
様
が
で
き
る
。
こ
れ
の
ミ
ゾ
の
部
分
に
村
中
か
ら
集
め
た
お
松
の
オ
シ
メ 

の
紙
を
卷
き
つ
け
、
カ
ン
ジ
ン
棒
と
す
る
。
(

写
真
30)

八
マ
ユ
ダ
マ
の
作
り
方

サ

ク(

作)

ノ
ハ
ナ
と
言
っ
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
作 

る
。
(

写
真
31)

遅
れ
る
と
実
際
の
農
業
が
遅
れ
る
と
い 

う
。

n  

メ
の
粉
、
ソ
バ•

ア
ヮ•

ヒ 

ヱ 

の
粉
な
ど
、
各
種 

た
く
さ
ん
作
っ
た
。
昔
は
十
三
日
の
夜
作
っ
た
が
、
近
年 

は
少
し
し
か
作
ら
な
い
の
で
十
四
日
に
作
っ
て
お
飾
り
す 

る
の
が
普
通
に
な
っ
た
。
普
通
の
マ
ユ
ダ
マ
は
丸
く
作
る 

が
、
オ
シ
ラ
様
の
マ
ユ
ダ
マ
は
マ
ユ
形
に
三
十
二
個
作
り
、
 

ヵ

ゴ(

ザ
ル)

の
中
に
ヮ
ラ
で
コ
ス(

マ
ブ
シ)

を
折
っ 

て
入
れ
て
、
そ
の
中
に
マ
ユ
ダ
マ
を
入
れ
、
ち
ょ
う
ど
マ 

ブ
シ
に
マ
ユ
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
し
て
作
っ
た
が
、
現

写真29

写真30

写真31



在
は
そ
ん
な
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
。
色
は
白
だ
け
で
な
く
、
赤
•

青
に
染
め
た
り
す
る
。

四
、 
お
飾
り
か
え

全
て
十
四
日
の
お
年
と
り
に
間
に
合
う
よ
う
に
す
る
。

マ
ユ
ダ
マ
は
、
年
神
棚•

仏

様•

ヱ
ビ
ス*

釜
神•

床
の
間•

便
所•

玄
関•

十
二
様•

墓
地•

観 

音

堂(

水
道
の
な
か
っ
た
頃
は
共
同
の
井
戸)

な
ど
へ
供
え
る
。
小
枝
に
三
個(

赤
一
個
、
白
二
個)

さ
し
た
も
の
を
原
則
と
す
る
。

ア
ワ
俵.

ヒ
ヱ
俵
は
、
台
所
の
隅
の
梁
に
吊
す
。H

ン
ガ•

テ
ン
ガ
を
さ
し
て
飾
る
が
、
釜
神
様
に
上
げ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

道
祖
神
は
十
三
日
に
作
る
と
床
の
間
に
飾
り
、
十
四
日
の
夜
、
膳
立
て
を
し
て
ハ
ラ
ミ
バ
シ
を
つ
け
た
も
の
を
供
え
、
十
五
日
の
晩
の
オ
ン
ボ
ヤ(

ド
ン
ド 

ン
焼
き)

に
持
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

五
、 
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

ー
 

オ
ン
ボ
ヤ

子
供
た
ち
は
カ
ン
ジ
ン
棒
を
持
っ
て
村
中
を
ま
わ
り
、
家
々
か
ら
カ
ン
ジ
ン(

寄
附)

を
も
ら
っ
て
来
る
。
昔
は
マ
ユ
ダ
マ
と
か
米•

金
を
も
ら
っ
た
が
、
 

今
は
金
に
な
っ
て
い
る
。
お
松
は
積
み
上
げ
て
燃
す
も
の
で
、
小
屋
は
作
ら
な
い
。
世
話
人
の
よ
う
な
人
た
ち
が
出
て
、
子
供
が
集
め
た
お
松
を(

十
五
日
の 

早
朝
お
松
外
し
を
す
る)

、

モ
ミ
の
木
を
柱
に
し
て
積
み
上
げ
る
。
す
ぐ
近
く
に
鍋
を
か
け
、
オ
ン
ボ
ヤ
の
飯
を
煮
る
。
こ
の
時
、
村
人
が
持
参
し
た
道
祖
神 

を
鍋
の
外
側
に
掛
け
て
火
を
燃
す
。
そ
し
て
焦
げ
て
下
に
落
ち
る
と
次
の
道
祖
神
を
掛
け
、
次
々
に
燃
す
。
飯
は
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
オ
ニ
ギ
リ
に
し
て
与
え 

る
。
昔
は
ヤ
サ
ッ
ボ(

ヤ
セ
ッ
ボ
と
も
い
う
ワ
ラ
ワ
ン)

を
持
っ
て
も
ら
い
に
来
て
家
族
で
食
べ
た
。

二
十
五
日
粥

小
豆
粥
で
な
く
シ
ラ
粥
で
、
炊
き
上
が
る
と
カ
ユ
カ
キ
棒
で
、

一
本
を
東
西
南
北
と
四
隅
を
さ
し
、

一
本
を
中
央
に
さ
し
て
家
内
安
全
と
し
て
さ
し
て
使
う
。
 

十
五
日
粥
は
固
い
方
が
よ
い
と
い
う
。

三
モ
グ
ラ
除
け

カ
ユ
カ
キ
棒
は
と
っ
て
お
き
、
家
の
モ
グ
ラ
除
け
に
使
う
。

一
本
を
四
つ
に
割
っ
て
合
計
八
本
に
し
て
家
の
ま
わ
り
に
さ
す
。

©

そ

の

他



成
り
木
責
め
、

マ
ユ
ネ
リ
な
ど
は
な
い
。

五
マ
ユ
カ
キ

マ
ユ
ダ
マ
は
サ
ク
ノ
ハ 

ナ
と
い
う
が
、
取
る
こ
と
は
コ
ナ
シ
コ
ト•

コ
ナ
シ
モ
ン
と
言
い
、
二
十
日
正
月
に
片
づ
け
て
終
わ
る
。

エ
ビ
ス
様
の
日
に
片
づ
け 

る
も
の
で
、
箕
の
中
に
取
っ
て
入
れ
る
。

六
、 

「
つ
く
り
も
の
」
の
処
分

道
祖
神
は
、
オ
ン
ボ
ヤ
に
持
参
し
、
オ
ン
ボ
ヤ
の
飯
を
煮
る
鍋
の
縁
に
か
け
、
下
か
ら
の
火
で
焦
げ
落
ち
て
燃
え
る
よ
う
に
し
た
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
も
一
緒
に
持
参
し
て
、
飯
を
煮
る
燃
し
木
と
し
た
。

タ
ワ
ラ
は
、
初
午
の
日
に
下
げ
て
、

マ
ユ
ダ
マ
を
ゆ
で
る
時
の
燃
料
と
し
た
。
ま
た
、
十

二

本(

閏
年
は
十
三
本)

に
割
っ
て
イ
ロ
リ
の
ま
わ
り
に
立
て
、
 

一
月
か
ら
十
二
月
に
見
立
て
て
、
木
の
状
態
で
天
気
を
占
っ
た
。
塩
を
ふ
く
と
風
が
強
い
、
水
を
吹
く
と
雨
が
多
い
、
変
化
が
な
く
普
通
に
燃
え
る
と
普
通
と 

い
う
よ
う
な
判
断
だ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ロ
リ
の
中
に
根
元
か
ら
く
ベ
て
、
半
分
く
ら
い
燃
え
て
い
ぶ
る
と(

け
む
る
と)

悪
い
と
か
言
い
、
し
ま
い
が
水
が
出 

る
と
今
年
は
水
が
多
い
と
も
言
っ
た
。

カ
ン
ジ
ン
棒
は
、
子
供
た
ち
が
村
中
を
ま
わ
っ
て
カ
ン
ジ
ン
を
す
る
時
に
使
う
が
、
オ
ン
ボ
ヤ
の
時
、
火
の
中
へ
入
れ
て
燃
し
て
し
ま
う
。

農
具
は
、
子
供
た
ち
の
玩
具
に
な
っ
た
り
す
る
が
、
多
く
は
イ
ロ
リ
で
燃
さ
れ
て
片
づ
け
ら
れ
る
。

ア
ワ
ボ•

ヒ
ヱ
ボ
は
作
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

七
、 
お

わ

り

に

二
十
年
ぶ
り
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
つ
く
り
も
のJ

を
本
格
的
に
作
っ
て
小
正
月
行
事
を
行
う
こ
と
は
忘
れ
か
け
ら
れ
て
い
た
。
 

久
し
ぶ
り
に
作
っ
て
昔
を
な
つ
か
し
ん
だ
程
で
あ
る
。
し
か
も
、
隣
の
長
野
原
町
で
作
ら
れ
る
ア
ワ
ボ.

ヒ
ヱ
ボ
、

ハ
ナ(

ホ
ダ
レ)

、
十
六
バ
ナ
、
キ
ジ
グ 

ル 

マ
な
ど
は
作
っ
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
興
味
を
ひ
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
のJ

は
、
公
民
館
行
事
な
ど
で
講
習
会
で
も
開
い
て
伝
承
活
動
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
急
速
に
忘
れ
ら
れ
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。

(

阪

本

英

一

)



星

河

義

一

家

の

つ

く

り

も

の

I
、

概 

観

星
河
家
は
、
国
道
一
四
五
号
線
が
吾
妻
渓
谷
を
ぬ
け
た
所
の
川
原
湯
温
泉
の
西
、
国
道
よ
り
一
段
上
の
集 

落
に
位
置
す
る
農
家
で
、
氏
神
王
城
神
社
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
年
中
行
事
に
関
す
る
家
例
を
よ
く
守
り
、

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
は
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
て
来
た
。
中
で
も
ホ
ダ
レ
と
呼
ぶ 

ハ
ナ
は
、
上
下
二 

段
で
人
形(

ヒ
ト
ガ
タ)

に
近
い
も
の
で
あ
り
、
十
六
バ
ナ
は
、

一
本
の
木
か
ら
同
じ
よ
う
な
長
さ
の
枝
の 

出
た
コ
メ
ゴ
メ
の
木
を
切
っ
て
来
て
作
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
キ
ジ
グ
ル
マ
と
呼
ぶ
車
を
つ
け
た
「
つ
く
り 

も
の
」
は
、
こ
の
近
辺
だ
け
で
作
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
作
る
と
直
ち
に
小
さ
い
子
供
に
与
え
て
し
ま
う 

が
、
原
則
と
し
て
小
正
月
だ
け
に
作
ら
れ
る
玩
具
と
し
て(

季
節
玩
具•

信
仰
玩
具
と
も
言
え
る
も
の)

注 

目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

二
、 
山

入

り

初
山
入
り
は
、
正
月
二
日
と
決
ま
っ
て
い
た
。
昔
は
モ
チ•

お
頭
つ
き,

オ
サ
ゴ
を
持
っ
て
行
き
、
拝
ん
で
か
ら
切
っ
た
が
、
近
年
は
略
さ
れ
て
い
る
。
 

木
は
ヌ
ル
デ.

コ
マ
ゴ
メ 
(

コ
メ
ゴ
メ
と
も
い
い
、
ミ
ッ
バ
ウ
ッ
ギ
の
こ
と)
•

ボ

ク(

ヤ
マ
ク
ヮ)

、
そ
れ
に
篠
の
棒
を
数
本
取
っ
て
来
る
。
ヌ
ル
デ
は 

ヌ
リ
デ
ン
ボ
ウ
と
言
わ
れ
る
。
年
神
様
の
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
は
ミ
ズ
ブ
サ(

ミ
ズ
キ)

を
使
う
の
で
、
そ
れ
も
と
っ
て
来
る
。

切
っ
た
木
は
、
担
い
で
家
に
持
ち
帰•
り
、
屋
敷
神
の
所
へ
置
い
て
、
失
礼
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
特
別
の
供
え
も
の
は
し
な
い
。

三
、 
も
の
つ
く
り

正
月
十
一
日
を
「
ノ
ウ
ビ
」(

納
の
日
ま
た
は
農
の
日)

と
言
う
が
、
作
る
の
は
十
三
日
あ
た
り
で
、
十
四
日
の
お
飾
り
か
え
に
間
に
合
う
よ
う
に
作
る
。
 

場
所
は
ダ
ィ
ド
コ
と
呼
ぶ
土
間
ま
た
は
縁
先
で
、
陽
の
あ
た
る
場
所
で
作
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

道
具
は
、
ナ
タ.

小
刀•

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ
で
、
台
と
し
て
ヌ
ル
デ
の
根
元
の
方
の
く
ず
の
部
分
を
割
っ
た
も
の
を
使
う
。

写真32



作
っ
た
も
の
は
、
何
で
も
よ
い
か
ら
失
礼
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
。

ー  

ハ
ナ
の
作
り
方

皮
を
む
い
た
コ
メ
ゴ
メ
の
長
い
も
の
を
根
元
を
先
に
し
て
、(

写
真
32) 

向
う
へ 

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ
を
あ
て
て
、
 

手
前
に
引
く
よ
う
ハ
ナ
を
か
き(

削
り)

、
左
右
に
ハ
ナ
を
つ
け
る
と
木
の
向
き
を
変
え
、
再
び
左
右
に
ハ 

ナ
を
か
い
た
後
、

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ
で
切
り
込
み
を
入
れ
、
手
で
折
る
。
従
っ
て
、

ハ
ナ
は
人
形
の
よ
う
に
な 

る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
何
本
も
作
る
。
(

県
内
の
ど
こ
で
も
見
ら
れ
な
い
形
で
あ
る)

二
十
六
バ
ナ
の
作
り
方

一
本
の
木
か
ら
二
本
に
分
れ
て
い
る
コ
メ
ゴ
メ
の
枝
を
選
ん
で
取
っ
て
来
て
皮
を
む
き
、
根
元
の
方
か
ら 

左
右
同
じ
よ
う
に
八
段
ず
つ
の
ハ
ナ
を
か
き
、
二
本
合
わ
せ
て
十
六
段
に
す
る
。
(

写
真
33)

こ
れ
は
上
方 

か
ら
は
か
か
な
い
の
で
、

ハ
ナ
は
全
て
下
に
向
い
て
下
が
る
形
に
な
る
。

三
カ
ユ
カ
キ
棒
の
作
り
方

ヌ
ル
デ
の
木
を
適
当
な
長
さ
に
切
り
、
皮
を
む
き
、
下

方
を
割
っ
て
杭
状
に
し
、
上
を
四
ッ
割
り
に
す
る
。
こ
の
時
は
上
か
ら
割
る
の
で
な
く
、
ナ
タ
を
下
に
お
い 

て
ヌ
ル
デ
を
あ
て
、
上
か
ら
棒
で
叩
い
て
割
れ
目
を
入
れ
た
あ
と
、
ナ
タ
を
上
に
し
て
ト
ン
ト
ン
割
る
の
は
、
 

ハ
ナ
を
か
い
た
も
の
を
つ
ぶ
さ
な
い
で
作
業
す
る
工
夫
で
あ
る
。

四
ハ
ラ
ミ
バ
シ
の
作
り
方

箸
八
寸
の
長
さ
に
切
っ
た
ヌ
ル
デ
を
割
り
、
中
太
に
な
る
よ
う
に
箸
を
作
る
。

五

ア

ワ

俵
•

ヒH

俵
の
作
り
方

比
較
的
太
い
ヌ
ル
デ
を
適
当
な
長
さ
に
切
っ
た
も
の
を
十
本
用
意
し
、
半
分
の
五
本
は
皮
を
む
く
。
皮
を 

む
い
た
も
の
は
ア
ワ
と
か
コ
メ
と
か
い
い
、
む
か
な
い
も
の
は
ヒ
エ
と
い
う
。
別
々
に
ワ
ラ
縄
で
し
ば
っ
た 

も
の
を
ア
ワ
俵.

ヒH

俵
と
い
う
。
(

写
真
34)

六

ア

ー

ボ
•

ヒ
ー
ボ
の
作
り
方

写真33
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ヌ
ル
デ
の
枝
を
適
当
な
長
さ
に
切
り
、
皮
を
む
い
た
の
を
八
本
、
む
か
な
い
も
の
を
八
本
用
意
し
、
大
き
な
ヶ
ズ
リ(

ハ
ナ
に
あ
た
る
も
の)

を
つ
け
る
。
 

(

写
真
35)

竹
は
前
の
竹
や
ぶ
か
ら
切
り
出
し
て
来
て
、
先
端
を
二
つ
割
り
に
し
、
四
ッ
割
り
、
さ
ら
に
八
つ
割
り
、
十
六
に
割
っ
て
か
ら
先
を
尖
ら
せ
、
火 

で
あ
ぶ
っ
て
か
ら
折
り
曲
げ
て
、
そ
の
先
端
に
用
意
の
ヌ
ル
デ
を
さ
し
て
仕
上
げ
る
。

七
農
具
の
作
り
方

エ
ン
ガ•

テ
シ
ガ
を
各
々
二
個
、

マ
ネ
を
一
個
作
る
。

ヌ
ル
デ
の
木
を
割'
〇
て
板
を
作
り
、
柄
を
つ
け
て
か
ら
、
刃
に
あ
た
る
部
分
に
墨
で 

模
様
を
か
い
て
エ
ン
ガ•

テ
ン
ガ
と
す
る
。

マ
ネ
は
マ
ネ
ヒ
キ
とT

t
P

い
い
、
畑
に
種
ま 

き
を
す
る
時
、
線
引
き
を
す
る
道
具
で
、
柄
に
直
交
す
る
形
で
ヌ
ル
デ
の
板
を
つ
け
、
 

板
の
下
を
切
り
込
み
を
つ
け
た
り
、
墨
で
模
様
を
つ
け
た
り
す
る
。
こ
れ
は
ア
ヮ
俵* 

ヒ
エ
俵
に
さ
し
込
ん
で
一
組
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

八
道
祖
神
の
作
り
方

ヌ
ル
デ
を
輪
切
り
に
し
、
皮
を
む
い
た
も
の
を
二
本
作
る
が
、
削
り
込
み
は
し
な
い
。
 

男
女
一
対
の
わ
け
で
、
墨
で
男•

女
の
顔
を
描
き
込
み
、
道
祖
神
と
書
く
と
、
両
わ
き 

に
年
月
日•

星
河
氏
と
書
き
入
れ
る
。

作
男•

作
女.

案
山
子
神
は
作
ら
な
い
。

九
麻
尺
の
作
り
方

長
い
篠
の
棒
を
葉
を
つ
け
た
ま
ま
で
切
っ
て
来
て
、
七

尺(

二
百
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト 

ル)

の
も
の
を
麻
畑
の
数
だ
け
作
る
。
ト
ッ
ヵ(

ー
ッ
ヵ
は
約
一
畝)

の
人
は
十
本
の 

麻
尺
を
作
る
と
い
い
、
数
を
多
く
作
る
わ
け
で
あ
る
。

十
キ
ジ
グ
ル
マ
の
作
り
方

「
山
入
り
」
で
ボ
ク
を
切
っ
て
来
る
時
、
キ
ジ
グ
ル
マ
を
作
る
分
と
し
て
、
ヌ
ル
デ 

の
木
の
曲
が
っ
た
も
の
を
見
つ
け
て
と
っ
て
来
る
が
、
こ
れ
は
「
つ
く
り
も
のJ

の
最

写真35写真36



後
に
細
工
す
る
。
曲
が
り
の
部
分
を
胸
と
し
て
ナ
タ
で
荒
削
り
し
て
、
頭
を
作
り
、
腹 

を
削
っ
て
尾
の
方
ま
で
長
く
す
る
。
(

写
真
36) 

腹
か
ら
尾
の
部
分
は
平
ら
に
一
直
線 

に
近
い
削
り
方
で
、
力
ナ
を
使
わ
ず
に
仕
上
げ
る
。
背
中
か
ら
羽
根
の
部
分
は
、
皮 

を
む
い
た
だ
け
と
す
る
。
腹
に
掘
り
込
み
を
入
れ 
(

ノ n

ギ
リ
使
用)

、
こ
れ
に
車
軸 

に
す
る
ヌ
ル
デ
の
板
を
入
れ
、
両
端
に
輪
切
り
に
し
た
ヌ
ル
デ
の
車
輪
を
つ
け
て
仕
上 

げ
る
〇 

(

写
真
37
・
38)

十
ー
マ
ユ
ダ
マ
の
作
り
方

十
四
日
にn  

メ
の
粉
を
こ
ね
て
作
り
、
ゆ
で
あ
げ
て
か
ら
冷
し
て
ボ
ク
に
さ
す
。(

写

真
39) 

年
神
様
の
も
の
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
、
蚕
神
様
の
も
の
は
ボ
ク(

ヤ
マ
ク
ヮ)

に
さ
す
。
こ
れ
は
十
六
ダ
マ
と
い
い
、

マ
ユ
形
の
も
の
と
ソ
ロ
バ
ン
ダ
マ
の 

も
の
で
十
六
個
作
っ
て
さ
す
。
宝
珠
の
玉
の
よ
ぅ
な
場
合
も
あ
る
と
い
ぅ
。
そ
の
他
の
マ
ユ
ダ
マ
は
枝
ぶ
り
を
み
て
い
く
つ
で
も
さ
す
。

四
、
お
飾
り
か
え(
写
真
40)

十
四
日
に
す
る
決
ま
り
で
、

マ
ユ
ダ
マ
を
作
っ
て
神
仏
に
供
ぇ
、

「
つ
く
り
も
の
」
は
各
々
の
場
所
に
上 

げ
る
。

ハ
ナ
は
神
仏
に
各
々
上
げ
る
が
、
ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
に
は
、

一
本
に
は
田
方
、
も
ぅ
一
本
に
は
畑
方
と
文 

字
を
書
い
て
神
棚
に
上
げ
る
。
(

写
真
41)

道
祖
神
に
は
顔
を
描
き
、
道
祖
神•

年
月
日•

星
河
氏
と
書
い 

て
座
敷
の
机
の
上
に
飾
る
。
ダ
ル
マ
や
キ
ジ
グ
ル
マ
に
は
目
を
入
れ(

写
真
42)
、
羽
根
の
模
様
を
描
い
た
り
す
る
。
こ 

れ
は
道
祖
神
の
前
の
方
に
置
く 
(

供
ぇ
る
形
に
な
る)

。
子
供
の
小
さ
か
っ
た
時
は
、
作
っ
た
所
で
与
ぇ
た 

と
い
ぅ
。

ア
ヮ
俵•

ヒH

俵
に
は
テ
ン
ガ• H

ン
ガ•

マ
ネ
を
さ
し
て
、
釜
神
様
の
所(

お
勝
手
の
釜
柱)

に
吊
る 

し
て
奉
納
す
る
。
こ
の
時
、
星
河
家
で
は
、

「
目
録
」
と
し
て
、
釜
神
様
に
農
具
一
式
を
奉
納
す
る
旨
を
書 

い
た
半
紙
も
一
緒
に
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
麻
尺
は
コ
ィ
ヤ(

肥
屋)

に
立
て
る
。

写真37

写真38



五
、
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

十
四
日
の
夜
は
お
年
取
り
で
、
夕
飯
に
は
ソ
バ
を
供
え
る
。
道
祖
神
の
木
像
に
も
ソ 

バ
を
供
え
た
後
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
に
持
参
し
て
、
火
の
中
に
く
ベ
て
焼
く
。

十
四
日
に
は
、
昼
前
に
七
回
掃
除
し
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
農
作
業
の
草 

と
り
の
こ
と
だ
と
い
ぅ
。

十
五
日
の
小
豆
粥
は
、
ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
で
か
き
ま
ぜ
て
か
ら
ハ
ラ
ミ
バ
シ
で
食
べ
る
。
 

食
べ
た
あ
と
は
と
っ
て
お
い
て
田
の
水
口
に
立
て
る
と
言
わ
れ
た
。

六
、

「
つ
く
り
も
の
」
の
処
分

マ
ユ
ダ
マ
は
十
八
日
に
取
る
。
フ
ス
マ
袋
に
入
れ
て
二
階
の
手
す
り
に
下
げ
て
乾
燥
し
、
春
蚕
か
ら
夏
ま
で
ホ
ゥ
ロ
ク
で
焼
い
て
食
べ
た
。

ヒ
ヱ
や
ト
ゥ
モ

写
真
39

写真40

写真41

写
真
42



ロ
コ
シ
の
も
の
は
や
わ
ら
か
か
っ
た
が
、

コ
メ
の
粉
の
も
の
が 

一  

番
か
た
か
っ
た
の
で
早
く
食
べ
る
。

ハ
ナ
は
燃
や
し
た
り
し
た
。
タ
ヮ
ラ
木
は
、
昔
は
マ
キ
ジ
ャ
ク(

薪
尺)

に
切
っ
た
も
の
を
庭
に
も
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
ィ
ロ
リ
で
元
か
ら
燃
し
た
。
 

キ
ジ
グ
ル
マ
は
子
供
の
玩
具
で
、
家
の
中
だ
け
で
な
く
雪
の
中
へ
も
引
き
出
し
た
の
で
、
こ
わ
れ
る
と
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
で
作
る
こ
と
は
な
い
。
 

麻
尺
は
、
麻
畑
へ
立
て
た
。
昔
は
岩
島
村(

現
吾
妻
町)

と
並
ん
で
盛
ん
に
麻
を
栽
培
し
た
の
で
、
そ
の
麻
の
生
長
を
願
う
と
と
も
に
、
麻
の
生
長
の
目
印
と 

も
な
る
も
の
が
麻
尺
だ
っ
た
。

七
、
お

わ

り

に

「
概
観
」
で
も
ふ
れ
た
ょ
う
に
、
星
河
家
で
は
「
つ
く
り
も
の
」
の
一
つ
と
し
て
キ
ジ
グ
ル
マ
を
毎
年
作
っ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る 

と
こ
ろ
で
は
、
ほ
ぼ
長
野
原
町
一
円
と
、
隣
接
す
る
六
合
村
及
び
吾
妻
町
岩
島
地
区
の
一
部
と
い
う
限
定
さ
れ
た
小
地
域
だ
け
に
存
在
す
る
も
の
で
「
小
正
月 

の 

つ
く
り
も
の
」
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
キ
ジ
グ
ル
マ
の
事
例
は
、
遠
く
九
州
地
方(

福

岡•

大
分•

熊
本
の
三
県
の
み)

に
み
ら
れ
る 

が
、
こ
れ
は
小
正
月
と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
、
寺
の
縁
起
物
、
子
育
て
の
玩
具
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
長
野
原
町
な
ど
吾
妻
地
方 

の
も
の
は
、

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
の
一
種
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
、
信
仰
玩
具
と
し
て
の
面
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
季
節
玩
具
で
あ
る
こ 

と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
星
河
家
を
含
む
林
地
区
全
体
が
調
査
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

(

阪

本

英

一

)



野

口

保

雄

家

の

つ

く

り

も

の

I

、
概 

観

野
口
家
の
「
山
入
り
」
は
、
昔
は
し
た
く
ま
で
決
ま
っ
て
い
た
と
言
い
、
儀
礼
的
な 

も
の
が
固
く
守
ら
れ
て
い
た
。

「
山
入
り
」
は
正
月
二
日
で
、

「
つ
く
り
も
の
」
は
四 

日
と
決
ま
っ
て
い
た
。

「
つ
く
り
も
の
」
の
ア
ヮ
俵•

ヒH

俵
は
、
こ
こ
で
は
コ
メ
俵 

ヒ
エ
俵
と
呼
ん
で
い
た
。
家
の
外
の
神
に
ハ
ナ
を
飾
る
お
松
杭
は
現
在
は
ナ
ラ
の
木
で 

あ
る
が
、
か
つ
て
は
ホ
ゥ
の
木
を
用
い
た
と
い
ぅ
。

麻
作
り
を
し
て
い
た
時
は
、
麻
畑
に
麻
尺
と
ハ
ラ
ミ
バ
シ
を
一
緒
に
立
て
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
ぅ
。
ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
も
麻
畑
に
持
っ
て
行
き
、
割
っ
て
ー
ツ 

力
(

こ
こ
で
は
三
十
坪)

に
一
本
ず
つ
畑
の
隅
に
立
て
て
お
い
た
と
い
ぅ
。
ァ
ー
ボ•

ヒ
ー
ボ
を
コ
ヤ
シ
バ
に
立
て
て
お
く
が
、
四
月
頃
、
家
の
近
く
の
畑
の

蒔
付
け
が
始
ま
る
と
、
そ
の
畑
に
持
っ
て
行
き
立
て
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
農
具
は
年
に
よ
り
、
作
る 

種
類
も
異
な
る
場
合
が
あ
っ
た
が
別
に
理
由
は
な
い
。
正
月
十
五
日
の
小
豆
粥
の
上
に
ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
で 

「
畑

」
の
字
を
書
き
、
そ
の
後
、
逆
に
し
て
粥
の
上
に
立
て
、
そ
こ
に
つ
い
た
コ
メ
粒
の
数
で
占
い
を
し
て 

い
た
と
も
い
ぅ
。

二
、
山

入

り

「
山
入
り
」
の
日
は
正
月
二
日
と
決
ま
っ
て
い
る
。

「
山
入
り
」
を
す
る
山
は
別
に
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
普
段
、
山
の
様
子
を
み
て
お
き
、
あ
る
程
度
予
定 

を
た
て
て
お
く
。
持
っ
て
行
く
道
具
は
、
ノ
コ•

ナ
タ*

背
負
梯
子(

シ
ョ
ィ
コ)

で
あ
る
。

良
い
材
料
を
最
初
に
見
つ
け
た
所
で
、
そ
の
木
に
供
え
も
の
を
す
る
。
そ
の
時
の
方
向
は
別
に
考
え
な
い
。
 

供
え
も
の
は
オ
サ
ゴ
で
、
そ
の
木
の
回
り
に
振
り
ま
い
て
か
ら
切
り
始
め
る
。

祀
り
方
と
し
て
は
別
に
な
い
。
御
幣
は
別
に
作
ら
な
か
っ
た
。

写真43

写真44



木
の
切
り
方
は
別
に
な
い
。
方
向
も
考
え
な
い
。
切
る
木
は
オ
ツ
カ
ド
・
コ
メ
ゴ
メ
・
ナ
ラ
・
ヤ
マ
ク
ワ
で
あ
る
。

運
び
方
は
、
材
料
の
木
は
束
ね
て
、
担
い
だ
り
、
背
負
っ
た
り
す
る
。
運
ん
で
来
た
木
は
、
家
の
外
に
置
き
、
年
々
に
よ
っ
て
置
く
場
所
は
一
定
し
て
い
な 

い
。
置
き
方
は
立
て
か
け
て
置
く
か
、
横
に
し
て
置
く
。
地
面
で
な
い
所
が
多
い
。

三
、 
木

の

種

類

一
 

「
つ
く
り
も
の
」
に
使
用
す
る
木

ハ
ナ
に
は
コ
メ
ゴ
メ
の
木
を
用
い
る
。

一
年
で
の
び
た
、
ま
っ
す
ぐ
な
木
を
選
ぶ
。
大
体
、
百
五
十
〜
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
も
の
を
切
っ
て
来
る
。
 

(

写
真
43)

「
つ
く
り
も
の
」
に
は
、
オ
ッ
カ
ド
を
用
い
る
。
細
工
に
手
頃
な
木
を
選
ぶ
。
真
直
ぐ
の
所
が
多
い
木
を
選
ぶ
。

木
像
に
も
、
オ
ッ
カ
ド
を
用
い
る
。
(

写
真
44)

杭
に
す
る
木
に
は
、
ナ
ラ
を
用
い
、
畑•

倉
•

庭
に
立
て
る
。
こ
の
杭
に
ハ
ナ
を
結
わ
え
る
。
 

ニ 

マ
ユ
ダ
マ
を
さ
す
木

年
神
の
マ 

ユ
ダ
マ
の
木
に
は
ヤ
マ
ク
ワ
の
木
を
用
い
る
。
枝
の
具
合
を
考
慮
し
て
切
っ
て
来
る
。

オ
シ
ラ
様
の
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
は
、
山
か
ら
竹
を
切
っ
て
来
て
使
う
。
飾
る
日
に
準
備
す
る
。

座
敷
に
飾
る
マ
ユ
ダ
マ
の
木
は
、
普
通
、

メ
ヱ
ダ
マ
の
木
と
呼
ん
で
い
る
ヤ
マ
ク
ワ
の
木
を
使
う
。
 

家
の
外
に
供
え
る
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
は
ヤ
マ
ク
ワ
の
木
を
使
い
、

メ
ヱ
ダ
マ
の
木
と
呼
ぶ
。

以
上
の
他
に
、
ホ
ゥ
の
木
を
墓
地.

屋
敷
稲
荷
に
ハ
ナ
を
飾
る
杭
と
す
る
。

四
、 
作
る
日•

場

所•

道
具

も
の
つ
く
り
の
日
を
特
別
な
呼
称
で
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
。
も
の
つ
く
り
の
日
は
、
大
正
月
が
過
ぎ
て
か
ら
始
め
る
が
、
別
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
。
作
る
場 

所
も
別
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、
普
通
、
庭
か
軒
下
が
多
い
。

道
具
は
、
自
作
の 

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
が
主
で
あ
っ
て
、
市
販
の
も
の
も
使
う
。
屋
根
板
割
に
使
用
し
た
ナ
タ•

手
曲
り
ノ
コ
も
使
用
す
る
。



台
に
は
、
手
頃
な
木
の
切
れ
端
を
使
う
が
、
別
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
。

木
像
は
、
木
の
う
ら
と
も
と
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
目
印
を
つ
け
て
か
ら
始
め
る
。

作
っ
た
も
の
は
、
ゴ
ザ
の
上
に
並
べ
て
置
く
。
そ
し
て
そ
れ
を
茶
の
間
に
置
く
。
神
棚
の
近
く
だ
か
ら
で
あ
る
。

五
、
も
の
つ
く
り

ー
 

ハ
ナ
の
作
り
方(

写
真
45)

名
称
は
、
ホ
ダ
レ
と
い
い
、

一
段•

二
段•

八

段(

十
六
段)

が
あ
る
。

材
料
に
は
、

コ
メ
ゴ
メ
の
木
を
用
い
、
正
月
四
日
頃
に
、
こ
の
木
の
皮
を
む
い
て
干
し
て 

お
く
。
そ
れ
を
ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
で
材
料
に
応
じ
て
何
段
か
に
削
る
。
削
り
方
は
手
前
に
引
く 

方
法
で
行
ぅ
。

一
段
が
大
体
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
長
さ
と 

な
る
。
こ
れ
を
一
段•

二
段
に
ノ
コ
で
切
っ
て
行
く
。
(

写
真
46•

47)

本
数
は
飾
る
箇
所 

に
応
じ
る
。
十
六
段
と
は
八
段
の
も
の
を
二
本
合
わ
せ
た
も
の
を
言
ぅ
。

ニ
カ
ユ
カ
キ
棒
の
作
り
方

名
称
は
普
通
、
カ
ユ
カ
キ
ボ
ゥ
と
呼
び(

写
真
48)

、
材
料
に
は
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
用
い 

る
〇長

さ
約
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
も
の
を
使
用
す
る
。
 

下
部
を
杭
状
に
尖
ら
せ
、
上
部
は
四
つ
割
り
に
す
る
。
皮
は
全
部
削
り
、
上
部
側
面
に
一
個 

所
ヶ
ズ
リ
バ
ナ
を
か
く
。
二
本
一
組
と
す
る
。

三
ハ
ラ
ミ
バ
シ
の
作
り
方

材
料
に
は
オ
ッ
カ
ド
を
使
用
し
、
オ
ッ
カ
ド
を
二
つ
割
り
に
し
た
も
の
を
更
に
二
つ
割
り 

に
と
続
け
、
適
当
の
厚
さ
に
す
る
。
長
さ
は
約
二
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
と
す
る
。
中
央 

部
を
極
端
に
太
く
し
、
両
端
は
削
り
、
大
体
普
通
の
箸
よ
り
太
い
位
に
す
る
。

写
真
45

写
真
46
一
段•

二
段
の
ハ
ナ



こ
の
形
は
穂
バ
ラ
ミ
の
状
態
を
表
わ
す
も
の
と
伝
え
る
。
(

写
真
49)

作
る
数
は
、
家
族
の
人
数
分
の
箸
の
数
に
一
本(

ハ
シ)

を
加
え
て
仕
上
げ
る
。
こ
れ
を
ワ
ラ
で
束
ね
て
神
棚
に
供
え
て
置
く
。

四

ア

ワ

俵
.

ヒ
エ
俵
の
作
り
方

普
通
、

コ
メ
俵•

ヒ
エ
俵
と
呼
び
、
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
使
用
す
る
。

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
長
さ
約
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
に
玉
切
り
、
八
本
は
皮
を
全
部
削
り
、
八
本
は
皮
を
つ
け
た
ま
ま
と
す
る
。
削
っ
た
方
は
コ
メ
俵
を
表 

わ
し
、
他
は
ヒH

俵
を
表
わ
す
。
こ
れ
ら
を
別
々
に
三
個
所
束
ね
て
俵
と
す
る
。
こ
の
束
ね
る
縄
は
新
ワ
ラ
を
使
ぅ
。
(

写
真
50)

五

ア

ー

ボ
*

ヒ
ー
ボ
の
作
り
方

材
料
は
竹
ま
た
は
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
用
い
る
。

全
長
二
百
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
青
竹
の
先
を
十
六
に
割
り
、
そ
の
ぅ
ち
十
四
本
は
火
に
あ
ぶ
り
な
が
ら
か
さ
状
に
曲
げ
る
。
他
の
二
本
は
そ
の 

ま
ま
に
立
て
て
置
く
。

写真47吾妻町松谷地区のハナのいろいろ

写真48

写真49



オ
ッ
ヵ
ド
は
十
〜
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
に
玉
切
っ
た
も
の
の
ぅ
ち
七
本
は
皮
を
全
部
削
っ
て
除
き
、
他
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
二
段
の
ハ
ナ
を
つ
け
る
。
 

こ
れ
を
竹
を
曲
げ
た
十
四
本
の
先
に
、

一  

本
に 

一  

つ
ず
つ
さ
し
込
ん
で
仕
上
げ
と
す
る
。
こ
れ
を
ァ
ー
ボ.

ヒ
ー
ボ
と
呼
ん
で
い
る
。
竹
の
中
央
に
真
直
ぐ
に

立
っ
て
い
る
先
端
に
ホ
ダ
レ
を
さ
す
。(

写
真
51)

六
農
具
の
内
容
と
作
り
方 

農
具
は
、
オ
ッ
ヵ
ド
の
木
を
適
当
に
切
っ
た
り
、
割
っ
た
り
し
て
、
農
具
の
大
き
さ
に
応
じ
た
形
に
仕
上 

げ
る
。
刃
の
部
分
は
墨
を
ぬ
り
、
も
の
に
よ
っ
て
は
針
金
や
糸
も
使
用
す
る
。
(

写
真
52) 

以
下
に
作
る
農

具
名
を
記
す
。H

ン
ガ•

テ
ン
ガ•

力 

マ•

ノ
コ
ギ
リ•

天
ビ
ン.

肥
桶
と
柄 

杓•

杵
と
臼•

ク
マ
デ
な
ど
で
あ
る
。

七' 

作
男•

作
女
の
作
り
方

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
用
い
る
。

直
径
三
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の 

材
料
を
長
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
た 

は
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
輪
切
り
に
し

て
、
ぅ
ら
と
も
と
を
間
違

わ
なi

よ
ぅ
に
印
を
つ
け 

て
お
き
、
こ
の
中
央
部
分

の
皮
を
削
り
そ
こ
に
顔
を 

墨
で
書
く
。
大
き
い
方
を

作
男
、
小
さ
い
方
を
作
女 

と
す
る
。
(

写
真
53)

写真50

写真51写真52

写真53



八
麻
尺
の
作
り
方

材
料
に
は
、
シ
ノ
ま
た
は
オ
ガ
ラ
を
用
い
る
。

終
戦
時
ま
で
は
作
っ
た
が
、
現
在
は
作
ら
な
い
と
い
ぅ
。
シ
ノ
ま
た
は
オ
ガ
ラ
で
、
長
さ
六
尺
五
寸
の
も
の 

を
作
っ
た
と
い
ぅ
。

九
マ
ユ
ダ
マ
の
作
り
方

材
料
は
、

コ
メ
の
粉
を
主
に
使
い
、
昔
は
ヒH  
•

ア
ヮ•

ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
粉
を
使
っ
た
。
ヒ
ヱ
は
蒸 

し
た
ヒ
ヱ
を
挽
い
て
粉
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

粉
を
い
つ
挽
く
か
は
、
別
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、
昔
は
五•

六
人
の
共
同
水
車
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
挽 

い
た
が
日
は
別
に
決
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

作
る
の
は
正
月
十
三
日
で
、
オ
シ
ラ
様
に
は
マ
ユ
形
の
も
の
を
供
え
、
他
の
神
仏
に
は
、
十
文
字
の
ヤ
マ 

ク
ヮ
の
木
に
さ
す
が
、
中
央
の
先
端
に
は
大
き
目
の
丸
い
マ
ユ
ダ
マ
を
、
そ
の
左
右
は
小
さ
目
の
も
の
を
さ
し 

て
供
え
る
。

ゆ
で
方•

ふ
か
し
方
は
、
粉
を
木
鉢
の
中
に
入
れ
て
、
そ
れ
に
熱
湯
を
注
ぎ
、
こ
ね
合
わ
せ
る
。
作
っ
た
も 

の
は
一
回
で
ふ
か
し
た
。

セ
ィ
ロ
オ
で
ふ
か
し
、
ふ
か
し
た
も
の
は
木
鉢
に
入
れ
た
。

マ
ユ
ダ
マ
は
、
主
と
し
て
オ
シ
ラ
様
か
ら
先
に
さ
し
た
。

マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
た
時
、

枝
の
先
端
が
突
き
ぬ
け
な
い
よ
ぅ
に
し
た
。

六
、
お
飾
り
か
え

正
月
十
三
日
の
一
日
で
飾
り
か
え
を
行
ぅ
。
(

写
真
54)

ー
 

ハ
ナ
の
供
え
方

神
棚
に
二
段
の
ハ
ナ
と
両
端
に
ヤ
マ
ク
ヮ
に
さ
し
た
マ
ユ
ダ
マ
を
飾
る
。
 

年
神
棚
に
は
、
ヤ
マ
ク
ヮ
の
枝
に
マ
ユ
ダ
マ(

三
個)

を
さ
し
、
そ
の
枝
に
ハ
ナ(

二

写真54 「つくりもの」とマユダマ飾り

写真55



段)

を
掛
け
る
。

ま
た
、
仏

壇
(

写
真
55)

とH

ビ
ス
様
に
は
、
二
段
の
ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ(

三
個)

を
供
え
る
。

釜
神
様
に
は
、
二
段
の
ハ 

ナ
と
マ
ユ
ダ
マ•

ヮ
ラ
ヅ
ト
に
さ
し
た
農
具
一
式•

コ
メ
俵•

ヒH

俵
に
も
さ 

す
。
(

写
真
56)

馬
屋
の
神(

写
真
57)

・
床
の
間
に
も
、
二
段
の
ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
を
供
え
る
が
、
床
の
間
に
は
多
数
の 

マ
ユ
ダ
マ
を
飾
る
。
ま
た
、
便
所
神
に
は
二
段
の
ハ
ナ(

写
真
58)

を
飾
る
。

門
口
に
は
、
二
段
の
ハ
ナ
、
母
屋
の

姪
の
中
央
に
二
本
の
杭
に
松
の
小
枝
と

ハ
ナ
を
結
び
つ
け
る
。

一
方
、
玄

関
(

写
真
59) 

•

屋
敷
神
・
 

开
戸
神•

墓
地•

道
祖
神•

十
二
様
に 

は
一
段
の
ハ
ナ
を
供
ぇ
、
土
蔵
に
は
、

一
段
の
ハ
ナ
及
び
入
口
左

右
に
杭
を
立
て
、
松
と
ハ

ナ
を
一
緒
に
結
び
つ
け
て

供
え
る
。
ま
た
、
堆
舎
に

は
、

一
段
の
ハ
ナ
及
び
ア 

丨
ボ•

ヒ
ー
ボ
を
堆
肥
の 

中
央
に
立
て
る
。

地

神

様(

畑
の
隅)

に

は
一
段
の
ハ
ナ
を
畑
の
隅

に
立
て
、
オ
シ
ラ
様
に
は
、

写真56

写真57写真58

写
真
59



二
段
の
ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ(

十
六
個)

を
竹
の
枝
に
さ
し
て
飾
る
。
(

茶
の
間
の
中
の
東)
(

写
真
60)

ま
た
、
茶
の
間
の
四
方
に
一
本
ず
つ
、

一
段
の
ハ
ナ 

を
飾
る
。

二

作

男
•

作
女
の
供
え
方

茶
の
間
の
神
棚
に
一
年
中
置
く
。
そ
し
て
、

ハ
チ(

鉢)

に
御
飯
を
入
れ
て
供
え
る
。
 

小
正
月
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
前
年
の
も
の
を
屋
敷
稲
荷
に
納
め
る
。

三

ア

ワ

俵
•

ヒ
エ
俵
の
供
え
方

呼
び
方
は
、
普
通
、

コ
メ
俵•

ヒ
エ 

俵
と
言
い
、
こ
れ
に 

エ
ン
ガ•

テ
ン
ガ
を
さ
し 

て
、
釜
神
様
に
供
え
る
。
何
故
一
緒
に
農
具
を
つ
け
る
か
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
、
昔 

か
ら
こ
ぅ
し
て
い
る
。

四

ア

ー

ボ
•

ヒ
ー
ボ
の
供
え
方

一
般
に
、
肥
庭
に
立
て
て
、
豊
作
を
祈
願
す
る
。
(

写
真
61)

何
様
に
供
え
る
か
は
、
 

特
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
。
新
し
く
堆
肥
を
積
み
あ
げ
る
こ
と
は
な
い
。

五
農
具
の
供
え
方

釜
神
様
に
供
え
る
が
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ワ
ラ
束
を
作
り
、
こ
れ
に
さ
す
形
で 

ま
と
め
て
供
え
る
。
臼
が
入
る
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

六
マ
ユ
ダ
マ
の
飾
り
方•

供
え
方

年
神
に
は
、
ヤ
マ
ク
ワ
の
株
の
枝
に
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
て
飾
り
、
神
棚
に
は
、
十
文 

字
の
ヤ
マ
ク
ワ
の
枝
に
さ
し
て
飾
る
。
こ
の
時
、
中
央
の
先
端
に
は
大
き
な
マ
ユ
ダ
マ

を
さ
し
、
そ
の
左
右
の
枝
に
は
小
さ
な
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
て
飾
る
。

オ
シ
ラ
秉
へ
は
、
竹
の
枝
に
十
六
個
の
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
て
飾
る
。
形
は
ヒ
ョ
ゥ
タ
ン
形
を
し
た
マ
ユ
の
形
の
も
の
を
さ
す
。
竹
は
新
し
く
切
っ
て
来
た
も 

の
(

新
竹=

昨
年
の
も
の)

を
使
ぅ
。

写真60写真61



七
、
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

一

十
五
日
粥
と
「
つ
く
り
も
の
」

十
五
日
粥
の
上
に
ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
で
「
畑

」
の
字
を
書
く
。
こ
の
時
、
唱
え
ご
と
は
な
い
。
こ
れ
を
扱
ぅ
者
は
年
男
で
あ
る
。
(

写
真
62)

こ
の
あ
と
は
神
棚

に
上
げ
て
お
く
。
昔
、
麻
を
作
っ
て
い
る
時
は
、
こ
れ
を
麻
畑
の
仕
事
が
始
ま
っ
た
時
、
 

畑
に
持
っ
て
行
き
、
割
っ
て
畑
の
隅
に
麻
尺
と
一
緒
に
立
て
た
。
ま
た
、
十
五
日
粥
を 

ハ
ラ
ミ
バ
シ
で
食
べ
た
。
(

写
真
63) 

十
五
日
粥
を
食
べ
た
あ
と
は
、
再
び
家
中
の
も 

の
を
束
ね
て
神
棚
に
上
げ
て
お
い
た
。
昔
、
麻
を
作
っ
て
い
た
時
は
、
そ
の
畑
に
麻
尺 

と
一
緒
に
立
て
た
。

二 

行
事
と
供
え
る
も
の(

ド
ン
ド
ン
焼
き
と
の
関
係)

正
月
十
四
日
午
後
三
時
頃
よ
り
夕
方
に
か
け
て
ド
ン
ド
ン
焼
き
で
、
各
家
の
門
松
を 

集
め
て
燃
や
す
。
各
家
で
ハ
ナ
や
マ
ユ
ダ
マ
を
供
え
る
。
ま
た
、
厄
年
の
人
た
ち
が
、
 

厄
落
し
の
行
事
と
し
て
ミ
カ
ン.

銭
な
ど
を
配
っ
た
り
、
投
げ
た
り
す
る
。

三
十
六
日
の
行
事
と
「
つ
く
り
も
のJ

家
中
の
者
が
、
朝
、
水
と
線
香
を
持
っ
て
お
墓
参
り
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

四

蛇
•

ム
カ
デ
除
け

別
に
な
い
。
し
か
し
、
正
月
の
マ
ユ
ダ
マ
を
持
っ
て
青
も
の
を
と
り
に
行
く
。
拕
こ 

か
ま
れ
な
い
ま
じ
な
い
だ
と
い
ぅ
。

S
そ

の

他

マ
ユ
カ
キ
は
、
二
十
日
正
月
の
朝
で
、

マ
ユ
ダ
マ
を
取
っ
て
、
曲
物
の
メ
ン
パ
ま
た

は
シ
ョ
ゥ
ギ
に
入
れ
る
。
ま
た
、
地
神
様
は
、
屋
敷
内
に
祀
っ
て
あ
り
一
段
の
ハ
ナ
を
供
え
る
の
み
で
、
他
の
物
は
供
え
な
い
。

六 

小
正
月
の
飾
り
も
の•

供
え
も
の
の
片
づ
け

二
十
日
正
月
の
朝
に
片
づ
け
る
。
こ
の
時
、

コ
メ
の
粉
を
炊
っ
て
家
の
回
り
に
ま
く
。
こ
れ
は
蛇
除
け
だ
と
い
ぅ
。
こ
の
残
り
は
砂
糖
を
入
れ
て
家
中
で
食 

ベ
て
し
ま
ぅ
。
 

(

阿

部
 

孝

)

写真62写真63ハラミバシで小豆粥 
を食べる



小

池

喜

次

郎

家

の

つ

く

り

も

の

I
、
概 

観

小
池
家
の
「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
固
く
伝
統
を
守
っ
て
来
た
ら
し
い
が
、
昨
今
の
諸
事
情
に
よ
り
変
形
し
た
部
分
も
あ
る
よ
ぅ 

で
あ
っ
た
。
木
像
は
元
来
、
個
々
の
家
で
作
っ
た
が
、
現
在
は
、
シ
バ
オ
コ
シ
と
呼
ば
れ
る
ム
ラ
の
旧
家
格
の
一
、
二
軒
の
み
で
作
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
ボ
・
 

ヒ
ー
ボ
は
他
地
域
と
同
じ
く
堆
肥
場
に
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
釜
神
の
所
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
な
っ
て
飾
ら
れ
て
い
る
。
釜
神
は
「
生
活
の
中
心
の
神
」
と 

言
わ
れ
、
お
飾
り
の
中
心
と
し
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

「
つ
く
り
も
の
」
の
材
料
の
ミ
ズ
ブ
サ
の
木
は
火
防
の
木
と
し
て
古
く
か
ら
の
縁
起
が
あ
る
の 

で
使
用
す
る
の
だ
と
伝
え
て
い
る
。
事
実
、
こ
の
木
は
カ
ギ
竹
の
竿
に
使
っ
て
い
る
も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
。

「
つ
く
り
も
の
」
の
中
で
、

一
番
初
め
に
作
ら 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
神
々
に
供
え
る
ヶ
ズ
リ
バ
ナ
百
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
を
一
緒
に
シ
ョ
ゥ
ギ
に
入
れ
て
年
神
棚
に
供
え
て
お
き
、
 

他
の
も
の
は
次
に
と
、
も
の
つ
く
り
の
順
序
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

二
、 
山

入

り

「
山
入
り
」
の
日
は
正
月
二
日
と
決
ま
っ
て
い
た
。

供
え
も
の
と
し
て
、

モ
チ
を
一
重
ね•

オ
サ
ゴ•

シ
メ
縄
を
持
ち
、
半
紙
を
や
ぶ
い
て
、
生
木
の
枝
に
吊
し
て
御
幣
と
す
る
。

御
幣
がH

卜
の
方
向
に
向
く
よ
ぅ
に
祀
り
、H

卜
の
反
対
の
方
向
に
向
い
て
拝
む
。

ど
こ
の
山
へ
行
く
か
は
、
特
別
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
日
常
見
て
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
。
(

材
料
の
具
合
で
見
当
づ
け
る)

木
の
切
り
方
は
別
に
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

エ
ト
の
方
向
に
向
い
て
切
り
始
め
る
。

切
る
木
は
、
オ
ッ
カ
ド•

コ
メ
ゴ
メ 
•

ミ
ズ
ブ
サ•

ヤ
マ
ク
ワ
で
あ
る
。
 

切
っ
た
木
は
、
束
ね
て
担
い
だ
り
、
背
負
っ
て
来
る
。
ツ
ル
フ
ジ
で
束
ね
る
の
は
、
昔
か
ら
の
な
ら
わ
し
で
あ
る
。

運
ん
だ
木
の
置
き
方
は
別
に
な
い
。
家
の
外
に
置
く
。

三
、 
木

の

種

類



I  

「
つ
く
り
も
の
」
に
使
用
す
る
木

ハ
ナ
に
は
、

コ
メ
ゴ
メ
の
木
を
用
い
る
。

一
年
で
長
く
の
び
る
の
で
縁
起
が
よ
い
木
と
さ
れ
て
い
る
。
箸
に
す
る
木
で
あ
る
。

「
つ
く
り
も
の
」
に
は
、
オ
ッ
ヵ
ド
の
木
を
使
う
。
こ
の
木
は
細
工
が
し
や
す
い
木
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

ニ 

マ
ユ
ダ
マ
を
さ
す
木

年
神
の
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
木
、
オ
シ
ラ
様
の
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
は
、
ヤ
マ
ク
ワ
の
木
、
ま
た
は
、
在
来
種
の
ク
ワ
の
木
の
株
を
使
う
。
他 

の
マ
ユ
ダ
マ
の
木
は
、
神
棚
に
は
ミ
ズ
ブ
サ
、
他
は
ヤ
マ
ク
ワ
の
木
を
使
う
。
家
の
外
に
供
え
る
も
の
も
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
木
に
さ
す
。

四
、
作
る
日•
場

所•

道
具

も
の
つ
く
り
の
日
の
名
称
は
別
に
な
い
。

も
の
つ
く
り
を
は
じ
め
る
日
は
正
月
八
日
で
、
こ
の
日 

は
山
仕
事
を
行
わ
な
い
日
と
な
っ
て
い
る
。
仕
上
げ
は
正 

月
十
二
、
十
三
日
ま
で
で
あ
る
。

「
農
を
す
る
日
」
と
も 

言
っ
た
。
霊
符
祭
り
を
す
る
日
で
、
法
印
を
頼
ん
だ
。

作
る
場
所
は
、
台
所
ま
た
は
軒
下
で
あ
る
。

道
具
に
は
、

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ(

中
之
条
町
の
甲
州
屋) 

(

写
真
64)

・
枝
打
用
ナ
タ•

ノ
コ•

コ
ガ
タ
ナ•

ッ
チ 

(

ヵ
ヤ
の
木)
•

へ
ギ
ヮ
リ
ナ
タ
を
用
い
る
。

作
業
台
に
は
、
タ
リ
の
木
の
台(

戦
前
よ
り
使
用
し
て 

い
る
も
の)
(

写
真
65)

を
使
用
す
る
。

作
っ
た
も
の
は
、
箕
ま
た
は
シ
ョ
ゥ
ギ(

写
真
66)

を
使
っ
て
入
れ
て
、
お
棚
に
上
げ
て
お
く
。(

写
真
67)

五
、
も
の
つ
く
り

写真64中央は自家製

写真65軒下でのハナ作り



ー
 

ハ
ナ
の
作
り
方

手
前
に
引
く
方
法
で
作
る
。
元
の
方
は
皮 

を
つ
け
た
ま
ま
で
、
先
の
方
は
皮
を
削
り
、

そ
の
下
の
部
分
を
削
り
、

一
段
の
ハ
ナ
に
仕 

上
げ
る
。

一
段
の
も
の
百
本
、
同
様
に
長
さ 

二
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
三
十
本 

作
る
。

ニ
ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
の
作
り
方

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
使
い
、

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ 

写
真
66
「
つ
く
り
も
の
」
を
入
れ
た
シ
ョ
ウ
ギ

で
作
る
。
(

写
真
68•

69)

作
り
方
は
、
長
さ
二
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
、
直
径
六.

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
材
料
を
使
い
、
下 

の
部
分
を
杭
状
に
削
り
、
上
の
部
分
は
四
つ
割
り
に
し
た
。
そ
の
四
つ
の
側
面
に
削
り
を
入
れ
、

ハ
ナ
を
四 

個
所
に
つ
け
る
。
材
料
の
皮
は
全
部
削
る
。

作
る
順
序
は
、①

上
部
に
十
文
字
の
割
り
込
み
を
作
る
、②

下
部
を
杭
状
に
す
る
、③

皮
を
削
り
と
る
、④

ハ
ナ
を
か
く
、
の
順
で
あ
る
。

写真67年神棚の上にある「つくりもの」

写真68

写真69



三
ハ
ラ
ミ
バ
シ
の
作
り
方

オ
ツ
カ
ド
の
木
を
使
い(

写
真
70)

、
仕
上
り
寸
法
は
、
長
さ
約
二
十
四
セ
ン
チ
メ 

1

ト
ル
、
最
大
幅
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
約
〇•

八
ま
た
は
〇•

九
セ
ン
チ
メ 

1

ト
ル
で
あ
る
。
(

写
真
71)

作
り
方
は
、
オ
ツ
カ
ド
の
木
を
約
二
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
玉
切
り
、
こ 

れ
を
二
つ
割
り
に
し
た
も
の
を
更
に
二
つ
割
り
と
し
、
厚
さ
約
〇•

八
〜
一 
•

〇
セ
ン 

チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
も
の
と
す
る
。
こ
の
両
端
を
日
常
の
箸
の
太
さ
に
削
り
、
中
央
部 

(

最
大
幅
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

を
ふ
く
ら
ま
せ
た
形
と
し
て
仕
上
げ
る
。
本
数
は 

家
族
が
全
員
で
使
用
で
き
る
箸
の
数
に
一
本
を
加
え
た
数
で
あ
る
。

四

ア

ヮ

俵
•

ヒH

俵
の
作
り
方

名
称
は
、

コ
メ
俵•

ヒH

俵
と
言
い
、
材
料
は
オ
ッ
カ
ド 

を
用
い
る
。

作
り
方
は
、
オ
ッ
カ
ド
の
太
い
も
の
を
割
っ
て
マ
キ
の
よ 

ぅ
に
し
て
作
る
。
二
、
三
束
、
長
さ
は
七
十
〜
八
十
セ
ン
チ 

メ
ー
ト
ル
位
、
三
個
所
を
縄
で
束
ね
る
。
こ
の
一
本
一
本
は
、
 

「
俵
木
」
と
呼
ぶ
。
本
数
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

作
っ
た
も
の
は
蔵
の
軒
下
に
積
ん
で
お
く
。
(

写
真
72)

五

ア

ー

ボ
•

ヒ
ー
ボ
の
作
り
方

材
料
に
は
コ
メ
ゴ
メ
の
木
を
使
ぅ
。
大
き
さ
は
、
長
さ
二 

十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
一 
•

八
〜
二•

〇
セ
ン
チ
メ 

丨
ト
ル
位
で
あ
る
。

作
り
方
は
、
上
部
に
削
り
を
入
れ
る
。
大
体
四
本
ず
つ
入
れ
る
。
ア
ー
ボ
四
本
、

ヒ
ー
ボ
四
本
を
作
り
、
ア
ー
ボ
の
四
本
は
皮
を
む
い
て
削
り
を
入
れ
る
。

写真70 台の上でオッカドを作る

写真71

写真72蔵の軒下におく



ヒ
ー
ボ
は
そ
の
ま
ま
で
削
り
を
四
つ
入
れ
る
。
竹
の
先
を
割
っ
て
八
本
作
り
、
そ
の
先
端
に
ァ
ー
ボ•

ヒ
ー
ボ
を
さ
し
込
む
。
(

写
真
73)

六
農
具
の
内
容
と
作
り
方

材
料
は
オ
ッ
カ
ド
で
、

エ
ン
ガ•

テ
ン
ガ•

カ
マ•

マ
ン
ガ•

ノ
コ
ギ
リ•

ヨ
キ•

立 

臼
•

キ
ネ•

包
丁•

ナ
タ•

ツ
ル
パ
シ
な
ど
を
作
る
。
他
の
「
つ
く
り
も
のJ

の
残
り
や 

切
れ
端
で
作
る
。
材
料
に
よ
り
適
当
な
大
き
さ
に
仕
上
げ
る
。
立
臼
は
麻
紐
で
吊
す
。
他 

は
紐
に
さ
し
た
り
、
結
ん
で
お
く
。
(

写
真
74)

七
麻
尺
の
作
り
方

現
在
は
作
ら
な
い
。
昔
は
し
の
の
一
種(

ダ
ィ
ミ
ゥ
ジ)

の
一
年
ご
で
作
っ
た
。
麻
は 

六
尺
五
寸
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
以
上
の
長
さ
が
必
要
と
な
る
。

八
マ
ユ
ダ
マ
の
作
り
方

材
料
の
粉
は
現
在
は
米
の
粉
だ
が
、
昔
は
雑
穀
の
粉(

ヒH  
.

ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
粉)

を
使
っ 

た
。
粉
は
、,

年
が
明
け
て
か
ら
挽
き
、
新
粉
と
言
っ
た
。

マ 

ユ
ダ
マ
は
、
大
体
正
月
十
二
日
頃
ま
る
め 

て
作
り
、
十
三
日
に
さ
し
て
飾
る
。
オ
シ
ラ
様
の
も
の
十
六
個
、

マ
ユ
の
形
の
も
の
五
個
、
宝
珠
の
形 

の
も
の
五
個
、
丸
形
の
も
の
六
個
を
作
る
。
こ
れ
ら
は
ゆ
で
る
。
他
の
も
の
は
同
じ
マ
ユ
の
形
で
、
ふ 

か
し
て
作
る
。
オ
シ
ラ
様
の
も
の
は
、
ゆ
で
て
シ
ョ
ゥ
ギ
に
入
れ
て
さ
す
。
他
の
も
の
は
ふ
か
し
て
木 

鉢
に
入
れ
る
。

マ
ユ
ダ
マ
の
さ
し
方
は
、
先
端
が
で
な
い
よ
ぅ
に
さ
す
。

六
、
お
飾
り
か
え

大
正
月
の
松
を
七
日
の
朝
と
り
、
そ
れ
か
ら
準
備
を
し
て
お
い
て
正
月
十
三
日
に
飾
り
か
え
を
す
る
。

A

ハ
ナ
の
供
え
方

,

ブ
段
の
ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
を
以
下
の
所
に
供
え
る
。
神
棚(

写
真
75)
.

仏
壇

•  H

ビ
ス
様
•'
馬
屋
の 

神(

写
真
76)
,

便
所
神.

玄

関*

門
ロ 
(

写
真
77) 
•

屋
敷
神•

土
蔵•

堆
肥
舎•

作
業
所•

井
戸
神.

写真73

写真74 農具(ナタ•マンガ•テンガ.クワ• 
ノコ•キネ•臼など)臼には釜神大明 
神と書く



墓

地(

た
だ
し
、

マ
ユ
ダ
マ
は
一
本
の
み)
•

道

祖

神(

一
段
の
ハ
ナ
の
み)
•

オ
シ
ラ
様(

マ
ユ
ダ
マ
は
十
六
マ
ユ
ダ
マ)
(

写
真
78) 
•

十
二
様.

氏
神 

様
(

一
段
の
ハ
ナ
の
み)

。

一
方
、
年
神
様
に
は
、
ヤ
マ
ク
ヮ
に
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
て
供
え
る
。
(

年
神
棚
に
は
飾
ら
な
い)

。
ま
た
、

一
段
の
ハ
ナ
も
供
え
る
。

ま
た
、
釜
神
様
に
は
、

一
段
の
ハ
ナ
、
ァ
ー
ボ•

ヒ
ー
ボ
、
農
具
一
式
を
供
え
る
。
(

写
真
79)

床
の
間
は
な
く
、
茶
の
間
の
隅
に
ヤ
マ
ク
ヮ
に
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
て
供
え
る
。
(

年
神
棚
に
同
じ)

写真75
写真76写真77

写
真
78



ニ

ア

ヮ

俵
.

ヒH

俵
の
供
え
方

「
俵
木
」
に
は
さ
さ
な
い
。
別
扱
い
で
あ
る
。
農
具
は
釜
神
様
の
所
に
飾
り
、

「
俵
木
」
は
蔵
の
軒
下
に 

置
く
。
二
、
三
俵
を
重
ね
て
お
く
。
こ
れ
は
一
年
間
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
翌
年
の
マ
ユ
ダ
マ
作
り
の 

時
に
燃
料
と
し
て
燃
や
す
。

三

ア

ー

ボ
•

ヒ
ー
ボ
の
供
え
方

釜
神
様
の
所
に
置
く
。
昔
は
大
き
い
も
の
を
作
り
、
堆
肥
場
に
立
て
た
。

四
農
具
の
供
え
方

釜
神
様
に
供
え
る
。
釜
神
は
生
活
の
神
だ
か
ら
、
道
具•

穀

物
(

ム
ギ
穂=

さ
げ
穂
の
こ
と)

を
作
り
供 

え
る
。

農
具
は
一
つ
一
つ
だ
ん
だ
ん
に
結
び
吊
す
。
こ
の
ぅ
ち
の
臼
は
、
穀
物
を
精
白
に
す
る
大
切
な
も
の
と
い 

ぅ
意
味
ぐ
ら
い
し
か
使
わ
な
い
。

五
マ
ユ
ダ
マ
の
飾
り
方•

供
え
方

神
棚
に
は
、
ミ
ズ
キ(

ミ
ズ
ブ
サ)

の
木
に
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
て
飾
る
。
三
個
所
に
供
え
る
。

年
神
様
に
は
、
ヤ
マ
ク
ワ
の
株
で
、
よ
く
の
び
た
枝
の
あ
る
も
の
に
、

マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
て 

飾
る
。
座
敷
の
隅
に
置
く
。
(

写
真
80)

オ
シ
ラ
様
へ
は
、
数
は
十
六
個
、
形
は
三
通
り
で
、
丸
い
形
の
も
の
六
個
、

マ
ユ
形
の
も
の 

五
個
、
中
央
が
く
び
れ
た
マ
ユ
の
形
の
も
の
五
個
を
、
ク
ワ
の
木
の
株
の
部
分
に
さ
し
て
供
え 

る
。
ま
た
、
ク
ワ
の
木
は
、

一
株
か
ら
十
七
本
の
枝
の
出
て
い
る
も
の
を
使
ぅ
。
在
来
種
の
ク 

ワ
の
木
の
も
の
は
多
く
出
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
品
種
は
少
な
い
の
で
使
え
な
い
。
オ
シ 

ラ
様
の
マ
ユ
ダ
マ
は
、
十
七
日
に
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

(A)
そ

の

他

木
像
の
作
男.

作
女
は
シ
バ
オ
コ
シ
の
家
で
作
っ
て
お
り
、
小
正
月
に
な
る
と
持
っ
て
来
て

写真79

写
真
80
ヤ
マ
ク
ヮ
の
木
に
さ
し
た
マ
ユ
ダ
マ



供
え
る
。
(

ド
ン
ド
ン
焼
き
の
場
所)

一
軒
か
二
軒
の
み
で
あ
る
。

七
、
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

一
 

十
五
日
粥
と
「
つ
く
り
も
のJ

ヵ
ユ
ヵ
キ
棒
の
使
い
方
は
、
粥
の
中
を
こ
の
棒
で
つ
き
、
最
後
に
逆
さ
に
し
て(

十
文
字
に
割
り
込
み
を
つ
け
た
方)

粥
の
中
に
立
て
て
、
そ
こ
に
コ
メ
粒 

が
つ
く
ほ
ど
、
そ
の
年
は
豊
作
だ
と
占
っ
た
。
唱
え
ご
と
は
別
に
な
い
。
そ
し
て
、
年
神
様
に
供
え
た
ヤ
マ
ク
ヮ
の
株
の
所
に
立
て
か
け
て
お
く
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
、
そ
れ
を
用
い
て
家
中
で
十
五
日
粥
を
食
べ
、
使
用
し
た
も
の
は
再
び
神
棚
に
置
く
。
そ
の
後
、
苗
代
の
水
口
に
並
べ
て
立
て
、
ゴ
ミ
除
け 

と
す
る
。

二 

十
六
日
の
行
事
と
「
つ
く
り
も
のJ

十
六
日
に
は
、
千
匹
粥
を
つ
と
に
入
れ
て
、
三
本
辻
に
出
す
こ
と
は
あ
っ
た
。
そ
の
日
、
墓
参
り
を
す
る
。
家
中
の
者
が
朝
、
ア
ラ
レ
を
持
っ
て
行
く
。
千 

匹
粥
を
辻
に
出
し
て
か
ら
行
く
。

日
マ
ュ
ヵ
キ

オ
シ
ラ
様
の
マ 

ユ
ダ
マ
は
十
七
日
に
取
る
。
他
の
マ 

ユ
ダ
マ
は
十
九
日
の
朝
に
取
り
、

「
二
十
日
正
月
の
風
に
あ
わ
せ
る
な
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

マ
ユ
ダ 

マ
を
入
れ
る
器
は
昔
か
ら
オ
ヒ
ッ
に
入
れ
た
。
昔
は
、

マ
ユ
ダ
マ
を
焼
い
て
草
刈
に
持
っ
て
行
く
と
蛇
に
か
ま
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。

鷗

そ

の

他

成
り
木
責
め
は
、
昔
は
あ
っ
た
。
ナ
タ
で
傷
を
つ
け
る
ま
ね
を
し
た
。

五
小
正
月
の
飾
り
も
の•

供
え
も
の
の
片
づ
け
と
処
分

十
七
日
と
十
九
日
、
二
十
日
正
月
の
朝
食
後
一
年
中
使
用
す
る
荷
縄•
背
負
い
縄•

た
ず
な
な
ど
を
作
っ
た
。

ま
た
、

「
つ
く
り
も
の
」
の
最
終
的
処
分
は
、

ハ
ナ
の
場
合
、
そ
れ
で
二
十
日
正
月
に
お
茶
を
わ
か
す
の
み
で
あ
る
。

(

阿

部
 

孝

)



唐

沢

姫

雄

家

の

つ

く

り

も

の

I
、

概 

観

唐
沢
家
は
、
大
字
五
反
田
の
中
央
、
中
村
地
区
に
あ
り
、
二
十
九
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
道
祖
神
が
二 

体
あ
り
、
上
組
と
下
組
に
わ
か
れ
る
。
上
組
道
祖
神
は
十
三
戸
、
下
組
道
祖
神
は
十
六
戸
と
な
っ
て
い
る
。
 

唐
沢
家
は
上
組
に
所
属
し
て
い
る
。

小
正
月
の
各
行
事
と
「
つ
く
り
も
の
」
は
、
各
々
の
家
の
神•

仏
と
こ
の
道
祖
神
を
中
心
と
し
て
、

一
年 

の
幸
せ
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

中
村
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
が
「
ナ
ゲ
バ
ナ
」•

「
ハ
ラ
ミ
バ
シ
」.

「
カ
ユ
カ
キ
棒
」•

「
マ
ユ
ダ
マ
」 

を
作
っ
て
い
る
が
、
昔
か
ら
の
伝
統
は
失
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

二
、
山

入

り

「
山
入
り
」
は
、
正
月
四
日(

年
に
よ
り
五
日)

に
す
る
。
(

写
真
81)

供
え
も
の
と
し
て
、
ノ
シ
モ
チ
を
二
つ
に
切
っ
て
半
紙
に
包
み
持
っ
て
行
く
。
御
幣
は
作
ら
な
い
。

最
初
に
切
る
木
の
前
に
、
包
ん
で
い
っ
た
半
紙
を
ひ
ろ
げ
、
そ
の
上
に
モ
チ
を
供
え
る
。

山
は
、
自
分
の
家
の
持
ち
山
へ
行
く
こ
と
が
多
い
。
家
か
ら
の
方
位
な
ど
は
決
め
て
い
な
い
。

木
を
切
る
時
、
特
に
決
ま
っ
た
切
り
方
は
し
な
い
。
倒
す
方
向
を
定
め
て
木
の
元
か
ら
切
り
倒
し
、
使
え
る
部
分
だ
け
残
し
て
枝
な
ど
を
切
り
落
と
す
。
 

切
る
木
は
、
オ
ッ
カ
ド(

ノ
デ
ン
ボ
ウ•

ヌ
ル
デ)
•

ヤ
マ
ッ
ク
ヮ(

ボ
ク
の
木•

ヤ
マ
ボ
ウ
シ)
•

エ
ゴ
ン
ボ
ウ(

エ
ゴ
の
木)

で
あ
る
。

切
っ
た
木
は
、
肩
に
担
い
で
運
ぶ
。

家
で
の
扱
い
方
も
、
特
に
決
ま
っ
て
は
い
な
い
。
物
置
き
な
ど
の
土
間
に
ー
ヶ
所
に
ま
と
め
て
置
く
。

三
、
木

の

種

類

写真81 十二様へモチを供えて拝む



切
っ
て
き
た
木
は
、

ハ
ナ
に
は
、
ミ
ズ
ブ
サC

、、

ズ
キ)

、
「
つ
く
り
も
の
」
及
び
木
像
に
は
、
オ
ッ
ヵ
ド(

ノ
デ
ン
ボ
ウ
ま
た
は
ヌ
ル
デ)

を
用
い
る
。
 

一
方
、

マ
ユ
ダ
マ 
(

メ
エ
ダ
マ
と
い
う)

を
さ
す
木
は
、

エ
ゴ
ン
ボ
ウ(

エ
ゴ
の
木)

を
用
い
、
座
敷
を
飾
る
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
は
、
ヤ
マ
ッ
ク
ヮ(

ヤ
マ 

ボ
ウ
シ)

を
使
う
。
オ
シ
ラ
様
に
は
、
特
に
供
え
て
は
い
な
い
。

四
、
作
る
日•

場

所•

道
具

も
の 

つ
く
り
の
日
に
対
す
る
特
別
の
呼
び
方
は
な
い
が
、

「
小
正
月
の 

つ
く
り
も
の
を
す
る
かJ

と
言
う
よ
う
な
こ
と
で
作
る
。

も
の
つ
く
り
の
日
は
、
特
に
決
め
て
は
い
な
い
が
、
大
体
正
月
十
一 
•

十
二
日
に
行
う
。
行
う
場
所
は
、H

ン
ガ
ヮ•

作
業
場
な
ど
陽
あ
た
り
の
よ
い
所
、
 

ま
た
は
家
の
台
所
な
ど
で
行
う
。

使
用
す
る
道
具
は
、
ノ
コ
ギ
リ•

ナ
タ•

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ•

キ
リ
ダ
シ.

ハ
ナ
バ 

サ
ミ
ま
た
は
剪
定
バ 

サ
ミ
な
ど
で
、
台
は
特
に
決
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、
 

柱
の
切
り
落
し
の
よ
う
な
四
角
の
木
を
使
う
。

木
像
は
、
オ
ッ
カ
ド
を
適
当
な
長
さ(

約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル)

に
切
り
、
皮
を
む
い
て
表
面
が
乾
い 

た
ら
、
墨
で
顔
を
書
く
。

作
っ
た
も
の
は
、
入
れ
も
の
な
ど
に
は
入
れ
ず
、
年
神
様
の
棚
に
上
げ
て
置
く
。

五
、
も
の
つ
く
り

ー
 

ハ
ナ
の
作
り
方

ジ
ユ
ゥ
ロ
ク(

写
真
82)

は
、

ニ
ヮ
ト
コ
の
節
と
節
と
の
間
に
八
段
に
か
い
た
も
の
を
二
本
作
り
、

一
組 

と
す
る
。

※
 

こ
れ
以
下
の
ハ
ナ
は
、
毎
年
、
近
く
の
富
沢
義
真
喜
氏(

吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
五
反
田
二
七
七) 

が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

富
沢
氏
は
、
道
具
に
ノ
コ
ギ
リ.

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ•

キ
リ.

ナ
タ
を
使
用
し
、

「
山
入
り
」
の
日
に
、、、
ズ 

ブ
サ
を
切
っ
て
来
て(

前
年
か
ら
来
年
の
ハ
ナ
の
木
に
す
る
も
の
の
目
ぼ
し
を
つ
け
て
お
く)

、
ナ
タ
で
皮

写真82



を
む
い
て
乾
燥
さ
せ
る
。
乾
燥
の
こ
ろ
あ
い(

程
度
に
よ
っ
て
よ
く
で
き
た
り
で
き
な
か
っ
た
り
す
る)

を
み
て
作
る
。

<

ホ
ダ
レ>

エ
ン
ガ
ヮ
の
柱
の
根
な
ど
に
ミ
ズ
ブ
サ
の
元
の
方
を
つ
き
お
さ
え
、
木
の
末
に
は
芯
に
キ
リ
を
さ
し
込
ん
で
持
ち
固
定
し
、

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ
で
、
た
れ
る
部 

分
が
螺
線
状
に
な
る
よ
ぅ
に
作
る
。
こ
れ
は
一
人
で
で
き
る
。

<

 
ノ 

シ>

ホ
ダ
レ
の
螺
線
状
に
た
れ
る
部
分
を
の
び
た
形
に
作
る
。

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ
で
、
引
き
は
じ
め
た
所
を
他
の
一
人
が
持
ち
、
引
き
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
手
か
ら 

は
な
す
。
こ
れ
を
一
回
転
以
上
引
い
て
か
ら
中
心
の
部
分
を
切
り
は
な
す
。

 

く
ク
ル
マ
ッ
パ
ナ
ま
た
は
キ
ク
バ
ナV

ホ
ダ
レ
や
ノ
シ
を
作
っ
た
あ
と
の
材
料
で
こ
の 

ハ
 

ナ
を
作
る
。

ホ
ダ
レ
の
螺
線
状
の
も
の
を
短
か
く
す
る
と
木
を
中
心
に
し
て
車
ま
た
は
菊
の
花
の
よ
ぅ
に
作
れ
る
。
こ
れ
を
竹
を
割
っ
て
先
を
尖
ら
せ
て
、
そ
れ
に
さ
し

込
ん
で
作
る
。

<

ナ
ゲ
バ
ナ>

 
(

写
真
83)

ホ
ダ
レ•

ノ
シ•

ク
ル
マ
ッ
パ 

ナ
を
作
っ
た
あ
と
の
ミ
ズ
ブ
サ
の
木
か
ら
作
る
。

ハ
 

ナ
カ
キ
ナ
タ
で
短
か 

い
螺
線
状
の
ハ
ナ
を
引
き
、
五
回
目
に
木
か
ら
は
な
れ
る
よ
う
に
引
く
。
(

以
上
が
富
沢
義
真
喜
氏
の
作
る 

ハ
ナ
で
あ
る)

二' 

カ
ユ
カ
キ
棒
の
作
り
方(

写
真
84)

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
長
さ
に
切
り
、
ナ
タ
で
皮
を
む
き
、
木
の
末
の
方
を
尖
ら 

せ
る
よ
う
に
削
り
、
元
の
方
の
切
り
口
を
十
文
字
に
割
れ
目
を
つ
け
る
。
(

写
真
85)

三
ハ
ラ
ミ
バ
シ
の
作
り
方(

写
真
86)

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
約
二
十
〜
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
に
切
り
、
皮
を
む
い
て
細
く
割
り
、
木
の
中
ご 

ろ
の
芯
に
あ
た
る
方
を
ふ
く
ら
む
よ
う
に
ナ
タ
で
削
り
、
両
切
り
ロ
を
尖
ら
せ
る
。

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
で
木
の 

皮
に
面
し
た
方
に
二
回
ハ
ナ
を
か
く
。
(

写
真
87)

数
は
家
族
の
数
の
他
に
年
神
様
の
分
を
二
膳
、
そ
の
他

写真83



に
客
の
分
と
し
て
二
膳
ほ
ど
作
っ
て
お
く
。

四

ア

ー

ボ
•

ヒ
ー
ボ
の
作
り
方

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
約
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
も
の
を 

十
六
本
切
り
、
ぅ
ち
八
本
は
皮
を
む
き
、
他
の
八
本
は
皮
を
む 

か
な
い
。
こ
れ
を
竹
を
末
の
方
か
ら
途
中
ま
で
十
六
本
に
割
り
、
 

そ
の
先
を
尖
ら
せ
て
、
皮
を
む
い
た
も
の(

ア
ー
ボ)

と
皮
を 

む
か
な
い
も
の(

ヒ
ー
ボ)

が
交
互
に
な
る
よ
ぅ
に
竹
の
先
に 

さ
し
、
こ
れ
を
堆
肥(

コ
ィ
ニ
ヮ
ま
た
は
コ
ィ
ヤ)

の
上
に
立 

て
る
。
(

写
真
88)

五
道
祖
神
の
作
り
方

オ
ッ
カ
ド
を
約
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
に
二
本
切
り
、
皮 

を
む
く
。
木
の
表
面
が
乾
い
た
時
期
を
み
て
、
墨
で
片
方
は
男 

子
の
顔
を
、

一
方
は
女
子
の
顔
を
書
き
、
そ
の
下
に
「
奉

納

道, 

祖
神
」
、
右
側
に
「
昭
和
六
十
一
年
」
、左
側
に
「
唐
沢
氏
」
と
書
く
。

写真84

写
真
85
ケH

カ
キ
棒
と
も
い
ぅ

写真86
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六

マ

ユ

ダ

マ
(

メ
エ
ダ
マ)

の
作
り
方(

写
真
89)

材
料
は
、

コ
メ
の
粉(

昔
は
石
臼
で
、
自
家
製)

を
使
用
し
、
昔
は
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ.

ヒH

の
粉
を
使
っ 

た
。
八
日
に
コ
メ
を
洗
っ
て
干
し
、
十
日
に
石
臼
で
挽
い
た
。
現
在
は
、
中
之
条
町
の
製
粉
所
へ
頼
ん
で
挽 

く
〇十

三
日
の
朝
か
ら
作
り
、
小
形
の
丸
い
形
の
も
の
を
、
神
様•

仏
様•

座
敷.

家
の
外
な
ど
に
供
え
る
。
 

そ
の
他
大
形
で
宝
珠
の
玉
の
形
の
も
の
を
八
個
作
る
。

マ
ユ
の
形
の
も
の
も
八
個
作
る
。
こ
の
十
六
個
を
、
 

「
ジ
ュ
ウ
ロ
ク
メ
エ
ダ
マ
」
と
い
う
。

ゆ
で
方
は
、
鍋
で
ゆ
で
る
。
あ
げ
る
と
す
ぐ
に
コ
メ
の
粉
を
つ
け
て
「
う
ち
わ
」
で
あ
お
い
で
さ
ま
す
。
 

ゆ
で
た
も
の
は
、
木
の
お
ひ
つ
に
全
部
を
入
れ
て
お
き
、
各
人
「
メ
ン
パ
」
に
入
れ
て
さ
す
。

神
仏
に
供
え
る
も
の
は
、
主
人
か
男
子
、
座
敷
に
飾
る
も
の
は
家
中
で
さ
す
。
(

写
真
90)

六
、
お
飾
り
か
え

飾
り
か
え
は
、
正
月
十
三
日
に
行
う
。

ー
 

ハ
ナ
の
供
X.
方

神

棚(

写
真
91) 

•

仏
壇•

屋

敷

神(

写
真
92) 
• 

土
蔵
に
は
ク
ル
マ
ッ
パ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ 

を
供
X.
る
。

ェ
ビ
ス
様•

馬
屋
の
神•

便
所
神•

作
業
所•

井
戸
神
に
は
、
ナ
ゲ
バ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
を
供 

X

る
。

ま
た
、
堆
肥
舎•

墓
地.

道
祖
神
な
ど
の
石
造
物•

社
や
お
堂
に
は
ナ
ゲ
バ
ナ
を
供
え
る
。
 

一
方
、
年
神
棚
に
は
、
ホ
ダ
レ
と
マ
ユ
ダ
マ
を
供
え
、
釜

神(

荒
神)

様
(

写
真
93)

に
は
、
 

ク
ル
マ
ッ
パ
ナ
ま
た
は
ナ
ゲ
バ
ナ•

マ
ユ
ダ
マ
を
供
え
る
。

ま
た
、
玄

関(

写
真
94) 

に
は
、
ノ
シ
と
ク
ル
マ
ッ
パ
ナ•

マ
ユ
ダ
マ
を
供
え
る
。

写真89

写
真
90
座
敷
の
お
飾
り



二
道
祖
神
の
祀
り
方

道
祖
神
を
作
り
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
日
ま
で
年
神
様
の
棚
へ
祀
っ
て
お
き
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
に
持
っ
て
行 

く
〇三

ァ

ー

ボ
•

ヒ
ー
ボ
の
供
ぇ
方

堆

肥(

コ
ィ•

コH
)

 

の
上
に
立
て
る
。
地
神
様
に
供
ぇ
る
と
い
い
、
新
し
く
堆
肥
を
積
み
あ
げ
る
こ
と 

は
し
な
い
。
ァ
ー
ボ.

ヒ
ー
ボ
に
ま
つ
わ
る
行
事
の
話
は
特
に
な
い
。

写真91

写真92写真93

写
真
94



四
マ
ユ
ダ
マ
の
飾
り
方•

供
ぇ
方

年
神
様
に
は
、H

ゴ
ン
ボ
ウ(

ヱ
ゴ
の
木)

に
マ
ユ
ダ
マ
を
五
個
さ
し
て
、
年
神
様 

の
棚
板
を
吊
し
て
あ
る
縄
に
結
び
つ
け
る
。
神
棚
に
も
同
じ
よ
ぅ
に
す
る
。

オ
シ
ラ
様
へ
供
ぇ
る
も
の
は
、
ジ
ュ
ウP

ク
メ
ヱ
ダ
マ
と
い
い(

写
真
95)

、
大
形 

の
宝
珠
の
形
に
し
た
も
の
を
八
個
、

マ
ユ
の
形
に
し
た
も
の
を
八
個
、
合
計
十
六
個
の 

マ
ユ
ダ
マ
を
座
敷
の
さ
し
が
も
い
に
結
び
つ
け
る
。

使
用
す
る
木
は
、
ヤ
マ
ッ
ク
ヮ(

ヤ
マ
ボ
ウ
シ)

の
木
で
、
な
る
べ
く
枝
の
こ
ん
で 

い
る
根
株
の
も
の
を
使
ぅ
。
竹
は
使
わ
な
い
。

七
、
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

ー
 

ド
ン
ド
ン
焼
き
と
「
つ
く
り
も
のJ

シ
ノ
ダ
ヶ
に
モ
チ
を
さ
し
て
持
っ
て
行
き
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
火
で
焼
き
、
家
へ
持
っ
て
帰
り
、
家
中
で 

食
べ
る
。

道
祖
神
の
「
つ
く
り
も
の
」
を
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
火
で
黒
こ
げ
に
な
る
ま
で
焼
き
、
道
祖
神
に
供
え
る
。
 

(

写
真
96)

二 

十
五
日
粥(

小
豆
粥)

と

「
つ
く
り
も
の
」

十
五
日
粥(

小
豆
粥)

に
は
、
カ
ユ
カ
キ
棒
の
十
文
字
の
割
れ
目
に
モ
チ
を
は
さ
ん
で
、
鍋
の
中
の
小
豆 

粥
の
表
面
を
か
き
ま
わ
し
て
コ
メ
粒
を
つ
け
る
。
(

写
真
97) 

唱
え
ご
と
は
特
に
な
い
。
カ
ユ
カ
キ
棒
は
、
 

小
正
月
中
は
正
月
の
棚
に
上
げ
て
置
き
、
そ
の
後
は
、
神
棚
に
上
げ
て
置
く
。
そ
し
て
、
稲
の
苗
代
の
水
口 

(

ミ
ナ
ク
チ)

に
立
て
る
。

一
方
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
家
中
で
小
豆
粥
を
食
べ
る
際
に
用
い
る
。
(

こ
の
時
、

ロ
で
吹
い
て
食
べ
る
と
、
 

田
植
の
時
に
風
が
吹
い
て
よ
く
植
え
ら
れ
な
い
と
い
ぅ
。
だ
か
ら
、
吹
か
な
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
よ
ぅ
に
さ

写真95 ジュウロクメヱダマ
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ま
し
て
か
ら
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る)

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
、
小
正
月
中
は
正
月
の
棚
に
上
げ
て
お
き
、
そ
の 

後
は
お
勝
手
の
高
い
所
に
お
い
て
、
後
に
苗
代(

ネH

マ)

の
水
口
に
立
て
る
。

T
H

マ
ユ
カ
キ

マ
ユ
カ
キ
の
日
は
正
月
十
八
日
で
、
取
っ
た
マ
ユ
ダ
マ
は
お
ひ
つ
な
ど
に
入
れ
る
。

マ
ユ
ダ
マ
に
関
す
る 

.

以
下
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。①

二
十
日
の
風
に
あ
わ
せ
て
は
い
け
な
い(

理
由
は
わ
か
ら
な
い)

。②

昔
は
、
 

マ
ユ
ダ
マ
を
袋
や
俵
に
入
れ
て
お
き
、
蚕
を
飼
う
時
の
間
食
に
し
た
と
い
う
。

四 

小
正
月
の
飾
り
も
の•

供
え
も
の
の
片
づ
け

全
て
、

一
月
十
八
日
の
マ
ユ
カ
キ
の
日
に
片
づ
け
る
。

五 

「
つ
く
り
も
の
」
の
最
終
的
な
処
分

ハ
ナ•

ホ
ダ
レ
は
、
二
階
や
物
置
な
ど
に
片
づ
け
て
お
き
、
蚕
の
「
初

ズ

ゥ(

熟
蚕)
」
を
つ
け
る
ま
ぶ
し 

(

初
ま
ぶ
し
と
い
う)

に
使
う
。

ま
た
、
箸
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。①
 

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
大
き
い
稲
穂
に
な
る
よ 

う
に
願
う
も
の
で
あ
る
。②

苗

代(

ネ
エ
マ)

の
水
口
に
立
て
て
、
よ
い
苗
が
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
た
。

一
方
、
養
蚕
と
の
つ
な
が
り
で
は
、

ハ
ナ•

ホ
ダ
レ
は
、
初
シ
キ
リ(

初
ズ
ゥ
と
も
い
う=

熟
蚕
の
こ
と)

を
拾
っ
た
時
に
「
初
ま
ぶ
し
」
と
言
っ
て
、
こ 

れ
に
熟
蚕
を
た
け
る
。

そ
の
他
、
正
月
の
棚
は
二
十
日
の
風
に
あ
わ
せ
る
な
と
言
っ
て
、
朝
な
る
べ
く
早
く
片
づ
け
る
。
大
き
な
声
で
「
天
地
に
ひ
び
け
」
と
唱
え
て
、
座
敷
か
ら 

庭
へ
ほ
う
り
だ
す
。
ま
た
、
正
月
の
棚
板
は
、
毎
年
新
し
い
も
の
を
ひ
い
て
使
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
は
毎
年
同
じ
も
の
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、

マ
ユ
ダ
マ
を
ヤ
マ
ッ
ク
ヮ
の
木
に
さ
し
て
座
敷
に
飾
る
が
、
そ
の
時
花
菓
子
を
中
之
条
町
の
一
月
十
一
日
の
市(

ボ
ク
市
と
い
う)

で
買
っ
て
来
て 

飾
る
。
こ
の
花
菓
子
は
、
高
崎
市
九
蔵
町
九
五
番
地
、
八
間
道
路
と
呼
ば
れ
る
所
の
も
な
か
や
「
美
濃
屋
」
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
昔
は
、
何
軒
も
の
店
が 

で
た
が
、
現
在
は
、
こ
の
「
美
濃
屋
」
一
軒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
大
事
な
仕
事
だ
か
ら
、
で
き
る
だ
け
続
け
た
い
と
言
っ
て
い
た
。

(

奈

良

秀

重

)

写真97



松

井

次

郎

家

の

つ

く

り

も

の

I
、

概 

観

松
井
家
は
、
大
字
大
塚
の
西
に
位
置
し
、

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
は
、
各
々
の
家 

の
神•

仏
と
小
丸
山
の
道
祖
神
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
丸
山
の
道
祖
神 

を
祀
る
戸
数
は
二
十
戸
で
あ
る
。

昔
は
全
部
の
家
で
「
つ
く
り
も
のJ

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
簡
略
化
さ
れ
て
、
 

「
ナ
ゲ
バ
ナ
」•

「
ハ
ラ
ミ
バ
シ
」
を
作
る
家
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
松
井
家
は
以
前
か
ら
伝
統
を
守
り
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
山

入

り

一
月
二
日
の
朝
、
朝

祝

い(

ア
サ
ィ
ヱ 

ヱ
と
い
う)

を
済
ま
せ
て
か
ら
出
掛
る
。

半
紙
を
二
枚
持
ち
、
山
へ
着
い
た
ら
細
い
木
を
適
宜
の
長
さ
に
切
り
、
紙
を
手
で
ち
ぎ 

り
御
幣
を
作
り
、
そ
の
木
に
結
び
つ
け
る
。
ま
た
、

ノ
シ
モ
チ
を
四
角
に
切
っ
た
も
の
を 

二
個
半
紙
に
包
み
持
ち
、
半
紙
を
台
に
し
て
供
え
る
。
そ
し
て
、
頭
を
下
げ
、
か
し
わ
手 

を
打
っ
て
拝
む
。
(

写
真
98)

「
山
入
り
」
の
方
向
な
ど
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
大
体
北
の
方
向
へ
行
き
、
ほ
と
ん
ど 

自
分
の
山
の
木
を
切
っ
て
来
る
。

木
の
切
り
方
は
、
年
神
様
の
方
向
へ
向
か
な
い
よ
う
に
し
て
、

「
ノ
コ
ギ
リ
」.

「
ナ 

夕
」
な
ど
を
使
っ
て
切
る
。
切
っ
て
来
る
木
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
(

写
真
99) 

ヤ
マ
ッ
ク
ワ(

ボ
ク
と
い
う)
•

オ
ッ
カ
ド(

ヌ
ル
デ•

ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
ま
た
は
ノ
デ
ン 

ボ
ウ
と
い
う)
•

ミ
ズ
ブ
サ(

ミ
ズ
キ)

•

コ
メ
ゴ
メ 
•

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
で
あ
る
。

写
真
98
士 S

へ
モ
チ
を
供
え
、
御
幣
を
あ
げ
て
拝
む

写
真
99
オ
ッ
カ
ド
を
切
る



こ
れ
ら
を
背
に
負
ぅ
か
、
担
い
で
運
ぶ
。
特
別
の
取
り
扱
い
方
は
せ
ず
、
置
き
方
も
決
め
て
い
な
い
が
、
 

陽
の
あ
た
ら
な
い
よ
ぅ
な
所
へ
置
く
。

三
、 
木

の

種

類

切
っ
て
来
た
木
は
、

ハ
ナ
に
は
、
ミ
ズ
ブ
サ(

ミ
ズ
キ)
•

コ
メ
ゴ
メ 
•

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
を
用
い
、
 

「
つ
く
り
も
の
」
及
び$

に
は
、
オ
ッ
カ
ド(

ヌ
ル
デ,

ヌ
ル
デ
ン
ボ
ウ
ま
た
は
ノ
デ
ン
ボ
ウ)

を
用
い
る
。
 

一
方
、

マ
ユ
ダ
マ
を
さ
す
木
は
、
年
神
の
マ
ユ
ダ
マ
の
木.

オ
シ
ラ
様
の
マ
ユ
ダ
マ
の
木.

座
敷
に
飾 

る
マ 

ユ
ダ
マ
の
木.

家
の
外
に
供
え
る
マ
ユ
ダ
マ
の
木
、
以
上
い
ず
れ
も
ヤ
マ
ッ
ク
ヮ(

ヤ
マ
ボ
ウ
シ. 

ボ
ク)

を
用
い
る
。

四
、 
作
る
日•

場

所•

道
具

松
井
家
で
は
、
も
の
つ
く
り
の
日
に
対
す
る
特
に
決
ま
っ
た
名
称
は
な
く
、
ま
た
も
の
つ
く
り
の
日
も

決
ま
っ
て
お
ら
ず 

暖
か
い
日
を
選
ん
で
す
る
。
作
る
場
所
は
、

エ
ン
ガ
ヮ
で
、
道
具
に
は
、
ナ
タ•

ノ
コ
ギ
リ•

キ
リ•

小
刀.

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ•

ヵ
ナ
ヅ 

チ
を
使
ぅ
。
(

写
真
100)

台
に
は
、
四
角
の
棒(

柱
の
切
り
落
と
し
な
ど)

を
使
い
、
作
っ
た
も
の
は
、
木
の 

箱
(

今
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
箱)

に
入
れ
、
座
敷
の
床
の
間
の
あ
た
り
に
置
く
。

五
、
も
の
つ
く
り

ー
 

ハ
ナ
の
作
り
方(

I

段
•

二
段.

三
段)
(

写
真
101)

一  

段
作
り(

大)

の
ハ
ナ
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
・
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
の
直
径
ニ
セ
ン
チ
メ 

丨
ト
ル
位
、
長
さ
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
も
の
に
一
段
に
作
る
。
(

神

棚.

年
神 

様•

仏
壇
に
飾
る)
(

写
真
102)

写真100 左からハナカキナタ•キリ•ナイフ. 

カナヅチ•ノコギリ•ナタ

写真101



一
段
作
り(

小)

の
ハ
ナ
は
、

コ
メ
ゴ
メ 
•

ム

ラ

サ. 

キ
シ
キ
ブ
の
直
径
五
〜
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
位
、
長
さ
二 

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
も
の
に
一
段
に
作
る
。(

外 

回
り•
門
松•
ィ
ナ
リ
様•

墓
地
な
ど
に
供
え
る)

(

写
真
103)

ニ
ハ
ナ
の
作
り
方

ホ
ダ
レ
を
三
段
に
作
る
。
(

写
真
104) 

コ
メ
ゴ
メ
の 

木
を
二
本
に
か
い
て
作
る
。
木
の
元
か
ら
三
段
に
、
七 

回•

五
回•

三
回
か
き
、
七•

五•

三
に
三
段
に
か
い 

て
作
る
。
(

写
真
105)

写真102 内飾りのハナ
左：ムラサキシキブ(2本) 
右：ミズブサ(2本j

写真103 外飾りのハナ

写
真
104
ホ
ダ
レ
作
り

写真105



三
カ
ユ
カ
キ
棒
の
作
り
方

オ
ツ
カ
ド
の
直
径
五
、
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
、
長
さ
が
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位 

の
も
の
二
本
、
木
の
末
を
ナ
タ
で
尖
ら
せ
、
元
の
方
を
十
文
字
に
ナ
タ
で
割
れ
目
を
つ 

け
る
。
(

皮
を
む
く
が
、

ハ
ナ
は
つ
け
な
い)
(

写
真
106)

四

ア

ー

ボ
.

ヒ
ー
ボ
の
作
り
方

オ
ツ
カ
ド
を
使
ぅ
。
長
さ
は
約
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
皮
を
む
い
た
も
の 

(

ア
ー
ボ)

を
四
本
、
皮
を
む
か
な
い
も
の(

ヒ
ー
ボ)

を
四
本
、
合
計
八
本
作
る
。
 

(

写
真
107)

五
農
具
の
作
り
方

カ
マ•

テ
ン
ガ•

3

シ
ゴ.

ツ
ル
ハ
シ•

ナ
タ.

シm

ベ
ル•

ア
ラ
ク
ワ.

ク
サ
カ
キ.
3

キ
な
ど
を
作
り
、
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
使
い
、
ナ
タ•

ノ
コ
ギ
リ

ナ
イ
フ•

キ
リ
な
ど
の
道
具
で
作
る
。
(

写
真
108)

六

道

祖

神

の

作

り

方(

写
真
109)

太
め
の
オ
ッ
カ
ド
を
上
半
分
を
二
つ
の
山
形
に
削
り
、
男
(

右
側)
•

女
(

左
側)

の
顔
を
書
い
て
作
る
。

写真107

写真108左上からッルハシ• 
ヨツゴ•クワ•カマ

左下からヨキクサかき・ア 
ラグヮ(開墾鍬)•シャベル



七

作

男
•

作
女
の
作
り
方

オ
ッ
ヵ
ド
の
皮
を
む
い
て
、
三
分
の
二
位
の
所
に
ノ
コ
ギ
リ
で
切
れ
目
を
入
れ
、
下
の
方
か
ら
「
ナ
タ
」
で
切
れ
目
ま
で
削
り
を
入
れ
る
。
三
分
の
一
の
所 

に
、
男
と
女
の
顔
を
墨
で
書
く
。
(

写
真
110)

八
マ
ユ
ダ
マ
の
作
り
方

材
料
は
コ
メ
の
粉(

昔
は
ト
ウ
モP

コ
シ•

ヒ
エ
で
マ
ユ
ダ
マ
を
作
っ
た)

を
用
い
、
粉
は
大
正
月
の
終
わ
っ
た
七
日
か
八
日
頃
に
挽
い
た
。

マ
ユ
ダ
マ
は
、
十
三
日
に
作
る
。
ジ
ュ
ウn

ク
メ
エ
ダ
マ
は
「
マ
ユ
」
の
形
に
作
り
、
他
は
全
部
丸
い
形
に
す
る
。

ゆ
で
方
は
、
ま
ず
大
き
い
鍋
で
ゆ
で
た
後
、
鍋
か
ら
シ
ョ
ウ
ギ
に
あ
げ
、
そ
の
あ
と
す
ぐ
に
「
ぅ
ち
わ
」
で
あ
お
ぐ
。
な
お
、
粉
を
こ
ね
る
時
は
熱
湯
で
こ 

ね
る
。
ま
た
、

マ
ユ
ダ
マ
の
さ
し
方
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。

六
、
お
飾
り
か
え

飾
り
か
え
は
、
正
月
十
三
日
に
行
ぅ
。

ー
 

ハ
ナ
の
供
え
方

神
棚
に
は
、

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
の
ハ
ナ(

写
真
111)

、
年
神
棚
に
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
ハ
ナ(

写
真
112)

、
仏
壇
に
は
、
小
形
の
ハ
ナ(

コ
メ
ゴ
メ)

、

エ
ビ 

ス
様
に
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
ハ
ナ•

ボ
ク
の
マ
ユ
ダ
マ(

写
真
113
〕
、
釜
神
様
に
は
、

コ
メ
ゴ
メ
の
ハ
ナ•

マ
ユ
ダ
マ
は
ボ
ク
に
さ
す
。
馬
屋•

床
の
間
に
は
飾

写真109

写真110 左：作女右：作男



ら
な
い
。
便
所
の
神
に
は
外
飾
り(

コ
メ
ゴ
メ
の
ハ
ナ)

を
行
い
、
玄
関
に
は
、
ホ
ダ
レ
を
横
に
し
て
飾
る
。

一
方
、
門
口
に
は
、

コ
メ
ゴ
メ
の
外
飾
り
の
ハ

ナ
を
、
屋
敷
神.

井
戸
神•

墓

地(

各
石
塔
ご
と
に)

な
ど
に
も
同
様
の
外
飾
り
の
ハ
ナ
を
供
ぇ
る
。
ま
た
、
堆

肥

舎(

コ
ィ
バ)

に
は
、
ア
ー
ボ•

ヒ
ー
ボ

を
立
て
る
が
、
道
祖
神
な
ど
の
石
造
物
に
は
、

ハ
ナ
飾
り 

を
し
な
い
が
、
前
の
地
蔵
に
は
、

ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
を
供 

え
る
。

二

作

男
•

作
女
の
供
え
方

正
月
十
四
日
に
、
小
丸
山
の
道
祖
神
に
供
え
る
。
作
物 

が
よ
く
と
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
に
は
何 

も
進
ぜ
な
い
。

三

ア

ー

ボ
•

ヒ
ー
ボ
の
供
え
方

コ
エ-1

ヮ
(

コ
エ
オ
キ
バ)

に
立
て
る
。
地
神
様
に
供 

え
、
作
物
が
よ
く
育
つ
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア 

丨
ボ•

ヒI

ボ
に
ま
つ
わ
る
行
事
の
話
は
特
に
な
い
。
ア 

丨
ボ•

ヒ
ー
ボ
は
、
田
植
の
時
、
こ
わ
め
し(

赤
飯)

を 

ふ
か
す
際
に
燃
や
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

四
農
具
の
供
え
方

地
神
様
へ
供
え
る
。
作
物
が
よ
く
育
つ
よ
ぅ
に
願
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
(

写
真
112) 

年
神
様
の
前
に
一
つ
一
つ
紐
で
下
げ
て
供
え
る
。
小
正
月
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
子
供
の 

玩
具
に
し
た
。

五
マ
ユ
ダ
マ
の
飾
り
方•

供
え
方

年
神
棚.

神
棚
に
、
ボ
ク
の
木
に
さ
し
て
、
左
と
右
に
一
本
ず
つ
供
え
る
。

写真111

写真112

写真113



七
、
小
正
月
行
事
と
の
か
か
わ
り

一
 

十
五
日
粥(

小
豆
粥)

と

「
つXX

り
も
のJ

カ
ユ
カ
キ
棒(

ヶ
エ
カ
キ
ボ
ゥ)

は
、
小
豆
粥
を
作
っ
た
直
後
に
カ
ユ(

オ
ヶH

)

 

の
表
面
を
カ
ユ
カ
キ 

棒
の
割
っ
た
方
で
か
き
ま
わ
し
て
、
カ
ユ
を
少
し
つ
か
せ
る
。
唱
え
ご
と
は
別
に
な
い
。
カ
ユ
カ
キ
棒
は
、
 

小
正
月
中
は
、
正
月
の
棚
に
上
げ
て
お
き
、
小
正
月
の
終
わ
っ
た
あ
と
は
神
棚
に
置
く
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
、
小
豆
粥
を
食
べ
る
の
に
使
い
、
小
正
月
中
は
、
正
月
の
棚
に
、
小
正
月
が
終
わ
っ
た
あ 

と
は
神
棚
に
お
く
。
(

写
真
114)

そ
の
後
、
稲
の
苗
代(

ネ
ヱ
マ)

の
水
口
に
カ
ユ
カ
キ
棒
を
立
て
る
。
田 

植
の
時
、

ハ
ラ
ミ
バ
シ
で
こ
わ
め
し
を
食
べ
る
。
田
植
の
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
田
の
水
口
に
カ
ユ
カ
キ
棒
、
 

ハ
ラ
ミ
バ
シ
を
立
て
る
。

小
豆
粥
を
食
べ
る
時
に
、
吹
い
て
食
べ
る
と
、
田
植
え
に
風
が
吹
い
て
ょ
く
植
え
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て 

ぃ
る
。

ニ
ド
ン
ド
ン
焼
き
と
「
つ
く
り
も
の
」

道
祖
神
の
「
つ
く
り
も
の
」
は
、
年
神
様
の
棚
に
置
き
、
十
四
日
の
朝
ド
ン
ド
ン
焼
き
に
持
っ
て
行
き
、

「
つ
く
り
も
の
」
を
黒
く
な
る
ま
で
焼
き
、
道
祖 

神
(

小
丸
山
の
道
祖
神)

に
供
ぇ
る
。

写真114

写真115 ジャシキ(座敷)の 
マュダマ飾りくすだまが下 
げてある

写真116 ドンドン焼きの



ド
ン
ド
ン
焼
き(

オ
ン
ベ
ヤ)

に
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
枝
に
さ
し
て
ジ
ャ
シ
キ
に
置
い
た
マ
ユ
ダ
マ(

写
真
115)

を
十
四
日
の
朝
小
丸
山
の
道
祖
神
の
ド
ン
ド 

ン
焼
き
の
火
で
焼
き
、
家
に
持
っ
て
帰
り
、
家
中
の
者
で
食
べ
る
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
(

写
真
116)

三

マ

ユ

ヵ

キ.

そ
の
他

正
月
十
八
日
で
取
っ
た
。

マ
ユ
ダ
マ
を
入
れ
る
器
は
、
シ
ョ
ゥ
ギ
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
、
オ
シ
ラ
マ
チ•

成
り
木
責
め
な
ど
は
し
な
い
。

四 

小
正
月
の
飾
り
も
の•

供
え
も
の
の
片
づ
け
と
処
分

正
月
十
八
日
の
マ
ユ
ヵ
キ
の
日
に
行
い
、
最
終
的
な
処
分
は
、

ハ
ナ
ホ
ダ
レ
は
、
田
植
の
時
に
燃
や
す
。
箸
に
ま
つ
わ
る
話
は
特
に
な
い
。

(

奈

良

秀

重

)



石

川

広

吉

家

の

つ

く

り

も

の

I
、

概 

観

石
川
広
吉
氏
は
、
他
の
被
調
査
者
と
違
い
、
自
分
の
家
に
飾
る
「
つ
く
り
も
の
」
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
商
売
と
し
て
ハ
ナ
を
売
っ
て
い
る
数
少
な
い
一
人 

で
あ
る
。

昔
は
二
十
五
人
位
商
売
と
し
て
作
っ
て
い
る
人
が
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
で
は
村
中
に
石
川
氏
を
入
れ
て
三
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
石
川
氏
が
、
先
祖 

が
隠
居
に
出
て
か
ら
四
代
目
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
大
正
十
三
年
、
十
五
才
の
時
か
ら
、

「
つ
く
り
も
の
」
を
売
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
年
で
六 

十
二
年
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
石
川
氏
の
所
に
は
、
毎
年
「
つ
く
り
も
の
」
の
調
査
に
い
ろ
い
ろ
の
人
が
訪
ず
れ
て
お
り
、
小
正
月
の
飾
り
も
、
写
真
撮
影
に
訪
ず
れ
る 

人
の
た
め
に
、
毎
年
き
ち
ん
と
作
る
の
だ
と
い
う
。
(

群
馬
県
教
育
委
員
会
が
製
作
し
た
映
画
「
群
馬
の
小
正
月
ッ
ク
リ
モ
ノ J

に
も
出
演
し
て
い
る)

二
、 
山

入

り

「
山
入
り
」
は
正
月
二
日
で
あ
る
が
、
売
る
も
の
は
十
一
月
の
大
安
の
日
を
選
ん
で
山
に
入
っ
て
い
る
。
村
有
林
に
入
り
、
日
陰
に
は
え
て
い
る
ミ
ズ
ブ
サ 

の
木
を
切
っ
て
く
る
。
そ
の
時
、
十

二
様(

山
の
神)

に
お
供
え
を
す
る
。
供
え
も
の
は
、

モ
チ
と
オ
サ
ゴ
で
、
半
紙
を
手
で
や
ぶ
い
て
、
オ
ン
ベ
ロ(

御
幣) 

に
し
て
い
る
。
木
は
、
ナ
タ
と
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
て
、
必
要
な
部
分
だ
け
切
っ
て
く
る
。
運
ぶ
の
は
、
担
い
で
来
て
い
る
。
運
ん
で
来
た
木
は
、
日
陰
の
所
に 

干
し
て
お
く
。
乾
き
す
ぎ
て
、

ハ
ナ
ヵ
キ
ナ
タ
の
刃
が
立
た
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
陽
に
あ
て
て
お
く
だ
け
で
も
乾
い
て
し
ま
う
の
で
、
乾
き
具
合
に
は
特 

に
注
意
す
る
。
家
用
の
も
の
は
、
稲

荷
様(

屋
敷
神)

の
所
に
、
十
三
日
ま
で
置
い
て
お
い
た
。

三
、 
も
の
つ
く
り

も
の
つ
く
り
の
日
は
、
石
川
氏
宅
で
は
、
正
月
十
三
日
よ
り
前
の
都
合
の
い
い
日
に
ハ
ナ
を
か
い
て
お
く
と
い
う
が
、
十
三
日
を
「
農
の
日
」•

「
農
の
お 

飾
り
か
え
」
と
言
っ
て
い
る
。
オ
シ
ラ
サ
マ
を
祀
る
と
い
う
。

調
査
で
は
、
玄
関
で
作
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
い
つ
も
は
夜
、
ィ
ロ
リ
端
で
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。



道
具
は
、

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ•

ノ
コ
ギ
リ.

キ
リ
を
使
っ
て
い
る
。
(

写
真
117) 

大
き
さ
が
違
っ
て
い
る
。

ノ
コ
は
全
長
四
十
九.

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
刃 

が
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
あ
る
。
ナ
タ
は
、
十
七•

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
十
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
十
八
セ
ン
チ
メ I

ト
ル
の
も
の
と
あ
る
。
 

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
は
、
刃
の
大
き
さ
が
、
四
、
六
、
六
•

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
と
三
種
類
あ
っ
た
。
台
は
、
古
い
家
の
大
黒
柱
の
根
を
切
っ
て
使
っ
て
お 

り
、

ハ
ナ
カ
キ
ダ
イ
と
言
っ
て
い
る
。

作
っ
た
も
の
は
、
昔
は
箱
、
今
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
入
れ
、
乾
く
所
と
い
う
こ
と
で
、
二
階
に
上
げ
て
置
く
。
木
像
は
作
ら
な
い
。
ま
た
、
カ
タ
ナ•

農
具
は 

作
ら
な
い
が
、

「
つ
く
り
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
昔
は
や
っ
た
と
い
う
。

ハ
ナ
に
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
木
を
使
う
。

年
神
の
マ
ユ
ダ
マ
は
、
ヤ
マ
ク
ヮ(

ボ
ク)

の
木
を
使
う
が
、
ボ
ク
の
な
い
時
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
の
小
枝
を
使
う
。
家
に
よ
っ
て
は
、
シ
ラ
ハ
ギ
と
い
う
や
ぶ 

の
中
に
は
え
る
木
を
使
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ハ
ナ
は
、
十
六
段
バ
ナ
を
作
る
〇 

(

写
真
118)

二
本
の
ミ
ズ
ブ
サ
の
枝
で
、

一
本
で
八
段
か
き
、
二
本
で
十
六
段
と
な
る
〇 

(

写
真
119)

木
の
元
か
ら
先
へ 

か
い
て
い
る
。

写真117

写真118

写真119



他
の
ハ
ナ
は
、
ミ
ズ
ブ
サ
で
、
ク
ル
マ
バ
ナ(

オ
ミ
タ
マ
サ
マ.

歳
徳
神
さ
ま
用)
(

写
真
120
・
121)

、

ハ
ナ
、

一
段
だ
け
か
い
た
小
さ
な
ハ
ナ
で
あ
る
ナ 

ゲ
バ
ナ(

写
真
122)

、
カ
メ
ノ
コ
と
い
う
八
つ
を
一
組
に
飾
る
ハ
ッ
シ
ョ
ゥ
神(

写
真
123)

、
片
方
を
尖
ら
せ
る
地
神
様
の
ハ
ナ
が
あ
る
。
(

写
真
124
〕

カ
ユ
カ
キ
棒
は
、
十
四
、
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
に
作
る
が
、
上
部
は
四
つ
に
割
り
、

マ
ユ
ダ
マ
を
は
さ
む
と
い
う
が
、
下
部
は
杭
の
よ
う
に
尖 

ら
せ
る
。
(

写
真
125)

ハ
ラ
ミ,
、ハ
シ
は
、
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
割
り
、
片
方
だ
け
中
央
部
分
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
作
る
。
ふ
く
ら
ん
だ
方
を
向
か
い
合
せ
に
し
て
一
組
に
な
る
と
い
う
。
 

(

写
真
126)

ァ
ー
ボ.

ヒ
ー
ボ
は
、
オ
ッ
カ
ド
で
作
る
。
普
通
の
笹
竹
を
立
て
、
枝
先
を
切
っ
て
、
適
当
に
切
っ
た
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
さ
す
。
元
は
、
き
ち
ん
と
竹
を
割 

っ
て
作
っ
て
い
た
も
の
だ
が
、
今
は
七
夕
飾
り
の
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。
(

写
真
127)

木
が
乾
く
と
、
オ
ッ
カ
ド
が
枝
か
ら
落
ち
て
し
ま
う
。

セ
エ
ノ
神
、
道
祖
神
、
作
男•

作
女
、
案
山
子
神
、H

ビ
ス
様
に
つ
い
て
は
作
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

道
祖
神
に
つ
い
て
は
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
と
し
て
、
昔
は
や
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
や
は
り
火
事
に
な
っ
て
か
ら
、
や
ら
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

写真120

写真121

写真122



写
真
123

写
真
124

写
真

125

写真126

写
真
127



四
、
お
飾
り
か
え

飾
り
か
え
は
正
月
十
三
日
で
あ
る
。
(

写
真
128)

神
棚
に
四
本
、
正
月
棚
に
四
本
、
仏
壇
に
一
本
、
門
口
に 

一
本(

門
松
に
一
本)

飾
る
。

門
口
に
供
え
る
も
の
は
、
ヵ
ド
バ
ナ
と
い
ぅ
。
墓
地•

道 

祖
神
な
ど
の
石
造
物•
社
や
お
堂
に
は
ナ
ゲ
バ
ナ
を
上
げ
る
。
 

(

写
真
129)

ア
ヮ
俵•

ヒH

俵
を
十
三
日
に
作
っ
て
土
間
に
置
い
た
。
 

一
緒
に
農
具
を
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。
オ
ッ
ヵ
ド
の
木
で
作 

り
、

マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
た
。

ハ
ナ
ガ
シ
を
買
っ
て
吊
し
た
。
 

ア
ヮ
俵.

ヒ
エ
俵
は
、
十
七
日
に
と
っ
て
外
に
出
し
、
田
植 

の
赤
飯
を
ふ
か
す
の
に
こ
の
俵
を
燃
や
し
た
。

ア
ヮ
ボ•

ヒH

ボ
は
堆
肥
の
所
に
立
て
て
い
た
。
十
三
日
に
作
っ
て
、
オ
ッ
ヵ
ド
の
皮
を
む 

い
た
も
の
を
八
本
、
む
か
な
い
も
の
を
八
本
つ
け
た
。
地
神
様
に
供
え
る
と
い
ぅ
。
新
し
く
堆 

肥
を
積
み
あ
げ
る
。
ア
ヮ
ボ•

ヒK

ボ
の
行
事
の
話
に
つ
い
て
は
な
い
。

マ
ユ
ダ
マ
は
や
は
り
十
三
日
に
作
る
。
(

写
真
130) 

材
料
の
粉
は
コ
メ
で
、
都
合
の
良
い
日 

に
洗
っ
て
乾
か
し
て
お
く
。
昔
は
、
ト
ウ
ム
ギ•

チ
ョ
ウ
セ
ン
ム
ギ•

ヒ
エ
な
ど
を
作
っ
た
。
 

年
神
の
マ
ユ
ダ
マ
は
小
さ
い
普
通
の
玉
、
オ
シ
ラ
様
に
は
大
き
い
も
の
で
、
玉
が
八
個
、

マ 

ユ 

の
形
を
し
て
い
る
も
の
を
八
個
つ
け
る
。

他
に
、
俵
神•

大
神
宮
に
も
飾
る
が
、
こ
れ
は
小
さ
い
普
通
の
玉
を
つ
け
る
。

ふ
か
す
の
は
、
セ
ィ
ロ
で
、
ふ
か
し
あ
が
っ
た
も
の
を
シ
ョ
ウ
ギ
に
入
れ
て
お
い
て
木
に
さ 

す
〇

写真128

写真129

写
真
130



枝
の
先
を
切
り(

ツ
メ
を
と
る
と
い
う)

、
玉
に
さ
す
。

五
、 
年

と

り(

十
四
日
年)

オ
シ
ラ
サ
マ
は
、
昔
は
あ
っ
た
が
、
今
は
や
っ
て
い
な
い
。

オ
ミ
タ
マ
サ
マ
は
、
歳
徳
神
と
い
っ
し
ょ
に
ハ
ナ
を
作
っ
て
飾
っ
た
。
向
か
っ
て
左
が
オ
ミ
タ
マ
サ
マ
で
、
右
の
も
の
が
歳
徳
神
で
あ
る
と
い
う
。

六
、 
道
祖
神
と
ド
ン
ド
焼
き

ド
ン
ド
焼
き
は
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
や
っ
て
い
た
。
大
火
を
機
に
や
め
た
。
今
は
や
っ
て
い
な
い
。

七
、 
十
五
日
粥
と
「
つ
く
り
も
の
」

カ
ユ
カ
キ
棒
は
、
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
削
っ
て
作
る
が
、
四
つ
に
割
っ
た
と
こ
ろ
に
マ
ユ
ダ
マ
を
つ
け
て
粥
を
か
き
回
す
の
に
使
う
。

つ
け
た
マ
ユ
ダ
マ
を
福 

玉
と
い
う
。
使
っ
た
あ
と
は
、
神
棚
に
上
げ
て
置
く
。

カ
ユ
カ
キ
棒
は
二
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
苗
代
の
水
口
に
さ
し
て
置
く
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
、
使
っ
た
あ
と
、
お
勝
手
の
棚
の
上
に
上
げ
て
お
き
、
苗
代
の
水
口
の
カ
ユ
カ
キ
棒
の
先
に
さ
し
て
置
く
。

八
、 
マ
ユ
ダ
マ
カ
キ
と
片
づ
け

マ
ユ
ダ
マ
を
取
る
の
は
、
正
月
十
六
日
で
、
ボ
ク
休
め
と
い
う
。

マ
ユ
ダ
マ
は
適
当
な
入
れ
物
に
入
れ
て
お
い
た
。

マ
ユ
ダ
マ
に
関
す
る
話
は
な
い
。

十
六
日
に
片
づ
け
た
あ
と
、
二
十
日
に
ボ
ク
を
燃
や
す
か
、
そ
の
灰
を
ま
く
と
、
長
虫
が
入
ら
な
い
と
い
う
。

十
六
日
の
マ
ユ
ネ
リ
で
取
っ
た
マ
ユ
ダ
マ
は
食
べ
る
。

カ
カ
シ
を
立
て
る
こ
と
は
な
い
。

墓
参
り
は
十
四
日
に
ヮ
カ
モ
チ
を
持
っ
て
行
っ
た
。



こ
の
墓
参
り
は
「
先
祖
へ
御
年
始
」
と
い
う
。
ま
た
、

マ
ユ
ダ
マ
を
ゆ
で
た
汁
を
、
実
が
成
る
よ
う
に
柿
の
木
の
根
に
か
け
た
。
 

'

九
、
養

蚕

と

「
つ
く
り
も
の
」

昔
は
、
オ
シ
ラ
マ
チ
を
し
た
こ
と
、
オ
シ
ラ
様
へ
大
き
な
マ
ユ
ダ
マ
を
上
げ
て
い
る
点
に
、
養
蚕
に
対
す
る
願
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

十
、
稲

作

と

「
つ
く
り
も
の
」

石
川
氏
宅
で
は
、
俵
神
様•

地
神
様
を
祀
っ
て
い
る
。

西
の
入
口
か
ら
入
っ
た
土
間
に
飾
る
も
の
だ
が
、

ハ
ナ
と
マ
ユ
ダ
マ
を
さ
し
、
お
供
え
を
上
げ
る
。

米
•

麦
.

ア
ヮ
に
実
が
入
る
よ
う
に
願
う
も
の
と
い
う
。
燃
や
し
て
片
づ
け
る
と
い
う
。

十I
、

そ

の

他

ナ
ガ
ム
シ
除
け
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
日
、

マ
ユ
ダ
マ
を
牛
の
朝
草
刈
り
に
行
く
時
に
食
べ
て
行
く
と
ナ
ガ
ム
シ
に
か
ま
れ
な
い
と
い
う
。

花
ム
ス
ビ
を
す
る
の
も
同
じ
魔
除
け
で
あ
る
と
い
う
。

十
二
、
ま

と

め

正
月
十
一
日
の
中
之
条
町
の
ボ
ク
市(

写
真
131.

132)

、
正
月
十
二
日
の
渋
川
市
の
初
市
に
は
、
石
川
氏
は
店
を
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
市
で 

ハ
ナ
を
買
い
も
と
め
、
玄
関
に
ハ
ナ
を
飾
る
家
が
ま
だ
み
ら
れ
る
。

一
度
前
橋
へ
売
り
に
行
っ
た
が
、
全
く
売
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
(

写
真
133) 

(

井

野

修

二

)



写真131(中之条町のボク市)

写真132 (中之条町のボク市)

写真133 行商し、ハナを売る(子持村で)



後

藤

省

三

家

の

つ

く

り

も

の

;
概 

観

後
藤
省
三
氏
は
、
子
持
村
の
前
村
長(

村
議•

村
会
議
長
を
へ
て
、
村
長
に
な
る)

で
、
現
在
、
村
長
職 

を
退
い
た
が
、
ま
だ
ま
だ
多
忙
で
あ
る
。

「
つ
く
り
も
の
」
は
、
祖
父
が
作
っ
て
い
た
の
を
み
て
お
ぼ
ぇ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
も
う
ほ
と 

ん
ど
作
ら
ず
、
調
査
の
た
め
に
、
昔
を
思
い
出
し
て
作
っ
て
い
た
だ
い
た
。

後
藤
家
は
正
月
の
モ
チ
を
つ
か
ず
、
正
月
二
日
に
モ
チ
を
つ
く
と
い
う
モ
チ
な
し
家
例
で
あ
っ
た
が
、
今 

は
元
日
に
つ
く
ょ
う
に
変
わ
っ
た
。

二
、
山

入

り

昔
は
正
月
六
日
、
今
は
二
日
、
夜
の
明
け
な
い
ぅ
ち
に

子
持
山
の
上
の
方
で
切
っ
て
来
た
。
(

写
真
134)

六
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
位
離
れ
て
お
り
、
歩
い
て
行
っ
た
。
終 

戦
前
ま
で
、
オ
ノ
の
入
っ
て
い
な
い
山
が
あ
り
、
百
年
以
上
た
っ
た
ヤ
マ
ク
ヮ
の
木
の
い
い
所
を
切
っ
て
来 

た
。
こ
れ
は
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
し
た
。
こ
の
木
は
事
前
に
マ
ユ
ダ
マ
の
木
に
使
え
る
よ
ぅ
に
形
を
作
っ
て
お 

い
た
。
ナ
タ
で
三
分
の
一
位
切
り
か
え
し
を
入
れ
て
切
る
と
、
割
れ
ず
に
切
れ
た
。

木
を
切
る
前
に
、
木
の
先
に
手
で
半
紙
を
ち
ぎ
っ
た
御
幣
を
上
げ
、

コ
メ 
•

煮
ぼ
し
を
供
え
た
。
ご
〇:.
時 

は
、
そ
の
年
の
無
事
を
祈
る
と
い
ぅ
。
(

写
真
135)

木
は
ノ
コ
ギ
リ
と
ナ
タ
で
切
る
の
だ
が
、
座
敷
に
い
っ
ぱ
い
に
な
る
大
き
さ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
山
の 

中
を
し
ょ
っ
て
く
る
の
は
大
変
だ
っ
た
。

子
持
神
社
ま
で
、
荷
車
で
行
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
は
車
に
乗
せ
て
来
た
。

木
は
、
蚕
室
の
邪
魔
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
き
れ
い
な
所
に
置
い
た
。

写真134

写真135



帰
っ
て
か
ら
、

ニ
ワ
ト
コ•

オ
ッ
カ
ド
の
木
を
切
り
、
乾
か
し
て
お
い
た
。

1
1

ワ
ト
コ
で 

ハ
 

ナ
を
作
り
、
 

オ
ッ
カ
ド
で
、
ア
ワ
ボ•

ヒ
エ
ボ
を
作
っ
た
。

一
年
生
の
ミ
ズ
ブ
サ
で 

ハ
ナ
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。

マ
ユ
ダ
マ
の
木
は
、
年

神•

オ
シ
ラ
様•

座
敷
に
飾
る
も
の
全
て
ヤ
マ
ク
ワ
の
木
を
使
ぅ
。

三
、
も
の
つ
く
り

も
の
つ
く
り
は
、
小
正
月
の
少
し
前
の
大
安
の
日
を
選
ん
だ
。
十
四
日
の
飾
り
か
え
の
前
の
よ
い
日
で
あ 

る
〇昼

間
、
納
屋
で
、

ハ
ナ
カ
キ
ナ
タ
を
使
っ
て
作
っ
た
。
(

写
真
136)

台
は
、

マ
キ
の
す
わ
り
の
い
い
も
の
を
使
い
、
作
っ
た
も
の
は
、
大
き
い
フ
ル
ィ
に
入
れ
、
床
の
間
に
置 

い
て
お
い
た
。

ハ
ナ
は
三
種
類
作
っ
た
。

二
段
の
も
の
は
、
四
十
ほ
ど
作
り
、
あ
ち
こ
ち
に
供
え
る
の
に
使
っ
た
。
節
か
ら
下
を
か
い
た
。
先
か
ら 

元
に
引
い
て
か
い
た
〇 

(

写
真
137
・
138
・
139)

十
六
段
の
も
の
は
、
長
い
も
の
を
と
っ
て
来
て
、

一
本
に
十
六
の
節
を
か
い
た
。
(

写
真
140.

141)

竹
に
さ
す
も
の
は
、
 

竹
の
節
ま
で
割
り
、
焼 

い
て
水
亿
つ
け
、
形
を 

出
す
。
ヮ
ラ
で
し
ば
っ 

て
お
く
。
こ
れ
に
長
く 

穂
を
か
い
た
も
の
と
、
 

短
か
く
穂
を
か
い
た
も 

の
を
二
つ
つ
け
て
飾
る
。

(

写
真
142.

143.

144)

写真136

写真137

写真138



写真139

写真140

写真141

写真142

写真143

写真144



カ
ユ
カ
キ
棒
は
、
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
、
杭
の
よ
ぅ
に
削
っ
て
作
る
。
上
部
は
四
つ
割
り
に
し
て
置
く
。(

写 

真
145)ハ

ラ
ミ
バ
シ
は
、
後
藤
家
で
は
、
八
組
に
家
族
の
数
だ
け
作
る
。

ニ
ワ
ト
コ
の
木
を
割
り
、
中
央
の
片
方 

だ
け
ふ
く
ら
ま
せ
る
。
(

写
真
146•

147)

八
組
の
内
訳
は
、
神
棚
に
三
、
仏
壇
に
一
、

ヱ
ビ
ス
様
に
一
、
年
神
棚
に
三
と
な
っ
て
い
る
。

後
藤
家
は
、
現
在
六
人
家
族
な
の
で
、
十
四
組
の
ハ
ラ
ミ
バ
シ
を
作
っ
て
い
る
。

ア
ヮ
ボ•

ヒH
ボ
は
、
オ
ッ
カ
ド
の
木
を
切
っ
た
も
の
を
、
皮
を
む
い
た
も
の
を
四
個(

写
真
148)

、
む 

か
な
い
も
の
を
四
個
用
意
し(

写
真
149)

、
竹
を
割
り
火
で
交
差
さ
せ
て
曲
げ
た
。
先
端
を
削
っ
た
所
に
、
 

芯
を
さ
し
た
。
(

写
真
150•

151
〕

農
具
は
作
ら
な
い
が
、
子
持
村
中
郷
の
後
藤
京
佐
氏
宅
で
は
、H

ン
ガ•

テ
ン
ガ•

カ
マ
を
作
る
と
の
こ 

と
で
あ
る
。

木
像
や
農
具
な
ど
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ア
ヮ
俵.

ヒH

俵
を
作
る
こ
と
も
な
い
。
カ
タ
ナ
も
作
ら
な
い
。
麻
尺
は
作
ら
な
い
。
地
区
の
内
で
麻
を 

作
る
家
も
あ
る
が
、
聞
か
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

写真145

写真146

写真147



こ
ぅ
い
っ
た
「
つ
く
り
も
の
」
を
作
る
際
に
は
、
木
の
乾
き
具
合
が
大
切
で
、
切
っ
た
ば
か
り
だ
と
湿
っ
て
い
て
切
り
に
く
く
、
乾
き
す
ぎ
る
と
刃
が
立
た 

な
く
て
切
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
作
る
日
に
あ
わ
せ
て
木
を
切
り
、
切
っ
て
来
た
木
を
置
く
と
こ
ろ
も
気
を
つ
か
っ
て
い
る
。

写真148

写真149

写真150

写真151



四
、
お
飾
り
か
え

飾
り
か
え
は
、
正
月
十
三
日
に
大
正
月
の
飾
り
を
は
ず
し
て
行
っ
た
。
は
ず
し
た
も
の
は
、
ド
ン
ド
焼
き 

に
持
っ
て
行
っ
た
。

ハ
ナ
の
ぅ
ち
、
二
段
の
も
の(

写
真
152)

は
、
次
の
所
に
供
え
た
。
神

棚•

年
神
棚•

仏
壇• H

ビ
ス
様
・
 

釜
神
様•

馬
屋
の
神•

床
の
間•

便
所•

玄

関•

門
口•

屋
敷•

土
蔵•

堆
肥
舎•

作
業
所•

井
戸
神•

墓 

地

・
道
祖
神•

神
社•

十
二
様•

オ
シ
ラ
様
で
あ
る
。

オ
シ
ラ
様
は
座
敷
に
飾
り
、

一
番
大
き
く
作
っ
た
。
年
神
棚
は
、
昔
は
方
角
を
み
て
作
っ
た
が
、
今
は
神 

棚
と
一
緒
に
し
て
い
る
。

マ
ユ
ダ
マ
は
、

コ
メ
の
粉
で
作
っ
た
。
昔
は
ク
ズ
ゴ
メ 
•

ア
ヮ•

ヒ
エ•

ソ
バ•

キ
ビ.

ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ 

な
ど
で
作
っ
た
。
正
月
用
に
挽
い
て
お
い
た
粉
を
使
ぅ
が
、
挽
く
日
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

十
三
日
の
日
に
、

モ
チ
ッ
キ
と
一
緒
に
作
る
。
オ
シ
ラ 

様
に
供
え
る
も
の
が
十
六
で
大
き
い
も
の
を
作
る
。
年
神

に
は
マ
ユ
の
形
で
、
他
は
丸
形
の
も
の
で
あ
る
。

マ
ユ
ダ
マ
飾
り
に
は
飾
り
菓
子
を
さ
げ
た
。
飾
り
菓
子
は
行
商
人
か
ら
買
っ
て
飾
っ
た
。
正
月
に
な
っ
て 

か
ら
売
り
に
来
た
。

マ
ユ
ダ
マ
は
、
か
ま
ど
で
ふ
か
し
て
作
り
、
ホ
ヶ
エ
に
入
れ
て
お
く
。
枝
を
切
っ
て
尖
ら
せ
て
、
玉
を
さ 

す
〇

マ
ユ
ダ
マ
飾
り
の
木
は
、
蚕
の
時
の
暖
房
に
使
っ
た
。
燃
し
始
め
に
使
う
と
良
い
と
い
う
。
使
っ
た
方
が 

神
様
が
助
け
て
く
れ
る
と
言
わ
れ
た
。

オ
シ
ラ
様
の
マ
ユ
ダ
マ
用
に
ク
ワ
の
木
を
使
っ
た
家
も
あ
っ
た
。
蚕
が
あ
た
っ
た
家
の
ク
ワ
の
木
を
盗
ん 

で
来
る
と
、
あ
た
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
、
後
藤
家
で
は
、
ク
ワ
の
木
を
盗
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
 

マ
ユ
ダ
マ
飾
り
は
、
座
敷
い
っ
ぱ
い
に
飾
っ
た
。
(

写
真
153)



五
、 
年

と

り(

十
四
日
年)

十
四
日
の
晩
は
、
オ
シ
ラ
マ
チ
と
い
い
、
家
ご
と
に
行
っ
た
。
甘
酒•

酒
•

食
事
を
用
意
し
た
。
し
か
し
、
オ
ミ
タ
マ
サ
マ
に
上
げ
る
「
つ
く
り
も
の
」
と, 

い
う
も
の
は
な
い
。

六
、 
道
祖
神
と
ド
ン
ド
焼
き

道
祖
神
は
、
子
供
た
ち
が
ナ
ラ
の
木
で
作
っ
た
。
終
戦
前
の
話
し
で
あ
る
。
竹
の
輪
を
入
れ
て
、
十
〜
十
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
作
っ
た
。
三
が
日
が
過
ぎ 

て
か
ら
は
じ
め
て
、
七
草
の
日
に
完
成
さ
せ
た
。
明
治
中
頃
ま
で
、
小
屋
作
り
を
し
て
い
た
が
、
火
事
を
お
こ
し
て
、
死
ん
だ
人
が
出
た
こ
と
か
ら
、
道
祖
神 

は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
十
三
日
の
夜
、

モ
チ
ッ
キ
の
あ
と
燃
や
し
た
。
こ
の
時
の
炭
を
屋
根
に
上
げ
る
と
火
防
に
な
る
と
い
う
。

子
持
村
の
道
祖
神
が
終
わ
る
と
、
平
地
の
十
四
日
の
朝
の
ド
ン
ド
焼
き
に
な
り
、
燃
え
て
い
る
の
が
よ
く
み
え
た
と
い
う
。

道
祖
神
と
い
う
「
つ
く
り
も
の
」
は
な
い
。

七
、 
十

五

日

粥(

小
豆
粥)

カ
ユ
カ
キ
棒
で
、
カ
ユ
を
か
き
回
し
た
。
カ
ユ
カ
キ
棒
は
、
先
を
四
つ
に
割
っ
て
、

モ
チ
を
う
す
く
切
っ
て
は
さ
ん
で
お
く
。

唱
え
ご
と
は
、
特
に
な
い
が
、
豊
作
に
な
る
よ
う
に
祈
る
。

小
正
月
中
、
こ
の
カ
ユ
カ
キ
棒
は
、
オ
シ
ラ
様
の
前
に
供
え
て
お
く
。
十
六
日
に
片
づ
け
る
。
後
で
水□

に
さ
す
。

ハ
ラ
ミ
バ
シ
は
、

ニ
ヮ
ト
コ
の
木
を
割
っ
て
作
る
。
神
様
の
分
八
組
と
家
の
人
数
分
作
る
が
、
使
っ
た
あ
と
は
集
め
て
お
き
、
水
口
に
、
ゴ
ミ
が
入
ら
な
い 

よ
う
に
と
言
っ
て
さ
す
。

八
、 
マ
ユ
ダ
マ
カ
キ
と
片
づ
け

マ
ユ
カ
キ
は
、
十
六
日
で
マ 

ユ
ダ
マ
を
と
っ
て
袋
に
入
れ
て
お
く
。
蚕
を
は
き
た
て
る
頃
ま
で
と
っ
て
お
い
て
、
し
る
こ
に
し
て
食
べ
た
。

十
八
日
に
は
、
十
八
粥
を
し
た
。
十
五
日
粥
を
と
っ
て
お
き
、
食
べ
る
だ
け
で
神
様
に
は
供
え
な
か
っ
た
。

小
正
月
の
供
え
も
の
は
、
二
十
日
正
月
に
、
オ
タ
ナ
ガ
リ
で
下
げ
た
。



ハ
ナ
は
、
き
れ
い
に
し
て
保
存
し
、
蚕
を
か
う
時
、
ィ
ロ
リ
で
燃
や
し
た
。

九
、
養

蚕

と

「
つ
く
り
も
の
」

養
蚕
と
「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
と
の
関
係
は
深
い
。

マ
ユ
ダ
マ
を
作
る
、
オ
シ
ラ
様
を
祀
る
、

マ
ユ
ダ
マ
の
木
を
、
蚕
の
暖
房
に
使
っ
た
方
が
良
い
と 

い
う
点
な
ど
で
あ
る
。

十
、
そ

の

他

ア
ワ
ボ•

ヒH

ボ
は
堆
肥
の
上
に
立
て
る
。
豊
作
を
祈
る
も
の
と
い
う
。
こ
の
時
は
新
し
く
堆
肥
を
積
み
あ
げ
る
。

ア
ワ
ボ.

ヒ
ヱ
ボ
の
区
別
に
つ
い
て
、
後
藤
家
で
は
、

「
皮
を
む
い
た
も
の
が
ア
ワ
ボ
、
皮
を
む
か
な
い
も
の
が
ヒ
エ
ボ
で
あ
る
」
と
い
う
。
玄
た
、

「
ア 

ワ
ボ
・
ヒ
エ
ボ
の
行
事
」
に
つ
い
て
は
聞
け
な
か
っ
た
が
、
別
の
調
査
の
機
会
に
は
か
つ
て
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

十I

、
ま

と

め

後
藤
家
の
「
つ
く
り
も
の
」
は
、
同
地
区
の
他
の
家
々
も
含
め
て
、
時
と
と
も
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
、
毎
年
「
つ
く
り 

も
の
」
を
作
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
お
り
、

「
つ
く
り
も
の
」
に
使
う
ニ
ワ
ト
コ
の
木
も
確
保
し
な
い
ょ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
つ
く
り
も
のJ

を
作
る
技
術
は
、
孫
ま
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
ょ
う
で
あ
る
。

(

井

野

修

二

)



編 

集 

後 

記

無
形
文
化
財
の
緊
急
調
査
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
に
吾
妻
郡
吾
妻
町
岩
島
の
麻
の
調
査
を
開
始
し
、
翌
年
度
に
そ
の
報
告
書
『岩
島
の
麻
』
を
刊
行
し
て
以 

来
、
昭
和
六
十
年
度
刊
行
の
『
沼
田
の
野
鍛
冶
』
に
至
る
ま
で
、
す
で
に
九
冊
の
報
告
書
を
刊
行
し
て
き
た
。
消
滅
の
一
途
を
た
ど
ろ
う
と
し
て
い
る
無
形
の 

文
化
財
は
数
多
く
、
そ
う
し
た
危
機
感
の
中
で
の
ま
さ
に
緊
急
の
調
査
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

昭
和
六
十
年
度
か
ら
こ
の
調
査
は
、
従
来
の
調
査
方
針
を
若
干
変
更
し
、
四
年
計
画
と
い
う
壮
大
な
計
画
の
も
と
で
、

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
の
緊
急 

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
研
究
実
績
が
あ
り(

特
に
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
に
は
、
群
馬
県
立
博
物
館
編
『
群
馬 

の
小
正
月
ツ
ク
リ
モ
ノ
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る)

、
ま
た
、
各
市
町
村
で
も
積
極
的
な
調
査
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
に
お
け
る
県
内
の
残
存
状
況
は
比
較 

的
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
か
ら
の
よ
う
に
全
県
的
レ
ベ
ル
で
の
包
括
的
総
合
調
査
は
こ
れ
ま
で
試
み
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
調
査
の
成
果
に
期
待 

す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。

今
回
、
昭
和
六
十
年
度
調
査
の
ま
と
め
と
し
て
、

『
小
正
月
の
つ
く
り
も
の
ー
ー
吾
妻
編1

』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
る
と 

と
も
に
、
今
後
の
調
査
の
ー
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
こ
の
報
告
書
が
民
俗
研
究
者
は
も
と
よ
り
広
範
囲
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
す
る
も
の
で 

あ
る
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
吾
妻
町
の
野
口
保
雄
さ
ん
が
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
御 

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

(

文

化

財

保

護

課

)
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